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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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〈前巻のあらすじ〉




　学園カーストの中間層、冴さえない顔の高校生・西にし野の五ご郷きようは界かい隈わい随一の能力者である。

　ダンディズムを愛する彼の毎日は異能力を使ったお仕事一筋。普段は何の変哲もない公立高校に通いながら、その一方では裏社会に名を馳はせる優秀なエージェント。国内のみならず海を跨またいでも、彼の名は一目置かれていた。

　おかげで少しばかり歪ゆがんでしまったのが、本人の価値観。

　常日頃から孤独を良しとしてきた処世術は、他人と一線を引いて生きるオレ格かつ好こいいと信じて疑わない。シニカルな語りに価値を見み出いだすコミュニケーションは、自身の顔面偏差値に見合わない行いばかり。

　それでも日々は平穏に過ぎていった。

　意識して周囲から距離を置く西野少年と、これに構うことのないクラスメイト。両者の距離は一定に保たれて、前者の生態が後者に知られることはなかった。円満な学園生活が営まれていた。

　そのバランスが高校二年の秋、崩れた。

　文化祭の準備を通じて、西野は青春の尊さに気付いた。異性交遊の大切さを知った。これまでの自分の人生が、いかに空虚なものであることかを思い知らされた。この先に待つ人生が、どれだけ惨めなものであるかを理解した。

　クラスメイトたちのキラキラと煌きらめくような青春。これを目の当たりにして、西にし野のは生活態度を改めることにした。自分もまた可愛かわいらしい女の子と彼氏彼女の関係となり、高校生活を満喫するのだと決めた。

　そこで彼は同じクラス、二年Ａ組の女子に対して、アプローチを始めた。

　教室でも目立たないタイプの女子生徒、松まつ浦うらさんを筆頭にして、次々と声を掛かけていった。しかしながら、歪ゆがんでしまった価値観は如何いかんともし難い。自身の顔面偏差値を顧みない彼のシニカルな誘い文句に対して、応じる女子生徒は一人もいなかった。

　更に少しばかりやる気と行動力が溢あふれてしまった西野は、青春を求め急ぐがあまり、クラスの女子生徒に対して手当たり次第に声を掛けてまわった。おかげでクラスメイトから総スカンを食らった彼は、苛いじめの対象としてターゲットにされてしまった。

　結果的に本来であればカースト中層の身分であった彼だが、僅か数日にして、その底辺まで落ちていった。

　そんな西野の様子に目をつけたのが、隣のクラスの美少女、ローズ・レープマンである。

　彼女もまた彼と同様に裏社会で活躍するエージェントであった。しかしながら、その実力は中堅止まり。おかげで直近の仕事にも苦労していた。同校に転校してきた理由もまた、ひとえに西野と接触して助力を得る為ためであった。

　学内でカースト底辺に陥った西野。

　学内でカースト頂点に君臨するローズ。

　職場とは一変して、学内では立場を入れ替えた二人のエージェント。

　西野は異性と共に過ごす充実した高校生活を実現する為、ローズに協力を願う。ローズもまた、自らの目的を達する為、彼に対して協力の姿勢を見せる。二人は利害の一致から手を組む運びとなった。

　一方でそうした西野の扱いに困惑するのが、二年Ａ組の面々である。僅か一日でキャラを変えたクラスメイトの姿を目の当たりにして、同クラスの委員長を務める志し水みずは、少なからず苛いら立だちを覚えていた。

　しかしながら、どれだけ注意しても本人は気付いた様子がない。

　おかげで二年Ａ組における西野の立場は、殊更に下がり続ける。

　そして、いよいよ翌日に迎えた文化祭。

　教室を共にするクラスメイトのみならず、関係各所を手当たり次第に巻き込んで、西野少年の物語が始まる。そこで彼が手に入れるのは、青春の甘酸っぱい思い出か、それとも辛酸を舐なめた果てに待つ孤独か。

　答えは彼の想おもい次第である。





〈文化祭　一〉




　文化祭の当日、西にし野のは言いようのない不安に気を揉もんでいた。

「返信がない……」

　一昨日おととい、彼はローズから異性の紹介を受けた。そしてその相手から挨あい拶さつのメールを受け取った。これに請われるがまま、自身の写真を添付して返信したのが、昨日の夕暮れ時。それから待てど暮らせど、一向に返事が戻らないのである。

「…………」

　気の早い彼であるから、一晩を音信不通で過ごして、早々に自身が捨てられたのではないかと、不安に駆り立てられている次第だ。住み慣れた自室、六畳一間の居室をウロウロとする様子は酷ひどく情けない。

　これで何度目になるだろう、今一度、相手に送った写真を確認する。

「これほどの一枚でも無理か……」

　先日に撮影されたばかりの一枚だ。

　彼にとっては究極的な仕上がりに感じられる一枚である。

　某大手百貨店に協力を願って、ようやっと手に入れたベストショット。

　けれど、返信はない。

「……ヤツへの借りも無駄になったか」

　ヤツとはローズを指しての呟つぶやきである。

　酷く悔しそうな表情だった。

　写真を付けて返信を行ったのが、昨日の午後六時を過ぎた頃のこと。イタリア現地時刻では午前十一時くらいだろうか。彼としては遅くとも一時間以内の返信を想定していた。これならきっとブッチされることはないだろうと。

　しかしながら、フツメンの見積もりは甘かった。

　あまりにも甘すぎた。

　完全に想定外。

　返信が来ないまま翌日へ突入。一晩を過ぎて尚なお、返事は送られてこない。不安で仕方がないフツメンは、午前四時に目覚めて以後、他に何をするでもなく部屋をウロウロすること、かれこれ二時間。現在、午前六時となる。

　あと何時間待てば良いだろう。

　焦りばかりが募ってゆく。

　ただ、そうして自室をウロウロしてばかりもいられない。

　本来であれば今日は休日。日曜日。

　しかしながら本日は文化祭が催される為ため、登校する必要があった。しかもクラス委員長の志し水みずがハッスルしたおかげで、彼の所属するクラスでは、登校時刻が二時間ほど繰り上げられており、そろそろ家を出なければ間に合わない。

　今年の津つ沼ぬま高こう校こうの文化祭は、日曜である本日と、秋分の日の振替で休日となる明日の二日間を利用して行われる。代わりに翌日と翌々日の火曜日と水曜日が代休となり、生徒たちは文化祭の余韻を親しい仲間と共に楽しむのが例年の流れだ。

　ただ今この瞬間、ここに文化祭どころじゃない男がいる。

「……無理、なのか」

　誰に言うでもなく呟つぶやく。

　自分の写真を誰かに送るなど初めての行いだった。そもそも異性とメールで仕事以外の連絡を取り合うことさえ、彼にとっては過去に経験のないこと。当然、込められた期待は相応のもの。せめて是非のレスポンスだけでも欲しいとは、切なる想おもいだった。

　とはいえ、女性は男性と比較して、異性からアプローチを受ける機会に恵まれている。興味のない異性に対して、男性とは比較にならないほど冷たい。釣り合わないと判断したのなら、相手を気遣った断りの連絡など、まさか返す訳が無い。

　残念ながら西にし野のは、そうした事実をまるで理解していなかった。

「共通の知人からの紹介でも、駄目か」

　時差を考慮すれば、メールの向こう側は夜の十一時を過ぎた辺りだろう。

　駄目なのか、無理なのか。

　ブツブツと独り言を呟きながらも、西野は僅かばかりの期待を胸に抱いて、端末が震えるのを待った。着信を知らせるバイブを待った。メールのお返事が届くのを待った。まだ見ぬ異性の可愛かわいらしい写真を待った。

　それはもう一生懸命に。

　しかしどれだけ待っても、彼の端末が再び震えることはなかった。





　　◇　◆　◇






　イタリア美少女からのお返事メールは、まるで返ってくる気配がない。

　仕方なく西野は登校することにした。

　クラス委員長である志し水みずの指示により、二年Ａ組の生徒は、普段の登校時間より二時間ほど早い時刻から、教室に集められていた。何な故ぜかと言えば、ひとえに文化祭の出し物、コスプレ喫茶の為ためである。当日の準備を万全とする為の処置だ。

　少なからず不満を伴いながら、それでもクラスメイト全員が約束の時刻に顔を揃そろえているあたり、誰も彼もが文化祭を楽しみにしていることは間違いなかった。眠そうな顔も当日に残した僅かばかりの作業へ移れば露と消える。

　そんな中で唯ただ一人、心ここに在らずといった態度を取るのが西野だ。

「ちょっと、西野くんっ」

「……何か？」

　誰の目にも分かるほど弛たるんでいる。

　おかげで早々、志し水みずに目を付けられた。

「何か？じゃないわよっ！　濡ぬれ雑ぞう巾きんで床を拭ふいておいてと言ったでしょう!?」

「あぁ、そうだったな。すまない。忘れていた」

「あと、その喋しやべり方かたは止やめてもらえる？　なんかキモいんだけど」

「……す、すまない」

「その謝り方も」

「…………」

　他のクラスメイトが、特にクラス委員長である自分自身が、こんなにも一生懸命に頑張っているのに、どうして西にし野の君はそんな弛たるんだ態度でいられるのよ、といった感じだ。やる気の無い人間の存在が、許せなかったようだった。

　そうした背景も手伝って、彼女は率先して西野に仕事を振った。取り分け面倒な仕事である。他の誰もがやりたがらなかった仕事である。臭い、汚い、気持ち悪い。いわゆる３Ｋというやつだ。

「いい？　ちゃんと八時までに拭いておくのよ？」

「……はい」

　これに西野は、殊更に気落ちした様子で粛々と頷うなずく。その心は未いまだイタリア美少女からメールが返ってこないことに絶望していた。流石さすがの彼も失敗に次ぐ失敗を受けては、幾分か応こたえた様子だ。普段と比較して言動が緩慢になっている。












　志し水みずに言われるがまま、素直に床へ両手両りよう膝ひざを突つく。

　手にした雑ぞう巾きんでフキフキと汚れを拭ぬぐう。

「…………」

　音信不通の原因が顔写真の送付にあると思われる点が、やはり一番に応こたえたようだ。決して自分の顔面がイケているとは思わない西にし野のだが、それでも先の一枚には、相応のこだわりだとか、些さ末まつながらも自信だとか、そういうものがあったのだろう。

「ちょっとっ！　もっと腰を入れてしっかり拭ふきなさいよっ！」

「……はい」

　傍かたわらに立ち吠ほえる志水。

　その指示に従い、床を拭く。

「今日が本番なんだから、ほらっ！　そこにも汚れがあるわよっ！」

「……はい」

　拭く。

　フキフキ。

　傍はた目めに眺めては、完全にお嬢様と使用人の体である。

「…………」

　床を拭きながら、西野は考えた。

　床板の木目を数えながら、必死に考えた。

　今の自分に最も必要なものは何だろう。

「…………」

　すると結論は早々に得られた。

　ともかく、少しばかり心を休めよう。

　セルフコントロールとストレスマネージメントには慣れのある彼だ。正常な心身を維持する為ためには、無理な努力は最悪であると結論が出た。明日からまた頑張る為に、今日は心を癒いやそうと。

　ならば今この瞬間に行うべきは何か。改めて周囲に意識を巡らせてみると、視界に収まるのは雑巾だ。水に濡ぬれて、けれど、固く絞られた雑巾だ。自らの手により床へ執しつ拗ように擦こすり付けられている雑巾だ。

　そこで彼は決定する。

　雑巾がけに癒やされよう。

　無心で床をゴシゴシしよう。

　そう決めた。

「…………」

「ほらっ、そっちにもお菓子のクズとか落ちてるわよっ！」

「はい」

　司令塔、志水お嬢様の言葉に従い、ただひたすらに雑巾がけを行った。





　　◇　◆　◇






　二時間という猶予は早々に過ぎた。

　現在の時刻は午前九時。本来の登校時刻を迎えて、それから更に十分ばかりが過ぎた。同日は朝のホームルームも行われず、そのまま文化祭の開催を知らせる校内アナウンスが流れると共に、いつもの授業時間へと至る。

　津つ沼ぬま高こう校こうが誇る、割と普通な文化祭が始まった。

「…………」

　西にし野ののクラスはコスプレ喫茶である。

　教室全体が喫茶店として機能するよう、内装が整えられている。教育設備一式は隠されて、代わりに業者よりレンタルした商用の丸テーブルが並ぶ。フロア前方には天井から床までを覆う密閉型のセパレータが設けられて、その先には簡易キッチンを含む調理スペースが確保されている。

　伊だ達てにクラスメイト総勢四十名が一週間を費やしていない。

　まるで専門の業者でも出入りしたようだった。

　ホールには花瓶や絵画といった細かな調度品まで用意されており、一連の演出に込められた気合いは、傍はた目めにも明らかである。その費用の大部分を竹たけ内うち君が出したという点も、クラスの女子一同を気張らせるのに十分なものだった。出入り口のドアを閉めてしまえば、それこそ本当に喫茶店を訪れたよう。

　当然、こうして出来上がったフロアを歩み、お客の対応をするのは、クラスでも顔面偏差値上位を争う者たちだ。女子はクラス委員長の志し水みずを筆頭として、可愛かわいいどころを上からワン、ツー、スリー。男子は竹内君を頂点にイケメン軍団が脇わきを固める。

　衣服もコスプレ喫茶という題目に恥じぬだけの量と質があり、アニメ作品のキャラクターから軍服、有名学校の制服までを多種多様に揃そろえる。作りも下手な実店舗より高級感を醸しているように思える。

　そして、同店店員のコスプレは特定のポリシーの下、完全に統一されており、言動もまたクラスの識者一同から都度指導が入る。これを一時間毎ごとに変更することで、極短時間でのリピーターを狙ねらう作戦らしい。舞台型演出というやつだ。想像した以上に練られたマーケティングを受けて、これには担任教師も脱帽である。

　こうした一連の作戦立案は、クラス委員長である志水の手によるものだ。資材の手配や交渉、準備の進行管理も彼女が一括して行っている。他の人に任せたら、普通の高校の、普通の文化祭の、普通の出し物で終わってしまうじゃないのと、大いに危き惧ぐした彼女なりの努力である。伊達に東とう京きよう外がい国こく語ご大だい学がくを目指していない。

　そうした具合だから、まさか絶賛嫌われ者であるフツメンに居場所などない。クラス一丸となっての晴れ舞台。不安材料は極力排除するのが正しい。文化祭の開始を伝える放送と共に、彼は教室から追い出された。流行のアニメキャラに扮ふんした志し水みず曰いわく、西にし野の君は廊下で呼び込みをしていてくれないかしら？

　これに頷うなずいて、素直に教室を後にしたのが、小一時間前の出来事だった。

「呼び込みとは言っても……」

　喧けん噪そうに溢あふれる廊下を一人、のそのそと歩む。

　未いまだ午前十時前でありながら、廊下には生徒以外の姿が窺うかがえる。多くは生徒の父兄などで、事前に案内が知らされていた学外関係者だ。チラシを片手にあっちでウロウロ、こっちでキョロキョロ、上京間もないお上りさんのように歩み行く。

　小一時間もすれば、これに他校の生徒や近隣住民が加わって、校内は更に賑にぎやかなものとなるだろう。最近では学校行事へ部外者の出入りを禁止する学校も増えてきた。そうした世間の動きの只ただ中なかにありながら、同校は校長の意向により、積極的に地元住民との交流を持つべく舵かじを取っていた。

「チラシを作るか」

　西野は糞くそ真面目まじめにも、志水から与えられたミッションを遂すい行こうすべく動く。

　なんでも良いから、手を動かしていたい傷心野郎だった。

　向かった先は印刷室。

　同所には生徒の姿も見られない。電源の入れられたコピー機が立てる僅かばかりの駆動音だけが、唯一の音源。出入り口のドアを閉めれば、校内の喧噪も幾分か遠く感じられて、それなりに落ち着ける場所となった。

「……さて」

　棚からＡ４用紙を取り出して、右手にサインペンを握にぎる。

　喫茶店の名前や提供メニューの詳細に関しては、数日前、品書きの翻訳作業を行うに際して確認したので覚えていた。これを紙に書き出して、適当にイラストなど添えれば、チラシを作る分には問題ないだろう。

　学内では他に、正式に作られたチラシが、クラスメイトの手により配布されている。だが、彼にはこれが支給されなかった。そのため自前で用意する必要があった。だからこその印刷室であり、Ａ４用紙とサインペンである。

「…………」

　サラサラサラと白紙に黒インクを落として行く。

　どうせ作るならと気を利かせて、文面は全てイタリア語。いつだかロック野郎に邪魔されて叶かなわなかった翻訳作業のリベンジを、今まさにこの場で行う。これでなかなか、負けず嫌いな性格の西野である。

「…………」

　チラシは十数分ばかりを掛かけて完成した。

　白と黒のモノクロな一枚。

　シンプルに仕上げられたそれは、即興にしては大した出来映えだ。

　横文字をデザインとして捉える日本人なら、きっといい感じ。

「……よし」

　これを確認して、少なからず満足感を得る。

　早々にコピー機へと向かい、量産体制に入った。
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　その日、ローズは面倒事に巻き込まれていた。

　場所は軽音部の部室。面倒事を持ち込んだのは、ここ数ヶ月で知り合ったクラスメイト。軽音部に所属する同クラスメイトは、本日、生徒会が主催するステージで、部の活動としてライブ演奏を行う予定だった。

　しかしながら、いよいよ迎えた当日、メンバーの一人でギターを担当する生徒が、不運にも体調を崩してしまった。なんでも熱が三十九度もあるそうな。当然、文化祭には参加不可能となり、メンバーが欠ける形となった。

　年に一度、一生に三度の大舞台。学外でなく学内に向けて、自分たちの技能をアピールできる滅めつ多たにない機会。学内で目立ち、より上位のカーストに食い込み、ランクが上の彼氏彼女を作る最高のチャンス。まさか素直に諦あきらめられる筈はずがない。

　そこで同グループのメンバーは、空いてしまった大きな穴を塞ぐ為ため、東とう奔ほん西せい走そうしていた。欠員の代わりとなる臨時メンバーを探すべく、学内をかけずり回っていた。

　その相談が学内の人気者、ローズの下まで巡ってきた次第だ。

　伊だ達てに美少女していない。持ち前の顔面偏差値で培った人間関係は、転校から僅か数ヶ月でありながら、同級生は元より上級生から下級生にまで幅広に至る。彼女こそ同校のカースト最上位に君臨する存在だ。

「ロ、ローズちゃん、どうだった？」

　今この瞬間、ローズとやり取りをする人間は一人。

　部室に人の姿は二つ。

　他のメンバーは現在進行系で学校を巡っている。

「何人か当たってみたけど、無理そうだったわ」

「……そっか」

「うち何名かは、既存のコピーならいけるかも、とは言っていたけれど」

　ここ小一時間の成果を報告するローズ。

　状況は芳しくなかった。

「分かってる。贅ぜい沢たくを言えるような状況じゃあないって。でも折せつ角かくの機会だし、せめて一曲くらいは自分たちで作った曲をどうしてもやりたくて。だから、本当にごめん、色々と面倒ばかり言ってしまって」

　ローズと受け答えするのは、同グループでリーダーを務めるドラム担当。

　金髪碧へき眼がんなローズと比較すると、黒髪黒目の至って普通な日本人女性。顔面偏差値は上の下といったところ。仮に人類が化粧技術の全てを失っても、生涯結婚相手には困らない程度に可愛かわいらしい少女である。

「分かったわ」

「ごめん。面倒ばかりごめんね。ローズちゃん」

　酷ひどく恐縮した様子でドラムッ子は頭を下げる。

　対してローズは平素からの猫ねこ被かぶり。

　西にし野のに対する際とは異なり、学内専用の振る舞いで問答を進める。

「私はギターを知らないのだけれど、他の子に聞いた限り、あれを初見で弾けるというのは、相応の腕の持ち主ということになりそうね。そんな子がこの学校に居れば、少なからず貴方あなたたちの耳にも入りそうなものだけれど」

「う、うん。無理だって、なんとなく分かってる。だけど、もしかしたらって……」

「…………」

　今にも泣きそうな表情で語るドラムッ子。

　ローズとしては、こういう女々しい人間が、割と大嫌いだった。泣いている暇があるなら、お前がドラムを叩たたきながらギターを弾く練習でもすればいい、とは心中に呟つぶやかれた素直な思いである。

　しかしながら、相手は少なからず交流のあるクラスメイトだ。更に学内でも比較的発言力のある生徒だ。今後の円滑な学園生活を思い、彼女は鬱うつ憤ぷんを堪こらえて問答を続ける。ローズには依然として、この学園に籍を置く確かな目的があった。

「一つ確認なのだけれど、助すけっ人とは学外の人間でも構わないのかしら？」

「……うん。この際、文句は言えないから」

「それならまだ、少しは選択の幅が広がるわね」

　顎あごに人差し指など添えて、悩む素振りを見せるローズ。

　とても可愛らしい。

　もしも西野が見ていたら、問答無用で顔に一発入れたくなる感じ。

「え？　も、もしかして当てがあるの？」

「分からないわ。ただ、私の知り合いにも当たってみるわ」

「いいの？　っていうか、ローズちゃんの学外の知り合いって……」

「それじゃあ、ちょっと連絡を取ってくるわね」

「あっ、ありがとうっ！」

　感謝の言葉を聞き流し、ローズはドラムッ子から踵きびすを返す。

　スカートのポケットから端末を取り出しつつ、軽音部の部室を後にした。
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　印刷室でチラシを作り終えた西にし野のは、これを片手に校内を彷徨さまよっていた。五十枚ほど印刷した紙の束を脇わきに抱いて、各棟の各フロアを渡り歩む。同校の生徒や教師以外の姿を探し、頭を下げると共に紙面を差し出す。その繰り返しである。

「……結構受け取ってくれるものだな」

　過去、仕事の都合から街頭でチラシ配りに扮ふんした経験のある彼だ。その時は十人に一人も受け取ってもらえなかったものだから、今日この日、差し出せば差し出しただけ受け取ってもらえるチラシ配りに、ある種の感動すら覚えていた。

「周囲環境というのは大切だな」

　また一つお利口になったフツメンである。

　しみじみと呟つぶやく。

　などとやっていると、不意に携帯端末がズボンのポケットで震えた。ブブブ、ブブブ、三拍子で刻まれる振動は、メールの着信があったことを示す。彼所有の端末においては非常にレアな反応だ。

　神速。

　西野はこれに飛びついた。

　ポケットから取り出す。

　スリープを解除する。

　画面を見た。

　一件の未読メールがあります。

　来た。

　メール来た。

　脇に抱えたチラシを廊下の隅へ放ほうるように置く。

　上の方の幾枚かが散らばる。

　気にしない。

　端末を操作してメールボックスへ。

　最新、一通の未読のメッセージ、が太文字になっている。

　着信通知通り。

　端末ナイス。

　通信回線ナイス。

　来た。

　返事来た。

　やっと返ってきた。

　件名や差出人すら碌ろくに確認せず、これをオープン。

　ローズ・レープマンです。話があります。Ｂ棟の屋上まで来て下さい。

「……なんだそれは」

　西野は端末を握にぎり潰つぶす勢いで固く握りしめた。
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　隣のクラスの金髪ロリータに呼び出されて向かったＢ棟の屋上。

　階段を上り終えて、昇降口の厚い鉄扉を開ける。するとそこではメールの差出人が、西にし野のの到着を待っていた。ヒュウと吹いた風が、不意にローズのスカートを巻き上げて、下着の色を太ふと股ももの合間に垣かい間ま見みせる。今日の彼女は黒の紐ひもパン。ローレグ仕様。

　とってもアダルト。

　けれど、それが気にならないほど、今の西野は気が立っていた。

「……いい加減に殺すぞ？」

「ちょ、ちょっと、どうして出会い頭に脅迫してくるのっ!?」

　自おのずと相手を威い嚇かくするよう、声を上げていた。

　そこに本気を感じた彼女は、一歩後退して怯おびえる。

　構わず西野は問い掛かける。

「なんだ？　このメールは」

「そっちこそ、ど、どうしてそんなに荒あらぶっているのよ」

「……別に」

　彼女から指摘されて、自らの高ぶりを理解したフツメンだ。












　少しばかり落ち着きを取り戻す。

「もしかして、早々に愛想を尽かされたのかしら？」

「っ……」

　そうかと思えば、次の瞬間には如何いかんともし難い感情に襲われる。

　誰が誰に、とは言わない。

　二人の間では、ツーと言えばカーと通じるお話。

「……だとしたら、なんだ？」

「まあ、こういうのは長続きするか、即座に断られるか、両極化する傾向が強いというから、結果としてはありきたりなものじゃないかしら？」

「そ、そうなのか？」

「少なくとも私はそのように聞くわね」

「……そうなのか」

「ええ」

「…………」

　言葉を交わし始めるも僅か、西にし野のは手玉に取られてしまう。

　伊だ達てに年齢イコール彼女居ない歴、イコール恋愛童貞歴を貫いていない。キスはおろか手を繋つないだことすらない。粘膜接触など夢のまた夢。故に学園カースト最上位に君臨する彼女を相手として、その領域で挑むには、絶対的に経験が乏しかった。

「今日はそんな貴方あなたに、異性と知り合う機会を持ってきたわ」

「なんだと？」

　続けられた言葉に戦おののく西野。

　これまた彼にとっては予想外のお話である。

「私のクラスの女子生徒が、今まさに危機的状況に立たされているわ。これを見事に解決することができたのなら、その相手と良好な関係を築くことができるのではないかと、私は貴方に提案したいのだけれど、どうかしら？」

「……嘘うそじゃないだろうな？」

「貴方が一昨日おとといまでやり取りしていた相手は、嘘やまやかしだったのかしら？　やり取りしたメールの文面が全て、自身の妄想であったと主張するのなら、私としても今後の付き合いを考えなければならないのだけれど」

「っ………」

　極めて強気なローズ。

　会話の主導権は完全に彼女のものだった。

　おかげで少なからぬ期待と共に、続きを促す羽目となる負け組フツメン。

「つ、続けるといい」

　思う通りの状況が整えられたことに満足したのだろう。

　少しばかり態度を大きくして、ローズは大上段から問い掛かける。

「まさかとは思うけれど、ギターを弾けたりしないわよね？」

「ギター？　弾けないな」

「それなら質問を変えるけれど、その手の界かい隈わいにコネはないかしら？　以前も街の破落戸ごろつきに知り合いがいるような話をしていたでしょう？　少なからずその方面にも、伝つ手てがあるように思えるのだけれど」

「……正直、話が見えてこない」

「文化祭のステージでバンド演奏をする筈はずだった人間が休んでしまったの。その助すけっ人とを探しているのだけれど、どうかしら？という話よ。生演奏が不可能であるなら、必要パートの録音でも構わないわ。問題を解決し得る人材を紹介して欲しいの」

「あぁ……」

　西にし野のはようやく自身に求められていることを理解した。

「流石さすがに当日となると、お金の都合だけでは難しいの。やり方も限られるわ」

「だろうな」

「だから、もしも貴方あなたに当てがあれば、という話なのだけれど」

　ヒュウと吹いた風がローズの長い金髪を煽あおる。頬ほおに掛かかるそれを片手に押さえて、乱れた髪の先、碧へき眼がんに輝きを灯ともらせる。つり上がった眦まなじりと鋭い眼まな差ざしは、彼女の本質を表しているようだ。大きな瞳ひとみが長い睫まつ毛げに翳かげる先、縦に長く伸びた瞳どう孔こうは猫科のそれを思わせる。

「まあ、別になかったらなかったで、文化祭のステージから題目が一つ消えるだけ。当人たち以外は困らないし、怨えん恨こんを引くものでもないわ。だから私としては、それほど乗り気でもないのだけれど、貴方にとってはどうかしら？」

「なるほど」

「既に学内は確認した後だから、残すところ学外なのだけれど、一口に学外とは言っても、そんなけったいな知り合いなんて、そうそう出てくるものでもないでしょう？　私としては貴方が無理だと判断すれば、これで対応を終了するつもりなのだけれど」

　語るローズの調子は淡々としたものだ。

　それが逆に西野へ信しん憑ぴよう性せいを与えた。

「……当てがないこともない」

　その脳裏に思い起こされたのは、どこぞのロックのお姫様だ。

　彼が仕事の上で付き合いを持った相手でも、あれほどギターでバンドな人間はいない。というより、他にギターを弾ける知り合いなど、西野にはいない。そもそも彼から連絡を取れる相手など、碌ろくな人間がいない。

「本当？」

「ああ」

　そう言えばとズボンのポケットを漁あさる。

　指先に触れたのは金属の固い感触。数日前から入れっ放しとなっていたそれは、日本を代表するロックバンドグループ、そのギタリストである緒お形がた屋や太た郎ろう助すけの名刺だった。銀色の金属で作られた、無駄に高級感の溢あふれる一枚である。

「……なによ、それ」

「ピンチを助ける魔法のカードだ」

「相変わらず、その手の台詞せりふが似合わないわよね。無駄にスラスラ出てくる癖に」

「連絡を取るの、止やめるぞ？」

「ごめんなさい？　もう邪魔はしないから、どうぞ続けてもらえないかしら」

　西にし野のとしては未み来らい永えい劫ごう、使うことなど無いと考えていた一枚だ。もしも自宅でその存在を思い出していたのなら、躊ちゆう躇ちよなくゴミ箱へ放ほうり投なげていただろう。それくらいどうでもいい一枚である。

「ちょっと待っていろ」

　彼は端末を取り出すと、名刺に彫られた番号に対して回線を開く。

　相手は十コールばかりを待ってから出た。

『はい、太た郎ろう助すけですけど……』

　恐らくは知らない番号からのコール。

　スピーカー越しに響く緒お形がた屋や太郎助の声は、寝起きと思おぼしきものだった。
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　同日、売れっ子ロックスターは久しぶりのオフを満喫していた。

　デビュー一年目の可愛かわいらしいアイドルをホテルに誘い、自慢の息子で三発ほど中出しを決めたのが数時間前のこと。精も根も枯れ果てて、死ぬように寝入ったところ、僅か三、四時間ばかりで目覚めを強要するべく、端末が音を立てた。

「はい、太郎助ですけど……」

　その声は酷ひどく不機嫌だった。

　彼の性格を知る者なら、大人しく後で掛かけ直す旨を伝えただろう。

「太郎助さん、もしかして……お仕事？」

　同じベッドには、太郎助以外に人の姿がある。シーツの上に裸の身体からだを横たえたアイドル一年生。彼女もまた、音を耳にして意識を戻したようだ。酷く不機嫌そうな彼の表情を目の当たりにして、こんな顔もするのかと怯おびえ始める。

　ただ、それも僅かな間の出来事だった。

「え？　に、西野っ!?」

　太郎助が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「べ、べ、べべ、別にっ、忙しくなんて無いぜ？」

　露骨なほど上擦った声で端末に語り掛ける。

　当人としては、必死に平時を取り繕った結果だ。

「今から？　ああ、い、いいけど？　どこへ行けばいいんだ？」

　寝ぼけ眼まなこに見せた不機嫌は、早々に吹き飛んでいた。そんな彼の見せる表情は、新しいオモチャを買ってもらった子供が浮かべる、どこまでも純粋な、無邪気さすら窺うかがえる、清すが々すがしいまでの笑みであった。

　本人はそれを押し殺そうと必死になっており、口の端やら目元やらが、不自然に歪ゆがんでいたりする。傍はたから眺めれば、彼が端末の先、やり取りする相手に対して、尋常で無い興味と関心と敬意を抱いているのは歴然としている。

「た、太た郎ろう助すけさん？」

　驚いたアイドルッ子が語り掛かける。

　けれど、当の太郎助はこれに気付いた様子すらない。

「津つ沼ぬま高こう校こう？　あぁ、それくらい、い、行ってやってもいいけど……」

　彼は手にした端末と、その先で待つ相手に首ったけだった。

「え？　いや、今日はロケあるけど、でもそんな大したもんじゃないし、だから少しくらいなら行ってやってもいいっていうか。え？　演奏？　まあ、自慢じゃないけど、俺くらいになれば、初見だって大抵の曲は余裕だからっ。ジミヘンとか出てきても弦一本でフルボッコだし」

「…………」

　電話の向こう側と受け答えする太郎助。その表情は、どこまでも嬉うれしそうで、活いき活いきとしていた。アイドルッ子との情事に際しても、ここまでの悦よろこびは見えなかった。

　だからだろうか、股またを開いた人間としては面白くないようだ。傍かたわらに横たわる彼女は、彼の股こ間かんに向けて、その手を伸ばした。

　過去に幾百本と男根を扱しごいてきた五本の指である。

　だが、あろうことか太郎助は、これを片手で叩たたいて払う。

「っ……」

　戦おののくアイドルッ子。

　まるで構わないイケメンギタリスト。

「あぁ、分かった。現地までギターを持って行けばいいんだな？　ま、まぁ、本当なら昼から仕事なんだけど、まあいいや、アンタが来いって言うなら、い、行ってやるよ。え？　仕事ならいい？　いや、だ、だからっ、仕事くらいどうにでもなるってっ！　俺を舐なめるなってっ！　行くって言ってるだろっ!?」

　その表情には終始、笑みが浮かんでいた。

　楽しみで、楽しみで、仕方がないように。

「ああ、それじゃあな」

　会話は五分と経たたずに終えられた。

　太郎助は回線が切断されるに応じて、端末をシーツの上に放ほうり出す。急ぎ足でベッド脇わきのデスクに向かい、そこに置かれたノート型の端末に手を伸ばした。

「あの、太郎助さん？」

「津つ沼ぬま高こう校こう、津沼高校っ、どこだよおい津沼高校っ！」

　アイドルッ子が声を掛かけるも、彼はまるで聞く耳を持たない。津沼高校、津沼高校、電話越しに確認した単語を繰り返して、慌ただしくもキーボードを叩たたく。マウスをカチカチとする。その所在を調べるのに一生懸命だった。

「……なによ、それ」

　ボソリ呟つぶやかれた不平不満。

　浮き足立つ太た郎ろう助すけの姿を眺める彼女の表情は、酷ひどくつまらなそうだった。
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　こちらは再び津沼高校のＢ棟、その屋上である。

「どうやら大丈夫のようだ」

「ず、随分と簡単に話がつくのね？」

　西にし野のの端末に表示された通話時間は二分三十五秒。その間に伝えられた情報は碌ろくなものでない。暇ならギターを持って来て欲しい。場所は都内にある津沼高校という学校だ。以上である。

「その人、本当に大丈夫なのかしら？」

「駄目だったら追い返せばいい」

「……こちらから頼んでおいてなんだけれど、不安でならないわ」

「演目は何時から何時間だ？」

　言葉通り、少なからず戸惑いを見せるローズ。これに構わず、西野は淡々と質問を口にする。本来であれば、何よりも先に確認をしなければならなかった事項である。

「あ、えっと、午後二時から三十分間だけれど」

「そうか」

　西野は今一度、端末に視線を落とした。

　現在の時刻は午前十時を少し過ぎたあたり。文化祭はこれからが本番である。ステージイベントは午前十時から午後五時までの間、事前に申請審査を通過したものが発表される。お昼休みの休憩時間は正午から午後一時までの一時間だ。

　タイムスケジュールは既に発表された後だが、ローズを交渉の場に立たせれば、多少の前後は許されるだろうと、彼は当たりを付ける。最悪、最後かその一つ前に回してもらえれば、太郎助の到着には十分間に合うだろう。

「まあ、都内にはいるようだから大丈夫だろう」

「よく分からないけれど、貴方あなたが大丈夫だと言うのなら、私はそれを信じるわ」

「ああ」

「それじゃあ早速だけれど、事情を説明に行きましょう」

「説明？」

「問題のバンドメンバーよ」

「なるほど」

　ローズに導かれるがまま、西にし野のは屋上を後にした。
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　部活棟の二階に所在する軽音部。

　過去に一度として足を運んだ経験のない一室で、西野は顔も名前も知らない女子生徒数名に囲まれていた。防音の為なされた同室には、ギターやらドラムやら、音楽機材がズラリ並べられている。

「え？　助すけっ人と？」

　同室には問題の欠員バンドグループの姿だけがあった。

　他の部員は文化祭に出払っているのだろう。

「ええ。彼が紹介してくれるわ」

　西野の傍かたわらにはローズが立つ。

　彼女を経由して、バンドメンバー一同に紹介が行われる。

「二年Ａ組の西野君よ」

「どうも」

　ペコリと頭を下げて、お辞儀などしてみせるフツメン。少しでも印象を良くしようと、珍しくも笑顔など浮かべている。前回の反省を活かそうという、彼なりの努力だ。

　しかしながら、出来はあまりよろしくない。

　なによ、その引ひき攣つった愛想笑いは、とはローズの心中に浮かんだ突つっ込みだ。

「え？　あ、は、はじめまして……」「いやちょっと、西野ってもしかして……あ、す、すみません。はじめまして」「……どうも」「け、軽音部です……」

　バンドメンバーからの挨あい拶さつはぎこちない。

　然しかる後、リーダーであるドラムッ子が、皆を代表して続けた。

「ローズちゃんと西野君って、し、知り合いだったの？」

　どうやら彼女たちもまた、西野の名前を知っているようだった。顔こそ分からずとも、その響きには覚えがあるようだ。当然、理由は決して誉ほめられたものでない。伊だ達てにクラスメイトから総出で苛いじめられていない。

　同バンドグループは、一年から三年まで各学年を揃そろえる。その全員が彼の名前に覚えがある時点で、悪評は当人が想定した以上に、広く拡散されているようだった。既に収拾不可能だとは、西野自身もまた、今まさに悟った次第である。

「ええ」

「そ、そうなんだ。なんか意外……」

　欠員のリードギターに加えて、ドラム、ベース、ボーカル、ギターの五人グループである。一年生が二人、二年生が二人、三年生が一人といった構成だ。全員が女性であるのは、外でイベント参加するにあたり、これを売りとしている為ためである。

　謳うたい文句は、現役女子高生バンド。

　最近は同じようなのが増えてきて大変だという。

「そういう訳だから、彼に感謝すると良いいわ」

「う、うん。ありがとう。西にし野の君」

　グループのリーダーであるドラムッ子が言う。

　これに倣ならうよう、彼女以外のメンバーも続いた。

　一方の西野はといえば、先程にも見せたように頭を下げて、控えめに応じる。どれだけ非リアであっても、彼女たちが自分を快く思っていないことは、出会い頭の表情と振る舞いから理解できた。たとえコミュ障ではあっても、彼は決して愚鈍ではない。

「……それで西野君。今後はどうしようかしら？」

　これは無理そうね。ローズもまた早々に悟って、話題を移した。

「しばらく待てば向こうから連絡が来るだろう」

「そう？　ならここで待たせてもらおうかしら？」

「いや、俺は他にやることがあるから」

　ふとチラシを放置してきてしまったことを思い出した西野だ。クラスの名義が入っている為、長らく放置する訳にはいかない。ゴミと見なされて、管理側から責任を求められたら、彼のクラスでの立場は殊更に低いところへ落ちるだろう。

「それなら助すけっ人とから連絡が来た時点で、私に一報もらえないかしら？」

「分かった」

「え？　ローズちゃんって、彼と連絡先とか交換してるの？」

　ドラムリーダーが随分と驚いた様子で問い掛かける。

「ええ。駄目かしら？」

「いや、あの、べ、別に駄目って訳じゃないけど……」

　彼女の連絡先は津つ沼ぬま高こう校こうにおいて、非常に価値の高いものだった。本人から直接得たのは、同じクラスでも距離の近い数名限り。これが数多あまたの思惑の下、幾らばかりか拡散して、それでも校内には欲しくても手にすることのできない人間がごまんといた。

　まさか西野の端末に収まっているとは、バンドメンバー一同、驚きである。

「私も自分のクラスの仕事があるから、彼から連絡があった時点でまた集まりましょう？　場所はここで良いわよね？　もしも他にあるなら移すようにするけれど」

「え？　あ、うん。じゃあ、あの、お願い」

「それじゃあひとまずは解散ね」

「承知した」

　ローズが場をまとめたことで、太た郎ろう助すけからの連絡待ちとなった。
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　軽音部部室を後にした西にし野のは、放置してしまったチラシの回収に向かった。

　しかし、彼が現場に戻った頃には、既にチラシは他者の手により、どこかへと持ち去られた後だった。生徒会か教師か、あるいは風紀委員か。文化祭を管理する側の人間の手によるものだろう。一枚も残っていなかった。

「……なんてこった」

　まだ半分ほどしか配っていなかった。

　だが、これでめげる彼では無い。与えられた仕事を全うすべく、再び歩みは印刷室に向かった。幸い印刷室は無人。文化祭の最中とあって、生徒や教職員の足も余よ所そへ向いているのだろう。

　辿たどり着いた先、彼は側頭部を軽く拳で小こ突づいて気合いを入れる。

　西野五ご郷きようの文化祭はまだ始まったばかりだ。仮に祭りの中心で太鼓を叩たたくことが叶かなわなくても、その周りで踊りを踊ることが無理でも、舞台を眺めて興に浸ることくらいはできる。そんな酷ひどく志の低い気合いだ。

「…………」

　西野は自分に言い聞かせるよう意識する。

　祭りの中心に向かい、より近くへ、より熱を持って挑み、今しかない時間を存分に楽しむのだと。たとえ触れることはできなくても、どれだけ遠くても、最後まで全力でこれを味わうのだと。

　その為ために彼が行えることは、たった一つしか無い。

「……よし」

　結果、またゼロからチラシを作り始める阿あ呆ほうだった。

　一度挑戦して、勘かん所どころを得たのか、前回と比較してクオリティも上がっている。モノクロだった一枚目と比較して、二枚目はカラーである。色の付いた細マジックを使って、緑を基調としたクラシックなデザイン。

　逆境が西野を強くする。

　文面はモノクロと変わらずイタリア語。無駄に凝った内容が日本人には何が何だか分からない。そこで今回は気の利いた日本語のルビも付けて、自己主張の中に気配りも十分。どんなときも全力投球が彼のモットーだ。

　老後は絵描きでも始めようか、などと考えながら作るうちにセカンドバージョンが完成。フルカラーのレーザープリンタで量産。今度は百枚ばかりを印刷して、これを脇わきに抱える。おおよそ三十分ばかりの編集時間だった。

「できたな」

　完成したチラシを満足気に眺めて、彼は颯さつ爽そうと校内に足を向ける。

　フロアを移り、人通りの多そうな場所へ向かう。

　最終的にフツメンの足は、出店が集中する同校正門前のグラウンドに辿たどり着いた。十時半を過ぎて、いよいよ人の入りは勢いを増しつつある。飲食関係の出店が充実しているおかげで、近隣住民の足は正午を目め処どにピークを迎える。

　この様子ならばと、正門前に位置取りを決めて、彼はチラシの配布を開始する。

「どうぞ、お願いします」

　一番道路に近い場所に陣取り、通りを歩む人にチラシを配っていく。

　彼の他にも正門近隣ではチラシを配る生徒の姿があった。多くは女子生徒で可愛かわいいどころが揃そろえられていた。女性八割男性二割といった具合だ。どのクラスも自分たちの出し物を成功させようと頑張っている。

　生徒の幾らかは西にし野のの姿を視界に収めて、一瞬、顔を顰しかめる。伊だ達てに学年の垣根を越えて避けられていない。ただ、表立って抗議することは不可能であるから、彼は構わずチラシ配りを継続だ。

「どうぞ、お願いします」

　丁寧な態度と共に、一枚、また一枚とチラシがはけてゆく。学外の人間は彼の学内での悪評を知らない。誰もが素直にこれを受け取ってくれた。なかには笑顔で、がんばれよと応援してくれる者の姿もあった。

　ここ最近、クラスメイトに避けられること度々の苛いじめられっ子であるから、その事実に少なからず悦よろこびを感じて、彼はチラシ配りに精を出した。一生懸命配って回った。そして、配り始めてから三十分ばかりが経過しただろうか。

　不意に彼はその名前を呼ばれた。

「お、おい、西野っ！」

　声は道路の側から響いて聞こえた。

「……？」

　学内で自身の他に西野という姓に覚えのない彼は、自分が呼ばれたのだと理解して声の聞こえてきた方を振り向く。するとそれは路上に止まった一台の自動車、その運転席から発せられていた。

「アンタ、西野だろ？　き、来てやったぞっ」

　高級外車のクーペが止まっていた。

　ドアが上に開くタイプのオープンカーだ。

「……来たか」

　ハンドルを握にぎるのは他の誰でも無い、西野が呼び出した相手、緒お形がた屋や太た郎ろう助すけである。

　何な故ぜなのか、以前に会った際と比較しても、殊更にめかし込んでいる。

　異性に向けたセックスアピールというよりは、同性に対して誇るべく大人っぽさを底上げ。威厳を向上させるよう意識されたスタイルだ。一式二百万超えの高級ブランドスーツを着用して、更にサングラスなど掛かけている。とても芸能人っぽい。

　竹たけ内うち君も裸足はだしで逃げ出す勢いのイケメンである。

　当然、周囲からも注目が集まった。なんだ、この場違いな人間は、そう言わんばかりの視線である。正門付近でチラシを撒まく生徒十数名に加えて、今まさに来校した地域住民が十数名、更になんら関係のない通行人までもが視線を向けていた。

　生徒のチラシを配る手が止まる。来場者の通りを行く歩みが止まる。まるで映画のワンシーンを思わせるイケメンの登場に、皆が興味を持ったようだ。また在校生一同としては、語る相手が西にし野のという点も大きい。

「文化祭か？」

　車上の男が尋ねた。

　これに西野は淡々と答える。

「ああ」

「ところで、車はどこに止めればいいんだ？」

「向こうに教師が使う出入り口と駐車場がある」

「分かった」

　小さく頷うなずいて、太た郎ろう助すけはハンドルを切った。

　遠ざかる自動車を眺めて、西野もまた駐車場に向かった。





〈文化祭　二〉




　教師用の駐車場で、西野と太郎助は数日ぶりに再会した。

　ツーシーターの片割れに連れの姿は見られない。運転席にイケメンが座るばかり。どうやら一人でやって来たようだ。これをドアの傍かたわらに立った西野が見下ろす形だろうか。

「そう言えば、たしかに文化祭がどうのと言ってたな」

　イケメンは自動車のエンジンを切ると、ゆっくりとした動作で地面に降り立った。これに応じて、両者の身長差が視線の上下を逆転させる。

「ああ、今日が一日目だ」

「明日もあるのか？」

「今日と明日の二日間で催される」

「ふぅん？」

　なにやら考える素振りを見せる太郎助だろうか。

　車上、助手席には注文のギターが、革のケースに収められて見受けられる。

「まさか俺を誘ってくれたのか？」

「まあそんなところだ」

「アンタ、友達とか少ないだろ？」

「……黙れよ」

「ははっ、当たりだ」

　何が面白いのか、額に手を当てて笑みを浮かべてみせる太た郎ろう助すけ。その振る舞いは、彼の優れた出いで立たちと相まって、無駄に似合っていた。同性からすれば反発心を感じざるを得ない。今まさに煽あおられた側とあれば尚なおの事ことだ。

　西にし野のは強引に話題を変えに掛かかる。

「ところで何か、顔を隠せるものは持ってないか？」

「顔？　どうしてだよ？」

「アンタは目立つんだよ」

「あぁ、そうだろうな？　この俺のロックは並大抵じゃない」

「…………」

　ドヤ顔で決めてみせるイケメン。その表情は同性の西野から見ても格好良く思える。それこそ彼にとって理想そのもの。

　ここで張はり倒して顔の形を変えることは簡単だ。しかし、それでは今後の予定に支障を来きたす。あれこれ考えたところで、仕方なく西野は手にしたチラシを片手に構えた。

「ちょっとこれで顔を隠しておけ」

　彼は手にした紙の一枚に、幾つかの穴と切れ込みを入れる。そして、チラシをまとめていた輪ゴムを当てて、太郎助に差し出した。

　差し出された側は、相手が何を言っているのかサッパリだ。穴を開けるに際して、少しばかりクシャッとなった紙の役割を、まるで理解していない。

「……は？　どうしろってんだよ」

「ちょっとしゃがめ。付けてやる」

「え？」

　言われるがまま、素直に腰を落とす太郎助。

　西野はこれに歩み寄り、綺き麗れいにセットされた頭髪へと手を伸ばす。紙に開けられた穴は視界を確保する為ための目穴だ。まるで祭りの夜店で売られる仮面のように、Ａ４用紙で作られたチラシに輪ゴムを通して、その顔面に固定した。

「ちょ、おいっ、ちょっとっ！　なにすんだよっ!?」

「しばらく大人しくしておけ」

「だからって、おいっ！　俺は天下のタローだぞっ!?」

「タローだかジローだか知らないが、アンタの顔が外に出ると迷惑なんだよ」

「だからって、ちょっ、か、髪がゴムに引っかかって痛いっ！　痛いてぇよっ！」

　もがく太郎助を強引に押さえつけて、西野は顔にコピー用紙を取り付けた。

「……よし」

　格好もへったくれもあったものではない。乱雑に紙面を輪ゴムで固定した限り。目穴も微妙に位置が合っていないらしく、目の前のフツメンを視界へ収める為に、顔は明後日あさつてな方向を向く羽目となる。

「おい西にし野の、これは何のジョークだよ」

「しばらくの辛抱だ。すぐに新しいのを用意する。幸いうちのクラスでは、コスプレ喫茶をやっているから、この手の道具には事欠かないだろう。フェイスマスクの一つや二つは確保できる筈はずだ」

「……まったく、ふざけたヤツだぜ」

「歩けるか？」

「俺を舐なめるな」

　このイケメン、どうやら頑張るらしい。

「ならいい。行くぞ」

　短く呟つぶやいて、先導するよう歩み始める西野。

　これを追い掛かける形で、太た郎ろう助すけは大人しく後に続いた。
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　軽音部の部室には、再びローズと西野、それに軽音部の面々が集まっていた。そこに半はん刻とき前と異なる点があるとすれば、更に一名、顔にＡ４用紙を張はり付けた長身の男が混じっていることだろうか。

「ちょっと、誰よこれ」

　誰にも先んじて声を上げたのはローズだ。

　素すっ頓とん狂きような出いで立たちの部外者を目の当たりにして、学内に在りながら幾分か素すが出たように思える。本当にこれが貴方あなたの当てにした相手なの？　ただの不審者じゃないのよ。あれこれと言外に訴えて止やまない。

「助すけっ人とだが、何か？」

「そういう意味で言ったんじゃないのだけれど」

　流石さすがの彼女も、不審人物以外の何物でもない相手に疑問を隠し得ない。

「ギターの腕前には自信があるそうだ。使ってやってくれ」

「おいおい、大した紹介もあったもんだな？　西野」

「自分でするか？」

「いいや？　俺はアンタに呼ばれて来た以上の価値を求めていない」

「なら黙っておけ。声でバレる」

「まったく、人気者ってやつは辛つらいな」

　答える太郎助の顔面では、その口が動くに応じて、張り付いたＡ４用紙が小刻みに動く。ガサガサする。それでいて一連の立ち振る舞いは非常に堂々としたものだから、傍はた目め、××××以外の何物でもない。

「ま、まあ、それならいいのだけれど」

　これ以上は問うても無駄だと理解して、ローズは問答を控える。

　一方で全然よろしくないのが、彼を紹介された側だ。

「あの、時間がないから、できれば曲の確認をしたいんだけど……」

　出所不明のコピー用紙野郎。その身元に不安を覚えたリーダーが口を開いた。招いたのが西にし野のである点も、彼女とグループのメンバーに圧倒的な不安を与えていた。一様にこの人とは無理だと言わんばかりの表情をしている。

　文化祭の最中とあって、学内では仮装した生徒も多い。そうしたコスプレイベントさながらの環境にありながら、今の太た郎ろう助すけの姿は際立って思えた。ここへ至るまでの間でさえ、廊下ですれ違う誰も彼もが振り返っていた。

「譜面は？」

　ただ、そんな××××野郎が返したのは、思ったより真面目まじめな問い掛かけ。

　意外とイケてるボイス。

　ちょっとドキっとするドラムリーダー。

「え？　あ、えぇ、これなんですけど……」

　怖おず怖おずといった様子で、彼女はコピー用紙を差し出す。

　やり取りされる紙面。

　太郎助はこれを手早く確認。

　数枚から成る一曲に、さらりと目を通す。世間的に見ればそこまで困難とは言えない、けれども、初見で弾くには相応の経験と腕前を要する五分四十九秒。彼女自身が作曲、作詞した渾こん身しんの一曲である。

　ウェブ上での評価も上々だ。動画共有サイトで公開したところ、再生数は六桁けたを超えた。もしかしたら同校の生徒であっても、知っている者がいるのではないか。その程度には根性の入った一曲だった。

「ふぅん？　悪くはないな」

　これに対して返されたのは、チラシ野郎の圧倒的上から目線。

「……どうも」

　自身の作曲センスに少なからず自信を持っているドラムッ子はカチンと来た。今でこそドラムというポジションに収まっているが、彼女はギターもベースも得意だ。ピアノだって幼少から習っている。

　将来は音楽に関わる仕事をしたい。大学は音大に行きたい。入学当初より担当教師に伝え続けて、事実、受験は音大一本に絞っている。私立と併願して芸術大学を受験する程度には意識の高い学生である。

「それで、あの、その曲なんですけど……」

　それでも相手が大人である点を考慮しての丁寧語。

　だというのに太郎助はマイペースに受け答え。

「まあ、一度くらいは合わせておくか。そっちの実力も確認したい」

「え？」

　手にした譜面をドラムッ子に押し返して言う。

　一連の振る舞いは、どこか西にし野ののそれに似ていた。

「ケーブルをくれ。コイツに貼はり付つけられたチラシのせいで動きにくいんだ」

「いちいち人に責任を押し付けるな」

　背負ったケースからギターを取り出す太た郎ろう助すけ。その一本は彼にして、決して替えの利かない、一番を公称する愛器だ。デビュー以前から使い続けて、今もここぞという場面では威力を発揮する何の変哲もないストラト。

　販売当時の価格で三、四万円ほど。表立った舞台では使うと馬ば鹿かにされるという理由で、滅めつ多たなことではメディアに露出しない。けれど彼にとっては、とっておきとも言える選択だった。

「……フェンダー？」

「いいや、そのパクりさ。三十年以上前のモデルだから知らないだろうが」

「ふぅん」

「コイツの良さは俺だけが知っていればいい。それで十分だ」

「なにそれ……」

　ドラムッ子の呟つぶやきに適当な言葉を返して、彼は軽く調節を入れる。いちいち癇かんに障る物言いは太郎助のキャラ作りの一環だ。当人はこれがカッコ良いと思っている。周りが注意しないので、ここまで成長してしまった。

「…………」

　周囲への対応もおざなりのまま、意識はギターに向かう。

　その手つきは酷ひどく熟こなれたもので、けれど、どこか緊張して見えて、だとしても、非常に楽しそうなもの。薄いＡ４用紙の向こう側で、当人が小さく笑っているだろうことは、傍かたわらで眺める西野にも察しがついた。

　コイツは本当にギターが好きなのだと、ふと理解したことで、少なからずこのロック狂いに対する意識を改める西野だろうか。早めにチラシの代わりを用意してやらなければとは、その心中に呟かれた彼なりの反省である。

　損得抜きで何かに一生懸命となっている人間が、彼は好きだった。

「こういう安い感じも、たまには悪くないな」

　何気ない独り言。

「不満か？」

　これに珍しくも、西野は合いの手を入れてみせる。

「いいや。……ただ、昔を思い出す」

　太郎助の指が弦を撫なでる。

　ポロポロと愉快な音が鳴り出した。

　弦の音域を調節しているのかと思えば、少しばかり聞いたところで、ドラムッ子が戦おののきから身を震わせた。適当な音の流れかと思われたそれは、よくよく聞いてみると、今し方に彼女が渡した譜面の内容だった。

「え、うそっ……」

「違っているか？　だとすれば誤っているのは譜面の方だ」

　したり顔で言ってのける太た郎ろう助すけ。

「いや、あの……本当に、初めてなの？」

「そういう君は、そこまで有名な作曲家なのか？」

「でも、ネ、ネットとかで公開してるし……」

「他人の曲を拾って鳴らすほど、俺は暇じゃない」

　少しばかり語調を強くする太郎助。

「……す、すみません」

　ドラムッ子は慌てて頭を下げた。

　これには他のメンバーも表情を強こわばらせる。

　一同、学園の嫌われ者が連れてきた相手が、見た目に相応、普通じゃない相手なのだと、今まさに理解した様子だった。碌ろくに視界の得られないコピー用紙越し、太郎助は譜面に示された内容をツラツラと、最初から最後まで一音の誤りなく弾いて見せた。
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　一通り音を合わせたことで、軽音部一同のチラシ野郎に対する認識は一変した。さっさと帰ってくれればいいのに、といった振る舞いから打って変わって、どうか今後ともご指導ご鞭べん撻たつの程よろしくお願い致します、と頭を下げて止やまない。

「あ、あのっ、色々とすみませんでした」

「気にすることはない。若いっていうのはそういうことだろう」

「でも……」

　よく見てみれば、スーツや靴は上等だし、チラシの先、頭髪は丁寧に整えられた跡が窺うかがえる。更に横から眺める頬ほおの作りは、決して隠すことのできないイケメンの気配を漂わせる。ヤリたい盛りの女子高生にとって、これに抗あらがう術すべは無かった。

　五名中一名欠席。四名中四名が正体不明のチラシ野郎に首ったけとなった。

　それこそ体調を崩した仲間の不調に、今回ばかりはありがとうと感謝の念を送り始める始末である。特にリーダーを務めるドラムッ子は、軽音部で音楽人生を終えるつもりなど毛頭ない。今回の出会いを次へ繋つなげようと必死である。

「あのっ、もしよければ連絡先とか交換できませんか？」

　出会って小一時間、早々に端末を取り出して尋ねる。

　するとチラシ野郎は、少しばかり意地の悪い声で西にし野のに尋ねた。

「だそうだが、俺はどうしたらいい？　西野」

「……好きにしろ」

「だそうだ。悪いが今日は一時の助すけっ人とという扱いだ」

「そ、そうですか……」

　呟つぶやいた彼女は酷ひどく残念そうだった。

　彼女にとって、生まれてこの方一番と言える出会いが、今まさにだった。チラリと一瞬、苛いら立だちの視線が西にし野のに向けられた。ローズの提案はむしろ、同フツメンに対してマイナス方向に働いた様子だった。

「でもあの、きょ、今日は本当に、どうぞよろしくお願いします！」

　めげない彼女は大きく腰を曲げて、深々と頭を下げた。どうやら連絡先の交換を諦あきらめた訳ではないようだ。彼女に倣ならって、他のメンバーもまた頭を下げた。

「ああ」

　太た郎ろう助すけは適当に手を振って答える。

「それじゃあ、これで問題は解決かしら？」

　無事に欠員が補われたことで、ローズが口を開いた。

「え？　あ、う、うんっ！　本当、ありがとうローズちゃん！」

　感極まった様子でドラムッ子が言う。

「助っ人を呼んだのは私ではなく彼じゃないかしら？」

「でも、その西野君を紹介してくれたのはローズちゃんだし」

「……まあ、別にいいけれど」

　異性を紹介してやると大おお仰ぎように言い張はった手前、立場の無い金髪ロリータである。流石さすがに居心地が悪そうだった。傍かたわらに立つ西野からの視線に、少なからず身を震わせる。

　他方、暗にお前はお呼びじゃないと言われているようで、彼女以上に居心地が良くないのがフツメンである。今この場に立っているだけでも悲しい。

「……じゃあ、後は頼んだ」

　部室から逃げ出すように、西野は踵きびすを返した。

　すると、これに続くのがチラシ野郎だ。

「おい西野、俺を置いていくな」

「アンタはここに居ればいいだろう？」

「なんだ？　もしかして妬やいたか？」

「……勝手に言っていろ」

　先んじて部室を後にする西野。その後を追うよう、手早くギターケースを背負って、慌てた調子で駆ける太郎助。二人は連れ立ち軽音部の部室を後にした。パタン、小気味良い音と共に、部屋のドアが閉じられる。

　残されたのはローズと軽音部の部員一同。

　男二人が消えたことを確認して、ドラムッ子が呟く。

「西野君とあの人って、どういう関係なの？　どう見ても大人だし」

「さぁ？　彼の交友関係については私も想像がつかないわ」

　それはローズもまた疑問に思っていた。

　西にし野のの友人としては、あまりにも方向性がかけ離れている。体育館裏で喝上げでも受けていた方がしっくり来るとは、フツメンの素性を理解する彼女であっても、思わず感じてしまう印象だ。事実、クラスでは虐いじめられている。

「……あー、どうにかして連絡先とか、交換できないかな？」

「流石さすがにそこまでは、私も面倒を見れないわね。自分で頑張って欲しいわ」

「う、うん。それはそうなんだけど……」

　暗にローズを頼ろうとして、即座に拒絶されるドラムッ子だった。もしも他の生徒であれば、一度は頷うなずいて、けれども無理だったと断るのが一般的な日本人のスタイル。そのあたり歯に衣きぬを着せぬ物言いは、とても彼女らしい。

　当人曰いわく、子供のお守もりは疲れるわね、云うん々ぬん。
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　軽音部の部室を後にしたフツメンとイケメン。

　二人が向かった先は二年Ａ組、西野の所属するクラス界かい隈わいだった。現在、絶賛コスプレ喫茶を営業中である教室の隣、教育準備室という名目で設けられた一室に、数多あまたのコスプレ衣装が収められている。文化祭期間中、同室は衣装室として機能している。

　ここで彼らは無事にフェイスマスクを手に入れた。何とかというアニメに登場する何とかというキャラが装着する仮面である。詳しい内容は知れないが、それが太た郎ろう助すけの顔を覆うのに十分な機能を持っていた。

　生徒一同は喫茶店の方に出払っており、同室には他に誰の姿も無かった。これ幸いと好き勝手に物色した結果である。これだけ数があるのだから、催しが終わる頃に返却すればいいだろうとは、西野の安直な判断である。

　モノは口元の開けた、額から目元までを覆うように作られたマスクだ。おかげで太郎助のイケメンを否いや応おうなく示す羽目となり、フツメンの西野としては面白くない。ただ、他に具合の良いフェイスマスクも見つからなくて、ここで装備していきますか？　はい。

　装着感に当人が満足を示したことで、西野は当初の予定に意識を戻す。

「それじゃあ、俺は仕事に戻る。アンタは適当にやっててくれ」

「一方的に呼び出しておいて、俺を一人にするのか？」

「一緒にチラシを配るか？」

「……それは酷ひどくつまらないな」

「だろう？　だったら適当に廻まわっていればいい。ちなみに俺のクラスは、なかなか大したものだ。委員長の志し水みずという女が相当に気張っている。そこいらの喫茶店に引けを取らない出来映えだ」

　素直にクラスメイトを誉ほめるフツメン。

「へぇ？　西にし野のが誉ほめるのかよ？」

「クラスメイトを誉めて悪いか？」

「なら行ってみるか。男二人で連れだってもつまらないしな。それに、ア、アンタと一緒だと、本来なら成功するナンパも失敗しそうだ」

「そういうことだ。何かあったら連絡を寄よ越こせ」

「連絡？」

「こっちの番号は履歴に残っている筈はずだが？」

「え？　あ、あぁ、そう、そうだな。確かに……」

「どうした？」

「いや、なんでもない。なんでも」

　幾らか言葉を交わして、西野は太た郎ろう助すけから踵きびすを返した。

「じゃあな」

「お、おうっ」

　ズボンのポケットに手を突つっ込んだまま、声も短く答えるチラシ改めフェイスマスク野郎。これを振り返ることなく、西野は配り残したチラシの束を脇わきに抱えて、再び正門前を目指した。
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　太郎助と別れた西野は、再びチラシ配りに戻った。

　時刻は午前十一時半。

　昼食を文化祭会場に求める地元住民が加わり、今まさに来場者はその数を増してゆく。廊下を歩む人の姿も、同校の生徒以上に部外者が目立ち始めていた。定年後を思わせる老齢のカップルから、就学前を思わせる子連れの夫婦まで、客層は様々である。

　その流れを正面に眺めて、西野はチラシを配り続ける。

　今居る場所は自分たちの教室を収めるＢ棟の一階、他の棟との連絡通路にほど近い廊下の一角である。ちゃんと人通りの多い場所を選んで立っているあたり、なんだかんだで未いまだにやる気の衰えていないフツメンである。

「どうぞ、よろしくお願いします」

　幾度繰り返したとも知れない掛かけ声と共にチラシを差し出す。

　二人に一人は受け取ってくれる客層の良さに、やり甲が斐いも一ひと入しお。

　用意した百枚も、そろそろ配り終えそうである。

　ただ、そんな彼の下へ訪れる不穏があった。

「ちょっと、西野君」

「……ん？」

　名を呼ばれて振り返った先、そこには志し水みずの姿があった。その傍かたわらには他に見慣れない生徒の姿が二人ばかり。男子と女子のペアだ。彼と彼女は共に制服の上から、二の腕の辺りに黄色い腕章を付けている。記載された字面曰いわく、生徒会。

「あれだけ注意したのに、どうして貴方あなたはクラスに迷惑を掛かけるのかしら？」

「迷惑？」

「そうよっ！　チラシを撒まくなとは言わないけれど、廊下に散らかしてどうするのよ！　何の関係もない私たちが怒られる羽目になっているじゃないのっ！　私なんて、わざわざ校内放送で呼び出されて生徒会室まで行ったのよ!?」

　なるほど、と西にし野のは理解する。

　彼が放置したチラシを回収したのは、どうやら生徒会の見回りらしい。

　数がまとまり落ちていた為ため、管理側の目に留まったのだろう。

「今後はこういったことに気をつけて下さい。幾ら文化祭とはいえ、教師の目もそこかしこに光ってますから。こっちとしても強くは言いたくないんですけど、翌年以降も気持ち良く文化祭をやる為に、協力をお願いします」

　生徒会の腕章を付けた男子生徒がツラツラと文句を述べる。

　確かにその通り。

「ああ、すまなかった」

　これは申し訳ないことをしたと、素直に頭を下げる西野。

「いえ、気をつけてもらえればいいんです。それじゃあ俺たちはこれで」

「失礼します」

　生徒会の彼と彼女は、小さく会釈をして、静しず々しずと場を去って行った。

　一連の文句は非常に淡々としたもの。

　これを見送ってしばらく。

　極めて事務的な二人と比較して、そう簡単に気が収まらないのが志し水みずである。

「いい？　これ以上私たちに迷惑を掛けないでもらえる？」

「本当に申し訳ない」

「申し訳ないと思っているなら、態度で示しなさいよ、態度でっ」

「……ごめんなさい」

　今一度、頭を下げてお辞儀だろうか。

　以前、教室で同じような出来事があった際には、志水もまた多分に西野を苛いじめてやろうという意識があった。故にその矛先は早々に引っ込んだ。下手に突つっかかっても、逆に自分が悪目立ちしかねないと。

　しかしながら、今回は違う。完全に西野の過失が、彼女の足を引っ張ぱる形だった。もしも相手が竹たけ内うち君なら、笑って済ませただろう。しかし、相手はクラスで苛められッ子を担当する冴さえないフツメン野郎。プライドの高い彼女は到底許せない。

「ごめんなさいじゃないわよっ。今どういう状況にあるか分かってるの？　どうして私が西野君のミスをフォローしなきゃならないのよ。クラスの方が凄すごく良い感じだったのに、一人で向かう羽目になっちゃってるしっ！」

「いや、本当にごめん。ごめんなさい」

「まったく、つくづく役に立たない男なのね、西にし野の君って」

「……申し訳ない限りだ」

　チラシを放置した理由が理由なだけあって、西野は謝りっ放しだ。異性との出会いに現うつつを抜かしておりました、などとは口が裂けても言えない。今は自らの過失を認めて、今後に備えるべきだと素直に反省である。

「私は仕事に戻るけれど、もう二度と変なことはしないでよねっ!?」

「分かりました」

　下手に原因やら何やら説明を求められても辛つらい。

　フツメンは丁寧に頷うなずいて、従順に応じる。

「まったく、冗談じゃないわよ。本当に楽しいところだったのに……」

　唯い々い諾だく々だくとした彼の姿を目の当たりにして、少なからず腹の虫が治まったのか、志し水みずは踵きびすを返す。去り際には、それじゃあ、の一言も無い。ツカツカと上履きの底を鳴らしながら、二年Ａ組の教室へ足早に向かっていった。

「…………」

　残された西野はと言えば、これを大人しく見送る。

　またやってしまったとは、ちゃんと反省。

　彼は自らの過去を振り返ることのできる男だ。

　すると時機を合わせたように、猛省野郎へ声が掛かかった。

「そのチラシ、一枚もらってもいいかい？」

　学外からの一般入場者である。三十代中頃と思おぼしき中年男性だ。チェック柄のシャツに濃い青色のジーンズといった出いで立たち。右手の繋つながれた先には、七、八歳ほどの歳とし幼い少女の姿がある。

「あ、どうぞ……」

　どこか見覚えのあるような、そうでもないような、不思議な印象の相手。

　少なからず疑問を持ったものの、西野はその答えを得られなかった。

「ありがとう。お仕事がんばってね？」

「はい、ありがとうございます」

　きっと志水とのやり取りを見ていたのだろう。フツメンを慰めるように、男は穏やかにも言葉を掛けてくれた。まさか余よ所そから慰めを受けるとは思わなくて、ちょっとだけ嬉うれしい気持ちになった西野だろうか。

「それじゃあね」

「素敵な喫茶店なので、どうぞ、よろしくお願いします」

「うん。必ずお邪魔させてもらうよ」

　今まさに、最後の一枚が捌さばける。

　チラシは完売だった。
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　チラシを配り終わって以降、西にし野のは各棟の廊下を歩きながら、考え事をしていた。それすなわち、次なるチラシの配布方法である。どうすれば先のような問題を未然に防ぐことができるだろうか、と。

　あれだけ激しく、クラス委員である志し水みずから叱しつ咤たされてしまったのだ。万が一にも同様の問題を起こしては、クラスにおける自身の居場所は完全に失われると、フツメンは多分に危き惧ぐを抱いていた。

「……紙媒体は却下だな」

　二年生のクラスが収まる一角、賑にぎやかな廊下をブツブツ言いながら歩む。

「となると、必然的に電子媒体か」

　依然として彼の中にあるチラシ配りのミッションは消えていなかった。これをより安全な方法で継続するべく、消去法で次なる作戦を立案する。頭の中では瞬く間に新たなチラシ配りの構想が組み上がっていく。

　彼はＰＤＣＡサイクルを回せる男だ。

　グルングルンと回せる男だ。

「……よし」

　自然と歩みは情報処理室に向かった。

　隣の棟の最上階に位置する情報処理室には、幾十台ものコンピュータが収められている。一昨年に総入れ替えがあったので、そこそこ新しい端末が並ぶ。文化祭の開催期間に差し当たり、生徒の作業用にと開放されていた事実を思い出した次第だった。昨今、些さ末まつな資料の作成にもコンピュータの利用は欠かせない。

　とはいえ、文化祭当日に利用する者の姿はまばらだ。同教室へ至る廊下にはキープアウトのシールが貼はられて、学外者の通行は禁止されている。足を運ぶのは生徒か教職員に限られた。フロアには今まさに足を運んだ西野の他、後方の席で机に突つっ伏して昼寝をする男子生徒が一人しか見当たらない。

「さて……」

　手頃な端末の前に腰を落ち着けて、西野は作業を始める。

　作業工程は以前と変わらない。紙媒体に手書きであったそれが、コンピュータを利用した電子媒体に変わっただけだ。ペイントソフトを立ち上げて、これにチラシをサラサラとマウス操作により描いていく。

　コンピュータを用いることで、表現力は格段に向上した。フォントにこだわってみたり、影を入れてみたり、グラデーションを掛かけてみたり。先に作成した第二版と比較しても、格段にデザイン性の改善が見られる第三版だ。

　都合、数十分ばかり没頭して、自信作は出来上がった。

「……サーバは、まあ、適当なところでいいか」

　これを一定量まで無料を謳うたうサービスを利用して外部公開。公開先アドレスを二次元コードに変換して、Ａ４用紙にデカデカと印刷する。試しに端末のカメラで読み取り、リンク先に飛んでみれば、そこには即席で作られたチラシがウェブページとして開かれた。

　そうして得られたＡ４用紙を彼は自身の制服、その背中と腹部に貼はり付つける。

「よし」

　無事にチラシのペーパーレス化が行われた。

　紙を使わないから環境にも優しい。彼は恥ずかしげもなく、二次元コードの貼り付けられたジャケットを着用する。他にコスプレをしている生徒も大勢いるので、この程度は問題ないだろうとの判断である。

　ちょっとした達成感と共に、西にし野のは情報処理室を後にした。
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　所変わってこちらはコスプレ喫茶に扮ふんした二年Ａ組。

「ねぇ、ちょっとあの人ってカッコ良くない？」「だよね？　なんか変なの付けてるけど、絶対にカッコいいって」「っていうか、あのお面ってどこかで見たことない？」「あ、それ私も思ってた」「アニメじゃないの？」「いや、もっと実物的な意味で」

　従来の教室然とした雰囲気は完全になりを潜めて、今や完全に喫茶店として営業する同クラス。数多あまたあるテーブル席の一端に腰掛けたお一人様を巡って、女子生徒たちはキャッキャと黄色い声を上げていた。

「私、ちょっと注文を取ってくるわ」

「あ、志し水みずさんずるーい！」

「だってあそこのテーブルは私の担当でしょう？」

「でもー！」

　今の時間、女子はクラシックなメイド姿、男子は執事服という出いで立たちだ。前者に装う志水は、ヒラヒラでフリフリなドレスのスカートを翻し、盆を片手にバックルームからホールへ躍り出た。

　彼女が接客を担当するテーブル。

　そこに現れたのは、つい先程に西野と別れたばかりの太た郎ろう助すけだった。

　このイケメンはフツメンに勧められるがまま、二年Ａ組のコスプレ喫茶に来店したのだった。当初こそ所しよ詮せんは文化祭の模擬店だろうと考えていた彼であるが、入店して以後は素直に感心した様子で、店内の光景を眺めていた。

「……たしかにアイツの言うとおりかも知れない」

　そうこうするうちに店員がやってくる。

「いらっしゃいませご主人様」

　メイドにコスった志し水みずである。胸元に付けられたネームプレートから、太た郎ろう助すけは彼女が西にし野のの言っていた相手だと、容易に理解することができた。

「君が西野の言っていた子か」

「え？　西野？」

「ああ、なんでもない。こっちの話だ」

　なるほど、と太郎助は邪推する。西野はこの女に惚ほれているのだろうと。そうでなければ、わざわざクラスメイトの名前を出してまで、自分にクラスの出し物の存在を訴えることはないだろうと。

「あの、もしかして西野君の知り合い、ですか？」

「知り合い？　なんだろうか……」

　問われて逆に疑問を覚える太郎助。確かに電話番号も交換したし、こっちは名刺も渡している。知り合いと言えば知り合いか。等々。少しばかり悩んだところで、知り合いを名乗っても問題ないと判断する。

「そうだな。知り合いだ」

「そ、そうなんですか……」

　他方、これを耳にした志水は心底から驚いた。あの冴さえない一重のフツメンに、こんな大人っぽいイケメンの知り合いがいたなんて、といった具合だ。それこそ彼女の常識から逸脱した一大事である。

「もしかして、親しん戚せきの方ですか？」

「いいや、血縁関係はないな」

「あ、そうなんですねっ」

　太郎助は少しばかり、西野に気を利かせることにした。

「そう言えば、西野のヤツが君のことを誉ほめていた」

「え？」

「今回の出し物では随分頑張っていると」

「あ、え？　あの、そ、そうなんですか？」

「ああ」

　予期せぬところから飛んで来たデッドボール。西野に誉められても、彼女は何ら嬉うれしくない。むしろ昨今は苛いら立だつ。しかも、それを口にしたのが大人の魅力に溢あふれる仮面系イケメンとあっては、どう対処したものか。狼狽うろたえる姿は心底から困惑していた。

「ところで注文なんだが、コーヒーを頼む」

「はい、わ、分かりましたっ！」

　それでも一つ、彼女の内で変化があったとすれば、さっきは少しキツく言い過ぎたかも知れない、そんな僅かばかりの罪悪感だろうか。どことなく居心地の悪さを感じて、志水は注文を受けて早々に、バックルームへと身を翻した。
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　太た郎ろう助すけと志し水みずの間で、自らが話題に挙がっているとは露知らず、西にし野のは校内を二次元コード装備で練り歩いていた。

　学内の生徒にこそ悪評の知れたる彼だが、一般来場者にまでは及ばない。その利を生かして、彼は制服以外をターゲットとした販促活動を行っていた。

「どうぞ、よろしくお願いします」

　それとなく挨あい拶さつをすると、数名に一人の割合で、来場者はカメラを彼に向けてくれた。なかにはサイトを閲覧の上、良く出来ていると誉ほめてくれる人も居た。

　西野的に大変喜ばしい感じ。

　一人で文化祭を楽しむ方法を、今まさに見つけつつあるボッチだ。

「どうぞ、よろしくお願いします」

　既に三桁けた近い来場者から撮影を受けていた。広告効果としてはチラシの配布に迫るものがあるだろう。その事実が段々と彼の気分を良くしていった。サイトのアクセスカウンターも順調に廻まわっている。

　普段、マーキスから与えられる仕事を除いては、他者から認められる機会など皆無の人生万年ソロ野郎である。自身の働きが世間に良い影響を与えていることに、少なからず悦よろこびを得ている様子だった。

　そんな彼の下、不意に届けられたのがズボンのポケットの振動。

　ブブブ、ブブブ、ブブブときたものだ。

「っ……」

　もしやイタリア美少女か。

　彼はズボンのポケットから、おもむろに端末を取り出した。今度は散らかすべきチラシもない。心配することは何も無い。冷静に、冷静に、落ち着いていこう。ブツブツと気味の悪いことを呟つぶやきながら目的の画面を表に出す。

　やったぞ、件名がイタリア語だ。

　Egr. Sig.re Nishino西野さまへ

　これは間違いない。

　途端に鼓動は早くなり、心拍数は瞬く間に百を超える。胸の高鳴りを抑えきれない。ドクンドクンと激しく脈打ち始めた心臓からは、痛みすら感じる。堪たまらず足は動いて、人混みを避けるよう、廊下に並び立つ柱の一つ、その陰に移動。

　吉と出るか凶と出るか。

　メールを開く。

　ローズ・レープマンです。リハーサルがあるそうなので体育館に来て下さい。

「……あの女」

　今度は故意犯。

　見事におちょくられる西にし野のだ。





〈文化祭　三〉




　太た郎ろう助すけに電話で指示を出してから、西野は体育館に向かった。時刻はちょうど正午を過ぎたあたり。チラシ配りに夢中であった為ため、昼食を取ることすら忘れていたようである。思い出したことで空腹が後から追ってくる有様だ。

　彼が到着すると、そこには既に関係者の姿があった。緞どん帳ちようの引かれた先、観客席に人の姿はない。どうやら今は休憩時間であるらしく、人を全て吐き出した後のようだ。舞台両隅に色の違う脇わき幕まくが布しかれて、その傍かたわら、壇上にのみ人の気配があった。

　これを確認して舞台袖そでに上がると、そこには関係者がズラリと並ぶ。軽音部の部員とローズ、太郎助、今日と明日の舞台を取り仕切る生徒会役員たち、更に本日の午後以降、演目の予定がある生徒が数グループほど。

「来たわね。西野君」

　良い笑顔で言うローズ。

　挨あい拶さつをされた側の心境としては、出会い頭に文句の一つくらい訴えたいもの。しかし、周りに生徒が大勢いる手前、西野は口元を引ひき攣つらせながらも自制した。学内における二人の立場は、後者が圧倒的に下だ。

「……アンタには後で話がある」

「あら、なにかしら？」

「…………」

　やりきれない思いで一杯のフツメンだった。

　他方、そうした二人のやり取りを眺めては、周囲の生徒の間に少なからずざわめきが走る。ただ、それ以上は何が起こることもない。西にし野のの到着を確認して、場を取り仕切る生徒会役員が声を上げた。

「それじゃあ、軽く一回流していきます。もちろん、全てをやっている余裕は無いので、入場と退場の流れだけ確認しましょう。予定通り進めば四十五分くらいで終わる筈はずだから、どうか協力して下さい」

「昼飯はー？」

　これに誰かの声が続く。

「このリハーサルが終わってから取って下さい。出番の早い人たちには申し訳ないですが、題目を終えてから取る形になります。いかんせん時間に余裕が無いので、我慢してもらえると嬉うれしいです」

「うーい」

　生徒会指示の下、一同は持ち場へと散って行く。

　軽音部は三番目の出演となる。慌ただしく動き回り声を上げる生徒会役員を眺めて、舞台袖そでで機材と共に待機である。アンプやエフェクターの類たぐいに囲まれて出番を待つ。

　そこではたと西野は疑問を覚えた。

　自分は何の為ためにここへ呼ばれたのだろうかと。

「ちょっといいか？」

「何かしら？」

　いつの間にか隣に立っているローズに問い掛かける。

「どうして俺まで待機しているんだ？　それにアンタもだ」

「それもそうね」

「ここに居ても意味はない。俺は昼食を取りに行く」

「なら私も一緒しようかしら」

「ちょ、おいっ、西野っ！　また俺だけ置いていくのか？」

　ローズとは反対の側に立つ太た郎ろう助すけが吠ほえる。周囲を一回り近く年の離れた若者に囲まれて、居心地が悪そうにしている。軽音部の部員はしきりに語り掛けているが、話しかけられる側は、彼女たちに興味も無いようだった。

　流石さすがに悪いとは思いつつ、それでも長居したくないのが西野の本音である。

「ちゃんと本番は見に来る。それに周りの女はどれも現役女子高生だ。若い娘に囲まれて最高にハッピーだろう？　アンタくらいなら選より取どり見み取どりだろうに、少しは今という時間を楽しんだらどうだ？」

「馬ば鹿かを言え、そんなことをしたらスキャンダルだ。しかしまったく酷ひどい扱いだな？　俺に対して、そんなデカイ口を叩たたけるヤツはそういないぜ？　ああ、誇っていいくらいだ」

「なんだ？　俺から優しくされたいのか？」

「はっ、さっさとどこへでも行ってこいよ。その可愛かわいいパツキン彼女を連れてな」

「コイツはただの商売仲間だ。舐なめて掛かかると喰くわれるぞ」

「マジか……」

　少しばかり顔を青くする太た郎ろう助すけ。

　これにローズはニコリと、良い笑みを浮かべて会釈をする。彼は西にし野のが口にした商売仲間という単語に、大凡おおよその事情を理解した様子だった。キャリアだけを考えれば、このパツキン彼女は西野より遥はるかに長い期間を同業界に過ごしている。

「じゃあな」

　一方的に言い放って、西野は舞台袖そでを後にした。

　その背を追うようにローズもまた続く。

「くそ、いちいちロックな野郎だぜ……」

　無駄に格好付けて呟つぶやく太郎助は、どこか羨うらやましそうだ。

　彼らのやり取りを眺める周囲からは、今の何が良かったのかと、疑問の視線が向けられた。顔面に付けた仮面と、間違いなく成人していると思える外見は、同所にあっても多分に他者の興味を引いていた。
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　体育館を発たってから、しばらく歩んだ辺りで西野が口を開いた。

　相手は今まさに右隣を歩む金髪ロリ美少女である。数ヶ月前に隣のクラスへ転校してきた外国人。学園のマドンナ。何かと媚こびを売ってくる面倒臭い同業者。西野にとっては迷惑以外の何物でもない人物だ。

「どうしてアンタと食事を共にしなければならないんだ？」

　会話はツカツカと廊下を歩みながら。

「あら、女に一人で食事を取れと言うのかしら？」

「アンタには他に大勢の友達がいるだろう」

「忙しい最中に声を掛けるのも憚はばかられるわ。近くに暇な男がいるのだから、これを引っかけるのは女として普通のことでしょう？」

「それはフランシスカの影響か？」

「……そう言われると癪しやくね」

「だったら一人で食べてろ」

「私と一緒に居るだけでも、貴方あなたの周囲からの待遇は改善される筈はずよ？　こうした小さな出来事の積み重ねが、少なからず現状を良い方向へ導くとは思えないかしら？」

「相変わらず恩着せがましいヤツだ」

　こと学園において、西野は最弱であり、ローズは最強だった。

「以前は奢おごり損ねてしまったし、ここは私が支払おうかしら」

「……好きにしろ」

「決定ね。それじゃあ行きましょう」

　少しばかり足取りを軽くするローズである。

　向かった先は体育館から続く連絡通路を抜けて屋外。正門に続く第一グラウンドである。屋台小屋の密集する一帯は、文化祭の最中にあって一番の食事処どころだ。適当に食べ歩こうという算段だろう。

「屋台か……」

「嫌かしら？」

「いいや、そういう訳ではない」

「なら良いわね」

　言うが早いか、彼女はずらりと並んだ出店の一つに足を向かわせた。

「二つもらえるかしら？」

「あ、はいっ！」

　フランクフルトの屋台だ。店番を務めるのは一年の大人しそうな男子生徒である。西にし野のと同じ冴さえないフツメンである。遥はるか上位の存在である白人美少女から声を掛かけられて、少しばかりキョドっていた。

　保温器に入った店売りのフランクフルトを紙の包みに差し込んで、二つ重ねたそれを白いビニール袋に入れる。これを客が差し出す硬貨と交換して、お買い上げありがとうございます。開場から数時間を経て、幾らか熟こなれた手て捌さばきか。

　無事に肉棒を購入したローズは西野の下へ。

「はい」

「あぁ……」

　おもむろに差し出されたフランクフルト。

　これを彼は少しばかりの躊ちゆう躇ちよと共に受け取る。

「なに？　随分と優れない顔をしているけれど」

「アンタに差し出された食べ物というのは、どうにも落ち着かない」

「今のタイミングで毒を盛るような余裕があったかしら？」

「俺なら盛れる」

「盛らないでくれる？」

　同業者と私生活を共にするという状況は、彼にとって非常に居心地が悪かった。そのストレスを吐き出すよう、フランクフルトに力強く齧かじり付く。特別こだわりのある品ではないのだろうが、朝食を抜いたことで減った腹に、塩気の利いたそれは心地良く落ちた。

　二人して肉棒をぱくつきながら出店の並ぶ通りを歩む。

　店舗の配置はあらかじめ生徒会の手により決められており、これが正門と校舎を結ぶ形で綺き麗れいに通りを作っている。校庭の中央を真ん中として、西から東に向かって五本ばかり伸びたそれぞれの通りに並ぶのは、大半が飲食物を扱う出店である。

「食べ終わったのなら串くしは寄よ越こしなさい。そこいらに捨てると怒られるわよ」

　ローズに遅れること数口、西にし野のがフランクフルトを食べ終えた。

　すると、これに目め聡ざとく気付いた彼女が手を伸ばした。

「……あぁ」

　彼が串を渡すと、彼女は手にしたビニール袋へこれを収めた。

「マメなヤツだな」

「この国のお国柄ではなかったかしら？」

「さてどうだろうな」

「あ、たこ焼きがあるわ」

「…………」

　コイツ、意外とマイペースだな、と西野は思った。

　ぼうっと構える彼の傍かたわら、彼女はたこ焼き屋の屋台に向かった。先程のフランクフルトと同じく、二人分を購入して再びフツメンの下に戻る。どうやら本当に、昼食をこの場で済ませる算段のようだ。

「はい」

「タコなんて食べられるのか？」

「強毒性でなければ、大抵のモノは食べられるわね」

「大した悪あく食じきだな」

「貴方あなたほどの余裕があれば、そんな苦労も無かったでしょうけれど」

「アンタが弱いだけだ。勝手に人と比較するな」

「まあ、その通りなのだけれどね……っと、はい」

　ビニール袋をガサゴソとやりながら、たこ焼きの入った紙箱を差し出すローズ。フランクフルトを貫いていた串の収まる空のビニール袋を右手の手首につり下げて、二人分の紙箱を左右の手で支えている。歩きながらなので大変そうだ。

「どこかに座るか？」

「歩きながらでいいじゃない。疲れたの？」

「……なら構わないが」

　紙箱を受け取り、今度はたこ焼きを頂きます。

　割わり箸ばしで摘つまんで口に運ぶ。

　二人して、ハフハフしながらモグモグだ。

「前々から日本の学校の文化祭というものには興味があったのよ。本当にアニメと同じようなことをしているのね。日本人というと、パーティーとは縁遠いイメージがあったから、これは少し意外かしら？」

「日本人は欧米人と違ってバイタリティーがない。やる時は一気にやって、さっさと片付ける。これも年に一度だからこそだ。アンタらみたいに毎週末、頭から酒を被かぶって、鉄板の上で肉を焼いているような連中と一緒にしてくれるな」

「そういう貴方あなたは典型的な日本人っぽくて、非常にしっくりくるわ」

「それは良かったな」

「ところで一つ、疑問なのだけれど」

「……なんだ？」

　歩む先にイカ焼きを販売する屋台を眺めてローズは問う。

「タコ焼きは小麦粉の生地にタコが包まれているのに、イカ焼きは普通の姿焼きよね？　どうしてこんなにも違うのかしら？　タコの姿焼きには、他に別の名前が付いていたりするの？」

「タコ焼きの元祖である関西では、溶いた小麦粉に刻んだイカを入れて焼いたものをイカ焼きと呼んで、イカの姿焼きとは区別するそうだ。とはいえ、形は球形ではなく不出来なピザのようなものだから、類似点としては小麦粉生地で包くるんでいるくらいだが」

「へぇ。物知りなのね」

「いいや、関西では割と知られている」

「美お味いしいのかしら？」

「イカ焼きもジャンクフードだ。濃い味が好きなら美う味まいと感じるだろう」

「ここの屋台には売ってないかしら？」

「昼前パッと見たときには無かったな」

「あら残念」

　適当に語らいながら出店街を歩む二人は、傍はた目めカップル以外の何物でもない。故に周囲から向けられる視線は疑念が先行する。どうしてこんなフツメンが、学園のアイドルと文化祭で二人きりなのかと。

　男女のペアで屋台を楽しむ生徒の数は相応である。しかも、その大半はカップルだ。平日であれば他に捉えようのある光景も、今日という日に限っては、少なからず特別な意味を持つものだった。

「ところで貴方、随分と食べるのが早いわね」

「アンタも人のやることにいちいち文句をつけてくれるな？」

「別に文句を言ったつもりはないわよ。ほら、それを寄よ越こしなさい」

「……どうも」

　ローズは手慣れた様子で、西にし野のの分のタコ焼きが収まっていた紙箱と、これをつつくのに利用していた爪つま楊よう枝じを回収する。フランクフルトの串くしもそうしたように、手元のビニール袋へ綺き麗れいに収める。

「アンタだって食べ終わっているじゃないか」

　実は西野より先に食べ終えていたローズだ。

　小柄な割に食が早い。

「さて、次は何を食べようかしら？」

「…………」

　胃袋が大きいのか、すぐさま新しい出店を探し始める金髪ロリータ。西にし野のは何を言うこともなく、黙って隣りを歩む。これ以上言葉を交わしても、損こそあれ得など皆無とは、彼の心中で幾度繰り返されたか知れない。

　伊だ達てに竹たけ内うち君から自分の女だと聞かされていない。ただでさえ排除すべき同業者。更に他人の女だと思うと、まるで興味が湧わかないフツメンだった。こういう女が成長すると、フランシスカのようになるのだとは、今まさに信じて止やまない女性観である。

　そんなふうに西野が暗あん鬱うつな気持ちを募らせていたからだろうか。

　運命の女神は彼に気を利かせた。

　ローズとの出店巡りは、屋台を二軒過ぎた辺りで、終わりを迎える運びとなった。きっかけは彼らが向かう先、屋台の角を曲がって現れた生徒だ。その人物は二人を目の当たりにすると同時に声を掛かけてきた。

「あれ？　ローズちゃん？」

　志し水みずである。

「あら、こんにちは」

　ローズにとっては、ここ最近で何かと縁のある隣のクラスの委員長だ。歩みを止めると共に、小さく会釈などして挨あい拶さつをする。他方、西野は何を反応することもなく、彼女の隣でジッと身動きを止める限りだ。

　自身に挨拶が求められていないことを、フツメンは正しく理解していた。

「ローズちゃん、こんなところで何をしているの？」

「お昼ごはんを食べていたところだけれど」

「え？」

　何気ない金髪美少女の発言を受けて、志水の視線が西野にチラリ。

　彼女が言わんとすることは、誰の目にも容易に想像がついた。

「志水さんは何を？」

「私？　私は友達を探してるんだけど……」

「そう？　なら邪魔をしても悪いし、私たちは失礼するわね」

「あ、そうだっ、ローズちゃん！」

「何かしら？」

「もし良かったら、一緒に探してもらえない？」

「え？」

「一緒に昼ごはんを食べる約束をしていたんだけど、連絡が付かなくて困ってるの。なんかスマホを教室に置きっ放しみたいで、どれだけ鳴らしても出てくれないのよ」

　気を利かせた志水がローズに提案する。

　それは好意百パーセント。

　それは西野なんかに捕まっている美少女救出大作戦。

　それは酷ひどく一方的な解釈の下に発動した使命感。

「私に貴方あなたのクラスの生徒が分かるかしら？」

「日曜日にイタリアンレストランで一緒した子なんだけど」

「……ごめんなさい。ちょっと覚えていないわ」

　ここまで目前で語られれば、カースト下層の冴さえないフツメン高校生であろうとも、自分がお呼びでないことは理解できた。そして彼にしてみれば、別段ローズの隣に居場所を固持する理由も無い。

　これ幸いと言い訳を並べる。

「アイツの舞台が始まるまで、少し昼寝でもしてくる」

　短く呟つぶやいて即座、西にし野のは身を翻した。そそくさと二人の下から歩み去る。

　志し水みずは当然として、ローズもまた彼を追うことはできなかった。時刻が今まさに昼時とあって、屋台の並ぶグラウンドは、大勢の生徒や来場者が行き交う。右へ左へ雑多に流れる人の流れに紛れて、その姿は瞬く間に見えなくなった。

「……まったく」

　フツメンの背を遠く見送って、志水はやれやれだとばかり溜ため息いきを一つ。

「大丈夫だった？」

「なにが、かしら？」

「彼、数日前くらいから調子に乗ってるみたいで、クラスの女子にちょっかいを出すわ、文化祭の準備の邪魔をしてくれるわ、今日も生徒会やクラスメイトに迷惑を掛かけるわで、本当にどうしょうもないんだから」

「……そうなの？」

「そうなの。しかも今日はローズちゃんまで巻き込んでるし。文化祭だからって流石さすがにどうかと思うわ。少しは分を弁わきまえて欲しいわよね。もしかして鏡を見たことがないのかしら？　狙ねらうにしても相手のランクくらい考えて欲しいじゃない？」

　いつにも増して多弁な志水だった。

　どうやら昨今の西野対応により、相当ストレスを抱えている模様だ。

　口調も幾分か激しい。

「ええ、そうね」

　一方これに応じるローズは、ニコリと静かに笑みを浮かべている。

　まるでお人形のような子よね、とはその姿を眺める委員長の素直な感想だ。

「友達を探してるとか嘘うそだから、ごめんね。変なこと言っちゃって」

　相手の笑顔に釣られたのか、志水もまた少しばかり表情を柔やわらかくする。今し方に捲まくし立たてた不満や愚痴を誤ご魔ま化かすよう、アハハハと軽く声を上げて笑ってみたり。西野が離れたことで、気分が落ち着いたようだ。返す言葉の調子も緩和されて思える。

「あ、ところで、ローズちゃんはお昼もう食べた？」

　強引に話題を変えるよう、志水が尋ねる。

　その視線は金髪ロリータが下げるビニール袋に向かった。

「……今、ちょうど食べていたところかしら」

　言葉を返すローズは、その受け答えに一瞬ばかりの間が。

「それじゃあ、これから一緒しない？　私もこれからなの」

　実は学外のコンビニへ買い出しに行って、帰ってきたばかりの志し水みずである。手には近所に店を構えた大手チェーンのビニール袋が提げられていた。想像以上に客の入りが激しく、事前に用意した食材が尽きたらしい。

　これから教室まで戻り食材を届けて以後、午後組と入れ替わりとなり、お昼休憩兼自由時間となる予定の彼女だった。同じ午前組であるクラスメイト、竹たけ内うち君を中心としたイケメングループとお昼を一緒に取る算段だった。

「っていうか、私と私のクラスの一部になるのかな？　午前の部が終わって、これから昼休みに入るんだよね。午後は別の子に交代するから」

「せっかく誘ってもらったところを申し訳ないのだけれど、ごめんなさい。こういう日本の学校行事は初めてだから、色々と見て回ってみたくて」

「そう？　だったら私たちで案内するよ？」

「…………」

　志水から誘われて、これにローズは少しばかり考えてみせる。

　時間にして数秒ばかりだろうか。

　ややあって、その口元に浮かんだのは笑み。

　ニィと形の良い口元を小さく歪ゆがめて、嬉うれしそうに言葉を返す。

「そういうことなら、お願いしようかしら？」

「それじゃあ決まりねっ！」

　これに志水は元気良く答えた。

　文化祭の最中とあってテンションも相応だ。

「それじゃあ、ちょっと二度手間になっちゃって悪いんだけれど、私と一緒に教室まで来てもらっていいかな？　この荷物をクラスの子に渡さないとならないから。あと、他にちょっと雑務っぽいのがあって」

「分かったわ」

「ありがとう、ローズちゃん」

　和やかな女子同士の会話。

　ローズに加えて、志水もまた十分に美少女している。可愛かわいらしい女の子が二人、仲良さそうに言葉を交わす様子は、これを眺める男子一同にとって、思わずチラ見をしてしまうほどに華のある光景だった。





　　◇　◆　◇






　ローズと別れた西にし野のは、その足でＢ棟の屋上まで向かった。

　午前中はチラシ配りで学内を練り歩き、更にローズや太た郎ろう助すけに付き合って、あっちへ行ったりこっちへ行ったり。延々と人混みを歩きまわったおかげで、身体からだは本人が考える以上に疲弊していた。

　更にそこへタコ焼きとフランクフルト、味の濃い料理を平らげた。空腹が満たされるに応じて訪れた睡魔は強大だ。折せつ角かくの昼休みだし、一眠りしようと考えた結果の屋上、その給水塔の上である。

　人の居ない屋上は静かで、暖かで、穏やか。丸めた制服のジャケットを枕にゴロリ横となり、遠く喧けん噪そうを耳にしながらの昼寝は最高だった。

　おかげで時間はあっという間に過ぎていく。

　うつらうつら、しばらく微睡まどろんでいると、彼は太ふと股ももに小刻みな振動を感じた。同時に響くのは、ブブブブという小型モーターの震える音。端末にメールの着信を伝えるバイブレーション機能だった。

「っ……」

　ビクリと大きく身を震わせて、西野は飛び起きる。

　イタリア美少女の存在は、こちらのフツメンにとって相当大きいようだ。寝起きにもかかわらず、意識は即座に覚かく醒せいである。

　しかし、彼の期待は三度に渡って裏切られた。

　端末の画面に表示されたメールボックスには、見慣れた相手の名前が送信元として並んでいた。その本文には、ローズ・レープマンです。体育館のどこにいるのかしら？　との文言が続く。

　ふと気になって時刻を確認すると、既に午後一時五十五分。

　どうやら彼女は既に会場まで到着しているようだった。恐らく西野を探しての連絡だろう。まさか探し人が、今の今まで屋上で昼寝をしていたとは思うまい。

「…………」

　寝直そうかと考えたところで、太郎助の存在を思い起こす。

　彼が参加する軽音部の演目は午後二時からのスタート。

　自ら呼び寄せて手助けを頼んだ手前、西野は身体を起こすと体育館に向かった。





　　◇　◆　◇






　屋上から体育館までは徒歩で十分ばかり。入り口に到着したとき、既に内側からギターやドラムの鳴る音が響き始めていた。一件の演だし物ものに与えられた持ち時間が三十分とあまり長くないため、相応に詰め込んでいるのだろう。

「どこに行っていたの？　もう始まってるわよ」

　会場付近、ローズは即座に見つかった。

　ドアの閉まった出入り口の脇わきで、腕組みをして立っている。

　その表情は少しばかり不満そうだ。

「少し眠っていた」

「……私が連絡しなかったら、ずっと寝ていたわね？」

「だろうな」

「まあいいわ。さっさと行くわよ」

　彼女に促されて、西にし野のとローズは体育館の中に移動する。

　ドアを越えて即座、耳に届けられるのは勢いを増した楽器の音色。アンプに増幅されたそれは、幅広な体育館の隅から隅まで届いて余りあるだけの音量で、ギュインギュインと尖とがった音を立てる。

　これを耳にしながら、ローズはズンズンと前に進む。

「おい」

「なに？　前の方が見やすいでしょう？」

「…………」

「どうしたの？」

「いいや、別に」

　そもそも何な故ぜにアンタと一緒なんだ、とは喉のど元もとまで出かかった言葉である。これを危ういところで飲み込んで、西野は彼女の背中を追った。流石さすがの西野も、会場内で軽口を叩たたき合う気にはなれなかった。

「ここにしましょう」

「…………」

　空席の目立つ最前列、そのド真ん中に彼女は陣取った。

　おかげで西野はド真ん中の一つ右隣。

　席に着いて舞台を見上げると、すぐさま太た郎ろう助すけと目があった。正体不明の仮面越しではあるが、たしかに意思の疎通を感じた両者である。

「貴方あなたが連れてきた彼、もの凄すごく上う手まくないかしら？」

「……まあ、あれでもプロらしいからな」

　ニィと笑みに歪ゆがんだ口元が、仮面の下にしたり顔を想像させる。おかげで西野は少しばかり嫌な気分だ。まるで一方的且つ強制的に、その姿を見せつけられているような錯覚を覚えたフツメンである。

「貴方にその手の知り合いがいたとは意外だわ」

「つい数日前に知り合ったばかりだ」

「というと、もしかして例の件の？」

「ああ」

「……よくまあ彼が承諾したわね。あんな頼み方で」

「どうせ制服の女に釣られただけだろう？」

「…………」

　ローズが語ったとおり、太た郎ろう助すけの演奏は素人しろうと耳みみに聞いても、他四名と比較して明らかに差異が感じられた。他にもう一人、彼とは別にギターを担ぐ生徒がいるものの、こちらは完全に隠れてしまっている。

「あれ誰だよ？」「うちにあんな背の高い人っていた？」「もしかして竹たけ内うち君？」「っていうか、絶対に部外者だろあれ」「大人っぽいよな？」「めちゃくちゃ上う手まくね？」「めちゃ上手いって。本物のライブみたいだし」「マジで誰だよあのスーツ」

　西にし野のやローズの他、観客席のそこかしこからも、覆面ギタリストの素性を疑う声が聞こえてくる。百九十を超える長身を高級ブランドスーツで固めた姿は、どこからどう見ても成人男性である。

「貴方あなたが顔を隠させていた理由に納得したわ」

「他へ言ってやるなよ。面倒になる」

「別に言いふらしたりしないわよ。子供じゃあるまいし」

「アンタも俺も十分に子供だろうが」

「そう思う？」

「ああ」

　そうこうしているうちに曲が終わる。

　ギター、ドラム、ボーカルが静かになる。ベースだけが単調なリズムを、ベベロンベベロン、適当に叩たたいて場を繋つなぐ。同時に今までドラムを叩いていたリーダーが、マイクを片手にスローンから腰を上げた。

　何事かと観客がざわつき始める。

　これに応じるように、スピーカーから声が入った。

「ここで皆さんに紹介したい方がいます。既に疑問を持たれている人も多いと思いますが、こちらでリードギターを担当して下さっている方です」

　彼女はマイクを片手に、ツカツカと太郎助の下まで歩み寄る。

「本日、体調を崩して休んでしまったメンバーの代わりに、助すけっ人ととして加わって下さった、謎なぞのスーパーギタリスト、ミスターＴさんです」

　舞台での演奏が影響しているのだろう。彼女は少なからず興奮した面持ちで、滑かつ舌ぜつも良く語ってみせる。もしも素面しらふであったのなら、少なからず気恥ずかしさを伴うだろうマイクパフォーマンスだ。

「こちらのミスターＴさんは、我らが津つ沼ぬま高こう校こうのアイドル、ローズ・レープマンさんから紹介して頂きました。ですが私たちは、Ｔさんという仮名以外、他に何も知らされておりません。その全てが謎に包まれているのです！」

　ドラムリーダーが言葉を続けるに応じて、観客席からワッと声が上がった。

　思わぬ演出に興が乗った様子だ。どこにでもある公立高校の文化祭、その普通極まる舞台イベントとしては、なかなか珍しい光景である。本来であれば仲の良い友達にサクラでも頼まなければ不可能な賑にぎわいである。

「ですが、私は確信しています。こちらのＴさんは、きっと世間でも名の通ったギタリストに間違いありません。そこで皆さんには、是非とも今日この舞台で、Ｔさんの音を覚えて帰って欲しいのです！」

　ローズがそれとなく西にし野のに言う。

「……あの娘、後で黙らせておくわ」

「放ほうっておいてやれ」

　そんな二人のやり取りなど知らず、ドラムリーダーは言葉を続ける。

　どうやらミスターＴとのセッションを受けて、気分が高ぶっているようだ。

　伊だ達てにプロを目指すべく、将来の進路に音大を志望していない。

「後日、我ら軽音部はＴさんの正体を広く募集します。耳に自信のある方は、音源と奏者を指定の上、放課後に軽音部の部室まで来て下さい。私たちも知らないＴさんの正体を見事に突つき止めた方には、私たちから素敵なプレゼントがあります！」

　声高らかに挙げられた懸賞応募の要項を耳にして、観客席からは殊更に声が上がった。どうやら彼女のマイクパフォーマンスは、好意的に受け入れられたようだ。

「いいの？　あれ」

「…………」

　一連の語りを受けては、ローズも気まずそうだ。

　しかし、ドラムリーダーの暴走は止まらない。余程ミスターＴとのセッションが楽しいのだろう。キラキラと瞳ひとみを輝かせながら、彼女は口上を続ける。

「それではここで一つ、ミスターＴさんから皆さんに向けて、ヒントを頂ちよう戴だいしたいと思います。ミスターＴさん、ミスターＴさんが影響を受けたと思う人の名前を教えて下さい！　これは複数でも構いませんっ！」

　まるで芸能リポーターのようなノリの良さを発揮するドラムリーダー。

　手にしたマイクを太た郎ろう助すけの口元に運んだ。

　もしもミスターＴがそこいらのオッサンだったらどうするのか。

　まるで後先考えない舞台進行である。

「そうだな……」

　問われた側は多少ばかり悩み、ややあって舞台正面、一番前の席に視線を向けた。

「影響を受けたと言うには少し違うが、今の私が興味を持っている人物であれば、この空間、それも私から非常に近いところに一人いる。今日こうしてこの場に立っているのも、それが理由だ」

「おぉっ!?　それはつまり、学内に関係者がいるということでしょうか？」

「……まあ、好きに受け取ればいい」

「な、なるほどっ！」

　観客席をそっちのけで興奮し始めるドラムリーダー。

　他のメンバーがこれを諫いさめようと必死に目め配くばせをする。ちょっとちょっと、恥ずかしいからもう止やめようよ。こんなの聞いてないよ。事前の打ち合わせにはなかったよ。とかなんとか、割と本気で焦り始めている。

　けれど、スイッチの入ってしまった彼女には届かない。

「ありがとうございます！　これは想定外の展開ですねっ！」

　また、答える太た郎ろう助すけも満更でない表情だ。フェイスマスクに隠されない鼻から下には、小さく笑みが浮かんでいる。伊だ達てに芸能人などやっていない。目立ちたがり屋は当然の資質。もっと構ってと言わんばかり。

　西にし野のとしては、無駄に気を遣われたようで、気味が悪いことこの上ない。今の彼が求めているのは可愛かわいらしい彼女であって、イケメンの男友達ではない。むしろ身近な異性を囲われる確率が上昇する分だけ、避けて通りたい相手である。

「さて、それでは早速ですが、次の曲に移りますっ！」

　そして、ここでマイクはドラムリーダーからボーカルへ交代。

　次曲の導入に曲調が進んだ。

　ベースだけがベンベンベベンとやっていたところに、他の楽器が加わり、新たに曲としての体ていを取り戻す。これにボーカルの声が入れば、続けられたのは多くの生徒が知っている有名バンドのコピーだった。

　西野とローズは知らないが、その実、次曲は太郎助の曲だった。












「やたらと上う手まいな」

「ええ、そうね」

　以後、彼のギターに引ひき摺ずられる形で、軽音部の演奏は過ぎていった。
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　体育館での演奏を終えると、太た郎ろう助すけは何をするでもなく津つ沼ぬま高こう校こうを去って行った。軽音部の部員の他、彼に興味を抱いた幾らかの生徒に見送られる形で、職員玄関前の駐車場から、高級外車のオープンカーでさようなら。

　これを目の当たりにした生徒一同は、舞台の上で行われたマイクパフォーマンスが、決して演出目当ての狂言や妄言ではないと確信するに至った。まんまとドラムリーダーの策に乗せられて、謎なぞのギタリストの正体を探し始めることになる。

　一方、西にし野のはと言えば──

『二年Ａ組、西野君。二年Ａ組、西野君。至急教室まで来て下さい』

　太郎助たちの演奏が終わった直後、何な故ぜか校内放送で呼び出し。

　これに駆け足で向かった先、クラスメイトと共にコスプレ部屋にいた。

　彼らの教室の隣にある、普通の教室と比較して小さな一室である。太郎助のフェイスマスクを調達した部屋でもある。本来であれば生徒指導の為ために用いられる、教育準備室と呼ばれるスペースだ。

　そこで彼は衝撃の事実を聞かされた。

「……午前中の売上金が消えた？」

「そうよっ！」

　西野を前にして、志し水みずが唸うなるように言った。

　その眦まなじりはツンとつり上がって、露骨に怒いかりを示している。

「貴方あなた、何か知らないかしら？」

　同準備室には他に、同じクラスの生徒数名が詰めかけていた。

　午前中にホールを担当していた者たちだ。

　部屋の中央に立つ西野の周りをグルリと取り囲む形である。

「いや、知らないが」

「それなら質問の仕方を変えるわね」

　一度、言葉を切ってから志水は言う。

「……昼休み、貴方はどこで何をしていたのかしら？」

　その瞳ひとみは疑念の色を湛たたえていた。

　どのような疑念をかと言えば、お前が盗とったんじゃねぇの？という疑念だ。そして、これは彼女以外、場所を同じくする他の生徒も同様であった。向けられる視線は過去に教室で与えられたものと比較して、殊更に突つき刺さる。

「昼は屋上で昼寝をしていた」

「誰か一緒に居たのかしら？」

「いいや、一人だった」

「……そう」

　ここまで露骨に舞台を整えられれば、コミュ障エリートな西にし野のであっても、相手の言わんとする内容は容易に理解できた。しかしながら、やっていないものはやっていない。彼も反論を口にする。

「俺を疑っているなら、それは間違いだ」

　ただ、これを相手は受け入れない。

「幾つか証言が出ているのよ」

「……証言？」

「貴方あなた、今日の午前中に、このあたりをウロウロしていたそうね？」

　志し水みずの言葉を受けて、彼女の傍かたわらに立ったクラスメイトのうち数名が頷うなずく。

　恐らくは目撃者なのだろう。

「ああ、確かに」

　彼は素直に答えた。

　太た郎ろう助すけにフェイスマスクを調達するべく、この衣装室へ侵入した覚えがあるからだ。そして、これに答えたところで、はたと気付く。そう言えば同マスクは、未いまだに返却されておらず、太郎助の顔にくっ付いたままであったと。

「ここで貴方は何をやっていたのかしら？」

「…………」

　さて、どうしたものか。

　少なからず焦るフツメンだ。

「顔を隠すものを探していた」

「はぁ？」

　話の流れ的に、これは面倒なことになったと西野は考える。

　全てを白日の下に晒さらして、自らの潔白を証明することは容易である。社会的に立場のある太郎助の証言ならば、二年Ａ組の面々も納得するだろうとは西野も考える。しかしながら、それを行うことは同時に、未だ謎に包まれている覆面野郎の身元を公開することに他ならない。フツメンとしては面白くない展開だ。

　西野が求めるのは青春である。自らを主役として、恋人をヒロインとして、互いに愛し合う二人が形作る愛の物語である。そんなところに有名イケメン芸能人など投入した日には、全てが瓦が解かいする。ぽっと出のサブキャラに何もかも持っていかれてしまう。

　それこそ第二の竹たけ内うち君の誕生である。

　当然、西野の立ち位置は未み来らい永えい劫ごう、イケメンへの連絡窓口に固定だ。

　フツメン歴の長い彼だから、容易に想像はついた。

　イケメンのおこぼれにセックスチャンスを狙ねらい、これに満足できるほど、西野が青春に賭かける想おもいは安くなかった。彼が欲しいのは綺き麗れいな想おもい出でであり、一次的な下半身の満足ではないのだ。

　できることなら、将来のお嫁さんが欲しいのだ。

　もしも彼が三十を超えていたのなら、あるいはそれでもいいやと妥協したかも知れない。女子高生とセックスできたのなら、まあ十分に幸せじゃんと、納得したかも知れない。しかし、今の彼はまだ十六歳だ。未来がある。将来がある。希望がある。

「ちょっと、それはどういうことかしら？」

　しかし、志し水みずは待ってくれない。

「言葉通りの意味だ」

　今は無む茶ちやを押し通すしかない。

　そう結論付けて彼は問答を継続。

「貴方あなたまさか、衣装を盗んだんじゃないでしょうね？」

「いいや、盗んだつもりはない。少し借りただけだ」

「そ、それを盗んだと言うのよっ！」

　おかげで委員長が荒あらぶり始めた。

　コスプレ喫茶を開くに差し当たり、余よ所そからのリース物品について、その管理は全て彼女が行っている。椅い子すや机といった大物から、コスプレ衣装のアクセサリーのような小物に至るまで、全てである。

　割と几き帳ちよう面めんな女だ。伊だ達てに東とう京きよう外がい国こく語ご大だい学がくを目指していない。

「所在は知れている。ちゃんと返す」

「……貴方ねぇ」

「午前中、この辺りを彷徨うろついていたことは事実だ。しかし、それを売上金が盗まれたことに繋つなげるのは、幾らか無理があるんじゃないか？　冷静になって考えれば、賢いアンタなら分かる筈はずだ」

　珍しくも志水相手に強気な態度を取る西にし野の。

　これに委員長は沸騰寸前だ。

「な、なんですってっ!?」

「一日目が終了してからでも構わない。もう一度、クラスの皆で探すところからやり直した方がいい。こういうのは案外、人と人との行き違いから、予期せぬところで見つかったりするものだ」

「盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいしいとはこのことかしらっ？」

「むやみに人を疑うのは止やめた方が良い。仮に疑っていたとしても、それを人前で口にするのは止めた方が良い。もしも当てが外れていた場合、アンタの掻かく恥はとんでもなく大きなものになる」

「なっ……」

「あと二、三時間もすれば一日目が終わる。それから皆で探そう」

　これが竹たけ内うち君の言葉であったのなら、恐らく全員が素直に従っただろう。非常に尤もつともな意見だった。しかしながら、今まさに演説するのは西にし野のである。説得力はこの上なく低かった。彼を囲う面々にとっては、言い訳を並べられているのと大差ない。

「おい、西野。お前がやったんじゃないのか？」

　男子生徒の一人から声が挙がった。

　志し水みずへ絶賛片思い中の鈴すず木き君だ。

「何度も繰り返させるな。俺じゃない」

「じゃあ誰がやったって言うんだよっ!?」

　鈴木君の訴えを受けて、そうだそうだ、周りの誰もが同調の眼まな差ざしとなる。議論はいつまで経たっても平行線。それこそ西野の鞄かばんから売上金が出てこない限り、収拾がつかないのではないかと思われた。

　そうした最さ中なかのことである。

　ガラリと準備室のドアが開かれて、新たに生徒が姿を現す。

　竹内君だ。

「おーおー、やってるね」

　彼は軽い調子で一団のもとへ。

「た、竹内君……」

「委員長が大変なのは分かるけどさ、ほら、今日は楽しい楽しい文化祭じゃん？　額面の上では小さくないのかも知れないけれど、それって俺らが今日この日に得られる想おもい出でを汚してまで、絶対に手に入れなきゃいけないものなの？」

　イケメンは言う。

「俺らの高校の文化祭の想い出って、そんなに安いものなのかな？」

　一室に集う面々は、ハッとした表情で彼に向き直る。

　自身に集まった視線を確認して、竹内君は続ける。

「別に誰がやったとか、そんなのどうでもよくない？　それより今っていう時間を楽しまない？　じゃなきゃこれまでの一週間、皆で頑張って努力してきたものが、ぜんぶ水の泡になっちゃうじゃん」

「竹内君……」

　志水の他、場の誰も彼もがうっとりとした視線で彼を見つめる。

　それは女子生徒ばかりではない。

　男子生徒もまた、彼のイケメンフィールドに飲まれていた。

　そんななか、ただ一人空気を読めないのが、西野である。

「ああ、竹内君の言うとおりだ」

　誰に求められた訳でもないのに、いけしゃあしゃあと言ってのける。

　おかげで居合わせた誰もが、ピクリと身を震わせるほどに苛いら立だった。テメェがそれを言うんじゃねぇよ。二年Ａ組ホール担当午前の部、全員の意見が今まさに、一字一句の違いなくシンクロを見せた。

　これを収めるべく、竹たけ内うち君は少しばかり語調も大きく言い放つ。

「そういう訳だから、ほら、皆でホールに行こうぜっ！」

　強引に場を流そうとする。

　僕たち私たちの文化祭は、まだまだ始まったばかりだ。

　そう訴えんばかりの態度である。

「……そうね。竹内君の言うとおりだわ」

　志し水みずが同意する。

　彼女以外のクラスメイトもまた、口々に頷うなずいてみせた。

「そうだよな、そのとおりだよ」「だよね！　こんなことで気分を悪くするなんて、勿もつ体たいないよね！」「流石さすがは竹内だよな！　ちょーいいこというじゃん」「そうだよね！　私なんて、もうウルってきちゃったもん！」「あー、それ私もぉっ！」

　皆々、顔からこわばりを溶かして、同室を後にしてゆく。

　これ以上、西にし野のに付き合って気分を悪くするのも勿体ないよな。卑ひ怯きよう者ものになんて負けちゃ駄目なんだから。どれだけ大きな壁が行く先に立ち塞がろうと、俺たちの青春は絶対に負けたりしないぜ。今という時間を精一杯楽しみましょう。みたいな。

　ガヤガヤと楽しそうな声が上がる。

　その足音は隣の喫茶店に向かって行く。

　最後尾を歩んでいた生徒が去るに応じて、照明が落とされる。パタン、部屋の唯一のドアが閉められる。途端に教育準備室は静かになった。その直後に壁を一枚挟んだ隣室から、急に賑にぎやかになった教室内の喧けん噪そうが、どこか遠く同所に響く。

　小部屋に残ったのは西野ただ一人。

「…………」

　これでいよいよ、クラスにおける彼の居場所は完全に失われた。
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　文化祭一日目は予定通り、同日の午後五時に終了となった。

　明日には二日目が控えている為ため、片付けの類たぐいは存在しない。生徒たちは校内校外、思い思いの場所で仲の良い友達と共に、一日目の出来事を振り返る。そして、まだ見ぬ二日目に想おもいを馳はせる。

　それはきっと大切な青春の一ページ。

　何年経たっても、何十年経っても、決して色いろ褪あせない想おもい出で。

「……ただいま」

　一方で西野はといえば、早々に帰宅した。

　同時刻、教室では二年Ａ組全員が参加して、一日目の終了を労ねぎらう打ち上げが盛大に行われている。参加したくなかったと言えば、嘘うそになる。是が非でも参加したかったフツメンだ。けれど、とてもではないが、参加できる雰囲気ではなくて、彼は一人で帰宅した。

　当然、ただいまの声に返事が戻ることもない。

　ペットのハムスターも寝入っている。

　帰宅した西にし野のは、飯を食べて、糞くそをして、風ふ呂ろに入って、寝た。





〈文化祭　四〉




　翌日、津つ沼ぬま高こう校こう文化祭二日目、西野はいつもどおり登校した。

　その面持ちはこれといって普段と変わらない。一晩ぐっすり眠って、精神は持ち直した様子だ。落ち込むときは存分に落ち込み、そして、出すものを出した後は、また前向きに歩き出す。それが彼の処世術である。そうして今こん日にちまで生き抜いてきた彼だ。

「おはよう」

　朝の挨あい拶さつ。珍しくも自発的に教室でクラスメイトに声を掛かける。

　しかしながら、幾度繰り返しても、一度として返事は得られなかった。どうやら彼に対する処遇は、昨晩のうちにクラス内で十分に共有されたようだ。これを朝の挨拶に確認して、彼は当初の予定通り、一つの決断を下す。

　曰いわく、やはり学内での脱非リアは不可能だと。

「委員長、今日はどうしたらいい？」

「……勝手にすれば？」

「ありがとう。分かった」

　一方的な感情の流れは何も生まない。これを強行するほど西野は愚かでなかった。故にいつだか下した決断が再び浮上してきた訳である。学内に希望はないと。そこで彼は次なるプランに移ることと決めた。

　気持ちを一新して第一歩を踏み出す。

　教室を後にした西にし野のは、昨日と同様、二次元コード装備に身を固めて、電子チラシ配り。廊下やグラウンドを練り歩くことにした。足取りは普段と変わらない。ただ、その視線が探る先、昨日とは異なる思惑がチラリチラリと覗のぞく。

「どうぞ、よろしくお願いします」

　廊下でチラシ配り。

　狙ねらうは他校の制服を着た女子である。

　学内での彼女作りを諦あきらめた彼は、校区の重なる余よ所その高校に標的を改めた。それはまるで国内市場に破れた企業が、ならばと国外に事業所を打ち立てるように。日本人の半分は女性なのだからと、無駄に前向きなフツメンである。

　一晩眠ったことで、童貞の気分は完全に持ち直していた。

　おあつらえ向き、校内には他校の制服を着用した女の子が溢あふれている。

「もし良かったら、これ」

「ん？」

　早速、正面を通り掛かかった近隣校の女子生徒に声を掛ける。

　わざわざ自校の制服を身につけて、余所の高校の文化祭まで訪れた女子高生である。制服形状から一つ隣の私立高校だと判断がついた。見た感じも西野の好みである。清せい楚そな感じのする、少し地味な女の子だ。しかし、現場が学内とあっては前ぜん途と多た難なんである。

　相手の返事を待つ間もなく、すぐに野太い声の突つっ込みが入った。

「おいちょっと、なに人の彼女に声とか掛けてるの？」

「ん？」

　それは津つ沼ぬま高こう校こうの制服を着た男子生徒。上履きの色から一つ上の三年生と判断がついた。パッと見た感じスポーツ系のイケメン。日に焼けた肌が特徴的な快活児だ。野球部のエースであり、肌の黒さは夏休みを返上して部活動に打ち込んだ結果である。

「えー？　もしかして、私、ナンパされてたの？」

　まさにその通り。

　西野としては非常にばつの悪い状況だ。

「まったく、気をつけろよな？　変なのも多いんだから」

「もー！　そう言うならちゃんと見張っててよぉー」

「分かってるって。ほら、行くぞ」

　甲か斐い甲が斐いしく相手の手を自らの手で握にぎる彼氏。

　握られて嬉うれしそうな彼女。

「あと、そこの二年坊主っ！　お前だよ、お前っ！」

「……なんだ？」

「文化祭だからって、羽目を外してんじゃねーよ。分かったな？」

　唸うなるように吠ほえる色黒イケメン。

　後輩のナンパを叱しかることで、自身が硬派な男であることを主張すると共に、短くも威力的な文句を用いて、力強い男をアピール。それはスポーツ系のイケメンという彼の立ち位置に、極めて良く似合っていた。眺める彼女はメロメロだ。

　おかげで西にし野のは返す言葉もない。

　二人は互いに腕を絡ませながら、自分たちのイチャラブ具合をフツメンに見せつけるよう、ゆっくりと去って行った。彼はその姿が廊下の角を曲がり見えなくなるまで、黙って見送った。学内での西野は、限りなく無力な存在だった。

　すると、そんな彼に今一度、余よ所そから投げ掛かけられたのがこの声だ。

「貴方あなた、何をやっているの？」

　振り返ればそこにはローズの姿があった。

　腕組みなどして、少なからず呆あきれ調子で西野を見つめている。

　それこそ首を傾かしげるほどに。

「……アンタか」

「学内に見切りを付けて、余所の子を狙ねらおうという着眼点は良いわね」

「だろう？」

　どうやら彼の無ぶ様ざまを一部始終見ていたらしい。

「けれど、流石さすがに今のは惨めね」

「こういうのは数が勝負だと聞いた」












　なんら悪びれた様子もなく語ってみせる。

　今朝、出掛ける前に自宅でネットを駆使して調べた成果だ。どれだけブサイクでも、数を打てば必ず彼女はできる。さぁ、貴方あなたも街へ繰り出して、チャレンジ、チャレンジ、素敵な出会いを手に入れよう。それでも駄目な方は以下のサイトへどうぞ。そんな感じだ。

　対してローズは、期待一杯胸一杯なフツメンに現実を語る。

「今の彼がグロックで、三百フィート先にヘッドショット狙ねらったらどうかしら？」

「……そんなに違うものか？」

　素人しろうとナンパの現場へ親切なフィードバック。これには童貞野郎も想定外であったようだ。気づけば真顔で問い返している有様。学園カーストの頂点に君臨する女の助言である。まさか無下にはできない。

「制服を着ている時点で気付きなさい。ああいうのは友達と一緒か、あるいは彼氏が着てこいとでも言ったから着ているのよ。それが一人で居たのだから、後者である可能性が高いことは判断がつくでしょう？」

「なるほど」

「そもそも一人で他校の学園祭に来る女なんて、地雷以外の何物でもないわね」

「そうなのか？」

「最初から勝負を挑む相手が間違っているのよ」

「……まるで気付かなかった」

　これは勉強になると、真顔で頷うなずいてしまう。

　どうにも学の足りないフツメンだ。

「ところで今の講釈を聞いて一つ、俺は尋ねたいことができた」

「……なにかしら？」

「アンタ、本当に日本に来て数ヶ月なのか？」

「男女の機微に国境なんて関係無いわよ」

「そういうものか？」

「そういうものよ」

「…………」

　ぐぅの音も出なかった。

　現在の西にし野のではローズに敵かなわない。絶対に。

「ところで、その身体からだに下げているのは何かしら？」

　意識を西野の身体、その正面と背後に貼はり付つけられたＡ４用紙に移す。紙面には大きく二次元コードがプリントされている。本日だけでも、既に数十名からスキャンを頂ちよう戴だいした彼の力作である。サイトのカウンターもガンガン回っている。

「うちのクラスの喫茶店の販促サイトだ」

「相当酷ひどいことになっていると聞いたのだけれど、まだ頑張っているの？」

「それはそれ、これはこれだ」

「…………」

　無駄にタフネスを発揮して見せる西にし野の。こうまでも見せつけられると、流石さすがのローズも、それ以上の駄目出しを躊ちゆう躇ちよする。軽口を叩たたこうとしたところで、哀れみが先んじては、上う手まい言葉が浮かんでこない。

「そ、そう……」

「ああ、そうだ」

　他方、語る側はなんら気にした様子がない。

　全力で他校の女子生徒を取りに来ている。

「まあ、そ、そういうことなら、手伝ってあげてもいいわよ」

「不要だ」

「僅かばかりの考慮もないのね。本当、捻ひねくれた性格をしているわ」

「単にアンタと関わるのが嫌なだけだ」

「……まだ、駄目なのね」

「なんの話だ？」

「いいえ、こっちの話よ。気にしないで頂ちよう戴だい」

「とはいえ助言は助かった。一応、礼は言っておく」

「それはどう致しまして」

　得るものは得たとばかり、西野はローズから踵きびすを返さんとする。

　しかし、その直前で彼の歩みは止まった。

　原因は向かう先に見つけた大きな人の流れである。今まさにフツメンが歩み出そうとした側から、地響きすら立てる勢いで、大勢の生徒たちがやってきた。どたばたと耳みみ喧やかましいほどの足音が、二人のもとまで近づいてくる。

「本当っ!?　本当に来てるのっ!?」「いいから早くっ！　今、職員玄関のところにいるんだってっ！」「マジでっ!?　私ってば、めっちゃファンなんだけどっ！」「っていうか、なんで職員玄関だよっ！」「本当なのかよっ!?」「偽物とかじゃないの？」

　十数名の生徒が廊下をダッシュだった。

　西野とローズは身を引いて道を譲る。すると彼ら彼女らは、二人の存在に構わず、その正面を駆け足で過ぎて行った。その姿は廊下の角を曲がったところで、すぐに見えなくなる。賑にぎやかな足音も段々と遠とお退のいて行く。

「……何かしら？」

「さぁな」

　興奮した生徒たちの姿を目の当たりにして、二人は首を傾かしげる。

　そうこうしていると、不意に西野の端末が震えた。

「っ……」

　彼は咄とつ嗟さ、ズボンのポケットに手を伸ばす。

　未いまだにイタリア美少女を諦あきらめていないようだ。学内での充実こそ諦めても、まだ見ぬメール友達には期待を寄せている。非常にせせこましいフツメンだった。連日に渡る評判の悪化も手伝い、藁わらにも縋すがる思いというやつである。

　しかし、そうして届けられたメッセージは、まるで予期せぬ相手からのお手紙。

　曰いわく、太た郎ろう助すけだ。借りていたマスクを返しに来た。迎えに来い。

「愛いとしの彼女からかしら？」

「いや、今の一団が向かう先に目め処どがついた」

　ボソリと、彼はつまらなそうに呟つぶやいた。

「目処？」

「チラシ男が、借りていたマスクを返しに来たようだ」

「あぁ、そういうこと」

　これにはローズも納得だった。





　　◇　◆　◇






　端末に連絡を受けた西にし野のは、職員玄関まで出向いた。

　その行きがてらに彼は、偶然にも校長室から姿を現す太郎助の姿を見つけた。相手は今まさに廊下に面した戸をガラリと開いて、これを囲う生徒の合間から、頭一つ抜けた長身を晒さらしたところだった。

　ワッと押し寄せる生徒は男女比一対九。

　周りを生徒に囲われて、しかし、彼は熟こなれた振る舞いで受け答えしている。人に囲まれることに慣れているのだろうとは遠目にも窺うかがえた。ただ、流石さすがに数多あまた生徒が集たかる只ただ中なかとあり、西野の存在に気付いた様子は見られない。

　探す相手が伊だ達てにフツメンしていない。木は今まさに森の中に隠れている。

「…………」

　人垣の幅は数メートルに及ぶ。当然、喧けん噪そうも一ひと入しお。フツメンからすれば、声を掛かけることすら難しい。また、仮に届いたところで、面倒なことになるのは間違いない。その結果、想定される未来は、西野が最も避けたい展開である。

　これは無理だと、彼は早々に結論を出した。

　手元の端末を操作して、目的の相手にメッセージを作成。

　喫茶店に一人で来い。

　送信ボタンを押すに応じて、フツメンの眺める先、太郎助の端末が震えた。懐ふところから端末を取り出す様子は、距離をおいても窺えた。その姿を人垣越しに確認して、西野は賑にぎやかな場所から立ち去った。
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　同日、午前十時三十分。

　文化祭も二日目。例年であれば土日で行われる文化祭が、今年は日祝で行われた関係だろうか、二日目の客の入りが非常に良かった。生徒会の調べによれば、現時点で既に過去最高新記録を叩たたき出さんとする勢い。

　同校生徒にも増して、取り分け地域住民の姿が目立つ。

　そんな校内でのこと。

「っ……」

　二年Ａ組、クラス委員長の志し水みず知ち佳か子こは、嘗かつてない緊張にその身を震わせていた。

　その意識が向かう先は、教室前の廊下に設しつらえられた生徒用のロッカーである。自身に割り当てられた一つに向き合い、これを覗のぞき込む形で全身を強こわばらせていた。手には封筒が握にぎられている。内側には幾枚もの千円札と、大量の硬貨が収まる。

「な、なんでっ……」

　今の今まで意気揚々、竹たけ内うち君とのトークに弾んでいた美少女面が、しかし、急転直下の青白さを晒さらしている。まるで現実が信じられないと言わんばかり。その様子は酸素の枯渇した金魚鉢、水面に口を出してパクパクとやる雑ざ魚このようである。

「なんでこれが、私のロッカーに入ってるのよ……」

　不意に廊下の先から、大きく喧けん騒そうが響いた。

　幾つもの声の連なりだ。

「っ!?」

　咄とつ嗟さ、彼女は封筒をロッカーの奥に突つっ込んだ。その背後を生徒が数名、和わ気き藹あい々あいと通り過ぎて行く。彼女は全身を硬直させて、早く行ってよ、早く、お願い。心中で繰り返す。必死の形相で見送る。

　封筒の存在は、委員長もまた覚えがある。

　つい昨日に紛失したと思われた、コスプレ喫茶の売上金だった。

「どうしてなのよ。しかも半分、減ってる……」

　自身に覚えがないとすれば、誰かが突っ込んだに違いない。

　しかし、ロッカーは南なん京きん錠じようにより施せ錠じようされていた。第三者が彼女に内密で開け閉めすることは難しい。鍵かぎは端末のストラップと共に管理しているので、これを奪取することも不可能だ。昨日は肌身離さず持ち歩いていた彼女である。

「…………」

　もしかして、自分が何か忘れているのかな。たしかに昨晩の打ち上げでは、いけないとは思いつつお酒とか飲んじゃったけど、でも、そんなことはしていない、していない筈はずなの、云うん々ぬん。過去の自身を省みざるを得ないほどの圧倒的な緊張が、志水を支配してゆく。

「どうしてなのよぉ……」

　今にも泣き出しそうだった。

　すると、そんな彼女に追い打ちを掛かけるよう、またも喧騒が届けられる。

　今し方に通り過ぎた一波にも増して勢いがある。

「……なっ」

　それとなく振り返れば、何な故ぜか大量の生徒が廊下を埋め尽くし、まるで寄せて来る波のように、彼女の方に向かっていた。幾十人という生徒の連なる様子は、いかに文化祭の最中とはいえ、あまりにも人口密度が高い。

　それでも普段の委員長であれば、慌てることはなかっただろう。

　ただ、今の彼女は周囲の何もかもが信じられない。

　その思考は焦りから空回りを始める。もしや自分のロッカーに収められた、昨日分の売上金に気付いたのではないか。これを確認する為ために、一団を成してやってきたのではないか。僅かな間に思考は病的なまでに廻まわる。

「な、なによっ……」

　更に彼女は気付いた。

　人垣の中心には、テレビの中でしか見たことのない有名人の姿があった。

「……え？」

　つい一昨日おとといにも、深夜の音楽番組に出演していた。志し水みずはこれを妹と一緒に見ていた。有名バンドグループのギタリストだ。彼女も曲の一つや二つは購入した覚えがある。ついに自分は狂ったかと、我が目を疑う。

　だがしかし、何度見返しても、眺める光景は変わらない。そうした体ていたらくだからだろうか、志水は自らへ近づく者の姿に気付けなかった。手を伸ばせば触れられる距離から、その背に向けて声が発せられる。

「……委員長」

「ひっ!?」

「昨日に説明した借り物の件なんだが……」

　ビクリと大おお仰ぎようにも肩を震わせて、志水は背後を振り返る。

　すると、そこにはいつの間にやら西にし野のが立っていた。

　太た郎ろう助すけとの待ち合わせ場所を自クラスの喫茶店と決めた手前、先んじて到着していたようだった。教室に入ろうとしたところ、運良く廊下に彼女を発見した為、ついでに昨日の弁明を行うべく声を掛かけた次第である。

「に、西野君っ!?」

「どうした？　ずいぶんと驚いているようだが」

「っ……」

　普段と変わらぬ仏頂面。フツメン。

　これを目の当たりにして、ふと、志水は思い当たった。

「まさかっ、あ、貴方あなたなのっ!?」

「……なんの話だ？」

「貴方が、わ、私をハメようとしてっ！」

　どうやら彼女は、自身のロッカーに与えられた売上金の不正投入の犯人を、今まさに目の前に立った男へ求めたようだった。くわと見開かれた瞳ひとみが、ギョロリと彼の顔を親の敵でも見つけたように睨にらみ付ける。

「何の話だ？　まるで話が見えてこない」

「ちょっと、こっちに来なさいっ！」

　彼女は西にし野のの腕を取り、早歩きで動き出した。

　他方、こうした二人のやり取りを、数メートルばかり距離をおいて見つけたのが太た郎ろう助すけである。自分を呼び出した相手が、目の前で他人に連れ去られる光景だ。しかも相手は昨日、喫茶店で言葉を交わした女子生徒である。

「ほぅ……」

　彼はニヤリと、小さく笑みを浮かべる。

「西野のヤツ、なかなかやるじゃないか」

　どうやら明後日あさつてな方向へ勘違いした様子だった。
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　西野が連れて行かれた先は、彼のクラスの隣に位置するコスプレ部屋だった。普段は教育指導室の名目で呼ばれている。入り口のプレートもそのようになっている。普通の教室の半分ほどの規模で作られた小部屋である。

　室内に人の姿は見られない。これを確認した志し水みずは、慌てた様子で戸を閉めると共に、カチャリと内側から鍵かぎを掛かけた。こうなると同室は、鍵を所有する者以外、出入りが不可能となる。

　周囲を数多あまたのコスプレ衣装に囲まれて、その最奥に志水は西野を連れ込む。

　掴つかんだ腕を投げ出すよう、彼女は彼を壁際に追い込んだ。自らは正面に仁王立ち、退路を断つ形だ。その表情は今にも泣き出しそうな、吠ほえ出しそうな、襲い掛かってきそうな、そんな複雑な感情が浮かんでいた。

「貴方あなたがっ、貴方がやったんでしょうっ!?」

　下半身はガニ股また、肩を怒いからせて威勢良く吠える。

　その姿は女性らしさよりも逞たくましさが先に立つ。

「悪いが何の話をしているのかサッパリ分からない」

「嘘うそついてんじゃないわよっ！」

　続く声はヒステリック。

　西野にとっては国や言語、人種を跨またいで幾度となく聞き慣れた、女の嘆き。

　おかげで幾分か冷静に対応できる。

「事情を説明しろ。でなければ俺は何も答えられない」

「はっ!?　なに言ってるのよっ！　貴方なんでしょうっ!?　売上金を盗むに飽き足らず、わざわざ私のロッカーに入れたりして！　そんな卑ひ怯きような真ま似ねをする人、貴方あなた以外にいる訳がないじゃないっ！」

「……なるほど」

「しかも半分、お金にまで手をつけてっ！」

　プリプリと怒りながらも、勝手に状況の説明をしてくれる志し水みず。

　便利な女だ、とは西にし野のの心中で呟つぶやかれた素直な思いだ。

「確かに委員長からすれば、昨日の一件、犯人を俺に求めるのは、非常に収まりが良いだろう。訴えは分からないでもない。だがしかし、俺はやっていない。俺を追及することは時間の無駄だ」

「なに勝手に居直っているのよっ!?　貴方以外に誰がやると言うのよっ！」

「誰かがやったからこそ、委員長のロッカーに昨日の売上金が、嵩かさを減らして入っていたのだろう。もしも委員長の勘違いでなければ、他に誰かこれを行った者がいるということだ。金が勝手に動き始めたら、いよいよ世間は騒がしくなるだろう」

「殴るわっ！」

「っ……」

　殴る、殴るわ。

　殴るの〝な〟の字が志水の口から発せられると同時、その拳が西野の頬ほおを捉えた。まさか同級生から、しかも女子生徒から殴られるとは思わなかった彼は、固く握にぎられた拳げん骨こつをもろに頬へと受けた。

　腰の入った良いパンチだった。

　ガシャン、近くにあった机の脚にぶつかり、これに自重を奪われて床に転がる。拳は存外良いところへ入ったようで、フツメンの口からは呻うめきが漏れた。もやし野郎のボディーは軽い。体脂肪率は万年一桁けたである。

「っ……」

「もう一度、聞くわ」

　上から見下ろすように西野を睨にらみつけて、志水が問い掛かける。

「私のロッカーに売上金を入れたのは、貴方で間違いないわね？」

　ギロリとつり上がった眦まなじりは憤ふん怒ぬの一色。

　問われた側としては、痛みより驚きよう愕がくが先行する。

「これはまた、随分と芯しんの強い女だ」

「はぁ？　なにカッコ付けてるわけ？」

　西野は頭がくらつくのを必死に堪こらえながら、ゆっくりと立ち上がる。舌先に異物が触れる。疑問に思い舌で形を探ってみると、それはどうやら抜けた歯のようだった。事実、上うわ顎あごの第一小しよう臼きゆう歯しが抜けていた。

　彼はこれをペッと吐いて捨てる。吐き出された歯は、カランコロンと乾いた音を立てて床に転がった。委員長の足元まで転がった。存分に格好つけて、勿もつ体たいぶって、行われたペッだった。映画などで喧けん嘩かの際、殴られた側に求められる演出である。

　だが、相手が同じクラスの女の子だから、最高に決まらない。

　しかも抜けた歯は乳歯だ。

　それでも彼はシニカルを気取り言葉を続けた。

「……正直、嫌いじゃない」

　これで相手が男子生徒であったのなら、多少は絵になったかも知れない。しかし、同い年の女の子とあっては、むしろ彼の貧弱さが強調された形だ。殴った当人にして、あれ、私って意外と喧嘩強い？　勘違いするくらい。

「気持ち悪いことを言ってないで、白状してくれないかしら？」

「何度尋ねられても答えは変わらない」

　フツメンは態度を変えることなく淡々と呟つぶやいた。ジクジクと熱を持ち始めた頬ほおは、割と普通に痛い。これを我慢して、なんでもないふうを装いながら語っている。やせ我慢は彼の得意技だ。忍耐力だけは人並み外れて高いフツメンである。

「こ、このっ……お金、返しなさいよっ！」

　再び志し水みずの腕が振り上げられる。

　割と暴力的な性格らしい。

「止やめておけ。俺に同じ攻撃は通じない」

「はぁっ!?　なにカッコ付けてるのよっ！　ふざけんなっ！」

　振り下ろされた拳。

　これが西にし野のの頬を直撃して、カラン、再び彼の歯を飛ばす。

　今度は下した顎あごの第一小しよう臼きゆう歯しが抜けてしまった。

　これも乳歯だ。

　フツメンの乳歯が全て永久歯に生え変わることになる。

「っぅ……」

　一撃を受けて、またもバタリと床へと倒れる西野。

　いつだか太た郎ろう助すけを助ける為ために、あるいはローズを助ける為に、彼が用いたのは目に見えないバリアのような何か。本来であれば同じ要領で、如い何か様ようにでも防ぐことができた拳げん骨こつである。逆に当てられた拳を砕くことさえ容易だった。

　しかしながら、まさか同級生との喧嘩で頼ることはできない。

　おかげでこうして晒さらす無ぶ様ざまがある。

「女に殴られて倒れるとか、本当、貴方あなたって最低ね。このモヤシっ！」

「アンタこそ、この俺を這はいつくばらせたんだ。誇っても良いぞ」

「それなんなの？　マジでムカつくんだけど」

　志水の足が床に寝転ぶ西野の顔に乗せられた。

　今まさに殴りつけた頬を、上から踏みつける形だ。

　おかげでパンツが丸見えである。

「ふがっ……」

　潰つぶれた口元から情けない悲鳴が上がる。

　顔の肉がムニッと歪ゆがむ。

　特別、肉体が優れる訳ではない西にし野のだ。真っ当な身体能力での競争となれば、その実、異性にすら後れをとる。更に言えば、入学当初から帰宅部のエースを誇るが故、持久力、体力共に学内最底辺である。

　運動部に所属して日々鍛える志し水みずとは比べるまでもない。

「ほら、なんとか言ったらどうなのよ？」

「ひゃんほひはへはほほほで、ほはひほほおだ」

「なに言ってるのか分からないわよっ！」

　早々、西野の頬ほおから圧迫感が消える。

　そうかと思えば、彼女は彼の頭部を自らの足で蹴けりつけた。

　ガツン。

　額に上履きの先端が当たる。

　良い音がして、フツメンの身体からだはもんどりを打った。

「っ……」

「ふざけんなっ！　西野如ごときがこの私に刃向かうわけっ!?」

　うつぶせに倒れたクラスメイトを見下して吠ほえる。

　腕など組んで、とても偉そうだ。

「…………」

　しかしながら、西野だって信ずるところはある。譲れない流儀、スタイルというやつだ。まさか頷うなずくことは叶かなわない。ここで頷くことは自分の為ためにならない以上に、志水という女の為にならないと、正しく理解していた。

　だから代わりに、彼は考える。

　自分や彼女がやっていないのであれば、誰がやったのだろうかと。

　いよいよ暴力沙ざ汰たにまで発展してしまった面倒事。一連の問題を解決するには、犯人を見つけ出し、その自白を取ることが不可欠なまでに至っていた。昨日、竹たけ内うち君が見せたファインプレーも、本日の一件により水の泡である。

　だから一生懸命、フツメンはフツメンなりに考える。

　床に倒れた姿勢のまま、めまぐるしい勢いで思考を巡らせる。

「…………」

　状況は待ってくれない。

　急がなければならない。

　早く早く。

「黙ってんじゃねぇよっ！　なんとか言えよっ！　おいっ！」

　普段の女の子口調も失われた志水。

　西にし野のと同じ教室で席を並べる学年一のマゾヒスト、十つ九く本もと浩こう介すけは言う。女はこうなってからが可愛かわいいと。こうなった女に足あし蹴げにされて、顔や腹や男の子の大切なところを踏み踏みされるのが最高に心地良いと。

　フツメンはこれに同意できそうにない。

　だから、なるべく早く結論を出せるよう考える。

「おいっ！　聞いてんのかよっ!?」

「一つ、尋ねたい」

　よろよろと身体からだを起こしながら、彼は口を開く。

　割と普通に満まん身しん創そう痍い。

「ロッカーに鍵かぎは掛かかっていたのか？」

「っ……」

　問われて、志し水みずは顔をくしゃり歪ゆがませる。

「か、掛け忘れてたに決まってるじゃないっ！」

「なるほど。鍵は掛かっていた訳だ」

「っ……」

　羞しゆう恥ちと怒いかりから顔を真っ赤に染める彼女は、とても分かりやすい性格の持ち主である。痛いところを突つかれて、途端に勢いを失う。追撃を掛けようと振り上げた拳を、ピタリと止めて西野を睨にらみ付ける。

「鍵なんてっ、べ、別にっ……」

　少しだけ女の子言葉を取り戻した志水。

　虚を衝つかれて出てくるあたり、先程の乱暴な言葉は意図してのことだろう。

　こちらが素のようだ。

「つまり、相手は鍵を開けて、金をロッカーの中に入れて、再び鍵を閉めた」

「はぁっ!?　アンタ、私のこと馬ば鹿かにしてるわけっ!?」

「いいや。俺は委員長の言葉を信じた上で、これを実行する為ために必要な過程を挙げただけだ。それ以上の感情は存在しない。もしも馬鹿にされたと感じているのであれば、それは委員長に負い目があるからだ」

「なっ……」

「しかし、そうなると相手は限られてくるな」

「な、な、なにをふざけたこと言ってんのよっ！」

　再び志水の拳が西野の顔面を捉える。

　真正面から鼻面が打ち抜かれた。

　良いストレートだ。

「ふぐっ……」

　今まさに立ち上がったばかりの彼は、再び床に倒れた。

「アンタ、じょ、冗談じゃなく、病院送りにしてやるわよっ……」

　猛たける。

　猛りまくる志し水みず。

　凄すごいパワー。

　同級生の歯を二本折ってしまった以上、引くに引けない状況だった。彼女の脳裏にあるのは、目の前のフツメンを自らの下、屈服させること。モヤシ男を殴り殴り殴り尽くし、その意志を自らの下へ絶対服従させること。

　相手にスカートの一枚でも捲めくらせて、これを撮影するなどして弱みを作れば、状況は如い何か様ようにでも動かせた。両者が男女の関係にある時点で、相手が誰であろうと、一撃で黙らせることのできる女の必殺技である。

　お金を盗んだのが西にし野のであろうとなかろうと関係無い。

　全ての罪を目の前のモヤシ野郎になすりつけて万事平和へ。

　松まつ浦うらさん辺りであれば、まず間違いなくそうしただろう。

　しかし、志水は武闘派だった。口より先に拳で語るタイプの女である。そうした選択肢は既に頭から抜け落ちていたようだ。今の彼女はゲームセンターで、どうしても勝てないＣＰＵを相手に強パンチボタンを連打する、初見ユーザさながら。

「まあ、落ち着け。決して冗談を言っている訳じゃない」

　一方で彼女に応じる西野は、それでも平然を装う。

　ただ、その肉体は流血三ざん昧まいである。だくだくと鼻血を流している。

　割と限界が近い。

「そんなに殴られたいの？　マゾなの？」

「どちらかと言えばサドだ」

　不意に問われて、西野はついつい反射的に言葉をこぼす。

「アンタみたいな女を後ろから突ついて、ヒィヒィ言わせたいところだ」

　別にサドでもマゾでもないノーマルな西野だが、口は勝手にあることないこと語ってみせる。マーキスやフランシスカと軽口を叩たたき合うのが常な彼だから、条件反射で下らない言葉ばかりが溢あふれていた。

　おかげで再び拳を振り上げる羽目となるのが志水。

「アンタ、いい加減に死になさいよっ！」

　ここで西野、覚かく醒せい。

　数度を殴られて、ようやっと相手の拳が見えてきたようだ。今まさに自らの鼻面目掛けて迫る拳げん骨こつの軌跡を視界に捉える。コンマ数秒の後には、肌に触れるばかりの勢いが、しかし、彼にも対応可能だと判断できる領域にあった。

　直撃の寸前、フツメンはこれを回避してみせた。

　首を僅かばかり傾ける。

　拳は頬ほおを掠かすめて、頭部脇わきを後方に流れた。ブォンと耳元に響いた風切り音は、拳の勢いが如い何か程ほどであったかを物語る。何な故ぜならば委員長は水泳部員。毎日数時間、水を掻かくことにより鍛えられた四肢から繰り出されるアンチ女子力は凄すごい。

「避よけるんじゃないわよっ！」

　当然、激高する志し水みず。

　これに西にし野のはドヤ顔で言い放つ。

「言っただろう？　俺に同じ攻撃は通じない」

「もう何度も通じてるじゃないのっ！」

「ふぐっ……」

　即座に追撃が腹部に走って、西野は再び消沈した。

　腹パンは本邦初公開。

　初見なので仕方ない。

　腹を両手で抱えて、膝ひざを床に落とす──

「くっ、この程度っ」

　かと思われたが、ギリギリのところで踏ふみ止とどまる。

　今度は倒れなかった。

　少しオエッとなったくらいで済んだ。

　同時、彼は両手で彼女の手を取る。相手の両手首を、自らの右手と左手に握にぎりしめて動きを封じる形だ。こうした場合、次は蹴けりで股こ間かんを狙ねらわれるのが定石。事前にこれを予想した彼は、両足をキュッと内うち股またに構えてチンチンをガード。

　すると予測通り、早々に飛んで来た志水の蹴り上げ。その足は彼の両りよう膝ひざに阻はばまれて、急所まで届くことなく、床に落ちる羽目となった。肉の柔やわらかいところが骨に当たったようで、委員長の顔には苦痛の表情が浮かんでいた。

　バトル終了のお知らせである。

「ちょっ!?　な、なにするのよっ！」

「……俺は待てと言った」

　語る西野は格好付けているが、その立ち振る舞いは酷ひどく情けない。

　なによりも内股が格好悪い。

　最高にダサい。

　ただ、そうして語るフツメンは至極真面目まじめな表情だ。

「委員長が何を考えているのか、俺は知らない。ただ、もしも自身を謀はかった相手を知りたいと思うのなら、今は大人しく俺の話を聞け。そしてアンタは、それを望む人間だと、俺は理解している」

「まだ言うわけ？　殴られ足りないのかしら？」

「本当の犯人を知りたくはないか？」

「……なによ、それ」

「売上金をかすめ取り、委員長のロッカーへ突つっ込んだヤツの顔を拝んでみたくはないかと聞いたんだ。どうなんだ？　委員長が望むのであれば、俺はこれを白日の下へ晒さらすこともできる」

「そんなっ、う、嘘うそを言わないでよっ……」

「嘘じゃない」

　鼻先が接しそうなほど顔を近づけて、西にし野のは志し水みずに言う。

「どうなんだ？」

「っ……」

　有無を言わせない呟つぶやきだった。

　血まみれ。

　涎よだれまみれ。

　鼻汁まみれ。

　散々ド突つかれた後で、無ぶ様ざまな顔を晒さらすフツメンからの提案であった。





　　◇　◆　◇






　西野が志水により準備室に連れ去られて、暴行を受けている最中、太た郎ろう助すけは一つ隣の教室、二年Ａ組が催す喫茶店で時間を潰つぶしていた。尋ね人が目前で攫さらわれてしまった為ため、暇を持てあましていた。

「ふぅん？　志水さんと一緒に、ね？」

「ああ」

　二人掛の席、対面にはローズの姿がある。

　テーブルの上では淹いれられたばかりの紅茶が湯気を上げる。傍かたわらには茶請けのケーキが並ぶ。共に志水が自ら足を運び、その味を確かめてから、仕入れを決定した自慢の一杯、一切れである。

「ところで、どうしてアンタがここに？」

「彼に頼まれたわ」

「……西野にか？」

　太郎助は疑問に首を傾かしげる。

「ええ、少し手が離せないから、貴方あなたの相手を頼むと」

「なるほど、な」

　呟いてはカップから紅茶を一口、音もなく啜すすってみせる太郎助。

　その振る舞いはとても絵になる。圧倒的なイケメン具合だ。

「ただ、彼女と一緒にいるというのは、私としても想定外なのだけれど」

「なに、男の甲か斐い性しようというやつだろう」

「彼にそんな甲斐性があったとは、正直、信じられないわ」

「アンタ、西野と同じなんだろう？」

「だったら何かしら？」

「別に不思議なことじゃない」

「……そう、かしら？」

　あっけらかんと言ってのける太た郎ろう助すけ。

　これを聞くローズは、ぎこちない笑みに口元を引ひき攣つらせる。今まさにティーカップを手に取った指が強こわばり、ギチリと取っ手の部分から嫌な音が小さく鳴った。目を凝らせば根元にヒビが窺うかがえることだろう。

　これに気付かず、イケメンは言葉を続ける。

「ところで、どの程度とは聞いていないか？」

「いいえ、聞いていないわね」

「ここの代表と約束をしていてな。面倒は起こさないと」

　言いながら、周りの席を見渡す。

　同教室に営業されるコスプレ喫茶は、今日この瞬間、椅い子すに一つの空きもなく満席。そして、訪れた誰も彼もが太郎助とローズに注目するという、一種異様な空間となり果てていた。これは客に限らず、ホールを行き交う店員もまた同様だ。

　志し水みずのこだわりで廊下と教室を遮る壁の窓をセパレータで遮断した為ため、部屋外からの視線は完全に分断されている。しかしながら、室外から聞こえる喧けん噪そうは、他に大勢、そこに人の気配を伝えて止やまない。

「ならさっさと帰ればいいじゃない。品物なら預かると提案したわよね？」

「これは西にし野のから借りたものだ。西野に返すのが礼儀というものだろう」

「マフィアを相手に酒場で喧けん嘩かを始めた人間にしては随分と殊勝ね。それとも先の一件でビビり癖が付いてしまったのかしら？　糞ふん尿にようをまき散らして命いのち乞ごいなんて、ええ、確かに滅めつ多たでない機会よね」

「っ……」

「箝かん口こう令れいは布しかれているみたいだけれど、この世に絶対なんて無いのよ？」

　ニコリ、良い笑みを浮かべて言うローズ。

「ど、同業者っていうのは、嘘うそじゃないようだな？」

　気づけば太郎助の顔には、焦りが浮かんでいた。

　どうやら彼女の可愛かわいらしい外見が、彼に少なからず侮あなどりを与えていたようだ。

「ついでに言うと、私は彼ほど甘くないわ」

「…………」

　数日前、どこの誰とも知れないラテン系男性の顔に見た笑み。ナイフを首に突つきつけられて、そのすぐ正面に、なにがおかしいのかニコニコと浮かんでいた、得体の知れない笑み。ここ数日、毎晩夢に見る笑み。

　それと全く同じ笑みが、テーブルを挟んで対面にあった。

　歳とし幼い少女の顔面に張はり付いていた。

　恐怖を思い起こして、太郎助の肩がブルリと震える。どれだけ忘れようと思っても、目を瞑つぶれば思い出す。つい昨晩にしても、一連の出来事を夢の中にリプレイ。大量の発汗から目を覚ました午前三時過ぎ。












「理解したのなら、それを渡して帰りなさい？　他の来場者に迷惑よ」

「……こ、この紅茶が冷めるまで、待たせてもらおう」

「早く冷めるといいわね」

「…………」

　以後、口数を少なくする太郎助であった。





　　◇　◆　◇






　志し水みずからのパワハラを脱した西にし野のがまず向かった先は、二年Ａ組の教室前に所在するロッカーだ。そこで彼は彼女が利用する南なん京きん錠じようの形状を確認した。鍵かぎは生徒個人の所有物だ。人によって利用している鍵の仕様は異なる。

　ロッカー付近では、太た郎ろう助すけを一目見ようと押し寄せた生徒たちが溢あふれていた。おかげで学内の嫌われ者と、学年でも顔面偏差値上位に位置する少女とが、近くしゃがみ並んでいても、これを気に掛かける生徒は誰もいなかった。

「……どうなのよ？」

　訝いぶかしげな表情で志水が西野に問い掛ける。

「これなら多少学べば、ヘアピン二本で解錠が可能だ」

「嘘うそじゃないでしょうね？」

「なんなら今この場で開けて見せるが？」

　二人が見つめる先には、南なん京きん錠じようがロッカーから下がっていた。

　近所の百円ショップで売られている、ごく一般的な南京錠だ。

「それ、や、やっぱり貴方あなたが犯人なんじゃっ……」

「自分が容易にできるからこそ、誰にでもできると言っただけだ。なんなら今この場で委員長に手て解ほどきしよう。一時間もあれば自力での解錠まで辿たどり着けるが、どうする？　個人的には調査に時間を割くべきだと進言するが」

「……分かったわよ。続けなさい」

「ああ」

　二人はボソボソと、他者の耳を憚はばかるよう会話を続ける。

「ここは流石さすがに人が多い。場所を移そう」

「ええ、それは私も思ってたわ。行くならさっさと行くわよ」

　現場の確認を終えた二人は、そそくさと場から逃げ出すよう移動する。

　次いで向かった先は、再び準備室改めコスプレ部屋である。移動は距離にして数メートル。おかげで誰に何を言われる間もない。戸がガラリと開いたかと思えば、すぐにピシャリと閉じられる。内側から鍵かぎを掛かければ他者が入ってくる心配もない。

　そこで彼は志し水みずに対して質問を始めた。

「金を保管していたのはどこだ？」

「ここよ」

　答える彼女はぶすっとして、とても渋い顔だ。

　昨日とはまるで立場が逆であるから、当然と言えば当然である。目減りした売上金が自身のロッカーから出現。万が一にも事実が露呈したのなら、彼女の学園における地位は急降下。状況によっては西にし野のの隣に並びかねない。

　だからこそ、こうして彼の口車に乗っている次第だった。

「教室は人の出入りがあるでしょう？　下手に置いておいて何かあったら嫌だから、この部屋で管理することに決めたのよ。ここなら教室と違って人の出入りがほとんどないから。それにこっちの都合で鍵も掛けておけるし」

「俺が入ったときは鍵など掛かっていなかったが？」

「午前中の売上を管理するようになってから、そういう形で運用するように決まったのよ。着替える時は鍵を使って中に入ろうって皆にも伝えてあるわ。そして、鍵はこの私が管理している。ちなみに女子が着替える時も内側から鍵を掛けていたわ」

　ゴソゴソとスカートのポケットから鍵を取り出して言う。

「職員室で管理されているものだな？」

「そうよ。文化祭期間中は借り受けているわ」

「午前と午後で売上を分けて管理するという意識は悪くない。流石さすがは委員長だ」

「……また殴られたいの？」

　ギュッと拳を握にぎる近接肉弾戦派委員長。

　これを無視して西にし野のは淡々と続ける。

「となると犯人は、こちらもまた鍵かぎを解錠して中に入ったことになる」

「で、こっちもヘアピン二本でちゃちゃっと開けられるのかしら？」

「いいや、この学校の教室のドアは不可能だ。少なくとも素人しろうとには」

「ちょっと、なによそれ」

「ディスクシリンダーや、アンチピッキングピンの咬かんでいないピンシリンダーであれば、素人でも解錠にそこまで苦労はない。しかし、この部屋のドアには、ロータリーディスクシリンダーが導入されている」

「はぁ？　何よそれ」

「古いロータリーディスクシリンダーであれば可能性はあるが、鍵かぎ穴あなのサイズからして、この部屋のは平成十三年以降のものだろう。俺も専門家ではないから、詳しいところは知らないが、プロでも解錠には苦労すると聞く」

　少しばかり気分を良くして、蘊うん蓄ちくを垂れ流すフツメン。

　数ヶ月前、マーキスのところで鍵の道のプロから聞かされた話だ。

「そして、解錠にはピックとテンションなる特殊な工具が必要なのだそうだ」

「テンション？」

「アンタ、映画やドラマは見るか？」

　西野は志し水みずを正面から見つめて問う。

　当の本人はといえば、二、三ヶ月に一度の頻度で、レンタルビデオ屋に足を運び、適当に古い名作や話題の新作を眺める程度だ。

　対して問われた側は、コイツなに言ってくれてんの状態。

　女の子な志水は流行のドラマチェックに余念がない。月に一度は邦画から洋画までチャートを確認して、話題に挙がりそうなものは全て舐なめる。

「……見るけど、それがなんなのよ？」

「映像の中で泥棒の類たぐいが、歯医者の使う探針のような棒を幾つも使っているシーンがあるだろう？　鍵穴に差し込んで、ガチャガチャとやっているシーンだ」

「ええ、あるわね」

「端的に言えば、プロでもあれが必要だ。更に相応の時間を要する」

「…………」

「在校生としては、セキュリティ意識の高い学校であってくれてありがたい限りだが」

　西野の説明を耳にして、志水は少しばかり大人しくなった。

　自身の知識に存在しない事柄を語られて、少なからず感心したようだ。彼女にとっての知識とは、人の価値に直結する大切なものだ。

「教室のドアなどという人目を引く場所で、文化祭の開催期間中にこれを不正に開くなど、その目的が金銭の奪取であるとするなら、プロであっても躊ちゆう躇ちよするだろう。教師に見つかったら間違いなく詰問を受ける」

「でも、それじゃあどうやってっ……」

　心底から分からないといった表情になる。

「この教室にはベランダもないのよ？　外からも入れないわ」

「可能性としては、アンタが金を管理するために部屋に入ってから以後、同所に出入りした人物が怪しい。クラスメイトを疑うのは辛つらいが、知っている限りで構わないから教えてもらえないか？」

「最後に入ったのは、私よ」

「……そうなのか？」

「お金を保管する為ために入ってから、鍵かぎを閉めて以降、私は一度も鍵を開けた記憶がないわ。そして、鍵はずっと私が持っていたの。だから昨日の午後は、喫茶店でも衣装の交換がなかったの。ずっとメイドでやってたのよ？　ちゃんと変えようって言ったのに」

　やっぱり私が居ないと駄目ね、とは静かに続けられた志し水みずの本心だ。他のクラスメイトの前では決して口にできない思いである。存分に盛り上がったと思える二年Ａ組だが、彼女の文化祭に向ける情熱は、その更に数歩先を進んでいた。

　その直ひた向むきな姿勢に感心しつつ、西にし野のは言葉を続ける。

「なるほど、となると……」

「お金を置いてから、次に確認したときにはもう無くなっていたわ」

「紛失を確認した時刻は？」

「貴方あなたを放送で呼び出した時刻だから、四時前くらいかしら……」

「そうか……」

「まあ、何を聞いたところで、状況は変わらないと思うけれど？」

　事情聴取を始めて、速攻で暗礁に乗り上げてしまった西野である。

　志水に真犯人を示して見せると宣言した手前、けれど、実はぜんぜん全く特定していなかった彼だ。とっさの機転で相手の怒いかりを沈静化したは良いが、このままでは再びフルボッコの目を見るのは間違いない。

　さて、どうしたものか。

　これ以上は殴られたくないフツメンだから、必死で思考を巡らせる。考える。ヒントは幾つか手に入れた。誰にでも開くことのできる鍵と、誰にも開くことのできない鍵。そして、問題のお金が収められていた部屋は密室。

「……ねぇ、何か反応したらどうなの？」

「悪い、考えごとをしていた」

「それで？　犯人は誰なの？　自分で説明しておいてなんだけれど、これ以上なく不可能な気がするわね。今まさに諸もろ々もろを語ってみせた貴方こそ、自己弁明をしているようで怪しいったらないわ」

「少し部屋を確認させてもらってもいいか？」

「時間の無駄にならないといいわね」

「捜査には現場の確認が付きものだ」

「五分待つわ」

　腕に嵌はめた時計を眺めて志し水みずは言う。

「……分かった」

　渋々と頷うなずいて、西にし野のはコスプレ部屋の捜索を開始する。

　幾つか並んだ生徒用の机と、これに向き合う形で少し大きな教壇。その全てには衣装が広げられていた。また、四方を囲うのは書類の収まる鍵かぎの掛かかった書棚。ガラス張ばりの先、厚いファイルがズラリと並べられている。

　生徒指導室などとは呼ばれているが、実際には書類置き場のようだった。

　西野も平時には一度として生徒が出入りする姿を見たことがない。空き教室に書棚やロッカーを運び込んで、物置として利用しているのが実体だろう。部屋の隅に埃ほこりの積もる様子を眺めれば、人の出入りも稀まれであることが窺うかがえた。

「調べて何が出てくるとも思えないのだけれど」

「確かにそれらしいものは見当たらないな」

「なら諦あきらめて白状したらどうなのよ」

「…………」

「ほらっ、どうなのよっ！」

　少しばかり強い口調で問い掛ける志水。

　彼女にとっての犯人とは、西野以外に有り得ないのだ。

　有り得てはいけないのだ。

　金銭を奪われた限りであれば、西野に拘こだわらずとも、犯人の存在を学外に向けることで、全てを有う耶や無む耶やにすることができた。しかしながら、自身のロッカーから中身の目減りした封筒が見つかってしまった時点で、学外という可能性は完全に失われていた。

　更に言えば、同封筒に触れることができたのは自分だけ。

　故に彼女はこれを内々に処理しなければならない。

　より具体的に言えば、失われた売上金を西野に負担させた上、更に彼が盗んだことにして、これを二年Ａ組の公式見解だとクラスメイト一同に共有。学校側に提出することが、彼女が今後、学園カーストを生き抜く上で必要な手立てなのだ。

　西野がやったか否かは、既に彼女にとって何の意味も持たない。

　大切なのは自分を守ること。

　カースト上位の生徒であっても、学園生活は常にサバイバルなのだ。

　一寸先は最下層である。

　些いささか胸の内が痛まないでもないが、彼女はその為ために動いていた。

「ちゃんと説明しなさいよ！　誰がどうやってお金を盗とったの？　ねぇ!?」

　おかげで問い掛かける調子も、少なからず必死さを伴って見える。もしも西にし野のが事実を吹ふい聴ちようしてまわったら、とは彼女が最も恐れる未来だ。自然と手も出ようというものである。必要なのは目の前のフツメンに対する完全な支配である。

　しかしながら、西野は一向に毅き然ぜんとした態度を崩さない。

「最後に一つ、尋ねたいことがある」

「な、なによっ！」

「委員長がここへお金を置きに来たとき、一緒だったヤツはいるか？　以後、部屋が完全に封鎖されていたのだとすれば、その瞬間だけが、売上金をくすねる最初にして最後のチャンスだろう」

「一緒だったヤツ？」

「ああ。その時も委員長が一人だったのか？　そうだとすれば、金はこの部屋に収められる以前から、中身を抜かれていたということになる。だが、そうなった場合、犯人の特定は更に困難なものとなるだろう」

「な、中身はちゃんと確認したわよっ。ちゃんと入っていたわっ！」

「ならば、他に誰か一緒ではなかったか？」

「えっと、あのときは、たしか……」

　西野からの問い掛けを受けて、志し水みずは昨日を思い起こす。

　彼女の記憶が正しければ──

「……ローズちゃんと一緒、だったわ」

「ほぅ」

　カチンと、西野の頭の中でパズルのピースが嵌はまる感覚。

　その口元に小さく笑みが浮かぶ。

「け、けど、あの子が盗む筈はずがないでしょう？　この間、休日に着ていた服も高級ブランドだったし、たまに校内で見かけるハンカチとかアクセサリーだって、どれも学生が気軽に手を出せる額のものじゃないわ」

「アイツはそんなに良いものを身に付けているのか……」

「そういうふうに他人を軽く言うの、止やめてくれない？　不快なんだけど」

「あぁ、悪い」

「その謝り方も胸くそ悪いわ」

「しかし、他に求める先がないと言うのであれば、まず我々が疑うべきはローズだろう。仮に犯人が別に存在したとしても、何かしら情報を得られるかも知れない。何より俺は彼女が怪しいと、今まさに思った」

「ちょっと止めてよっ！　話が大きくなるじゃないのっ！」

　まさか隣のクラスまで巻き込みたくない志水である。

　下手に話が大きくなると、万が一の際、しっぺ返しが怖いのだ。しかも相手は学園のマドンナである。志し水みずが保持する学園カーストのランクでは、到底太刀打ちできない相手である。相手はピラミッドの頂点に座する存在なのだ。

　本気で焦り始める。

　脇わきの辺りからアレな匂においが発せられ始める。

　しかし、西にし野のは決して待たなかった。

「確認しに行くぞ」

「ちょっとっ！」

　早々、踵きびすを返して歩み出す。

「どこへ行くって言うのよっ!?　待ちなさいよっ！」

「いいから付いて来い。でなければ置いていくぞ」

「こ、このっ……」

　部屋を後にする西野。

　志水は仕方なく、先行する彼の後を追い掛かけた。





〈文化祭　五〉




　それから十分後、場所は津つ沼ぬま高こう校こうＢ棟の屋上。

「西野君が私を呼び出すなんて珍しいわね。どうしたのかしら？」

　ローズの姿がある。これに向き合うのは西野一人。他に人の姿は見られない。ただ、それは二人の視点から確認した場合の話だ。実際は給水塔の上に隠れて、志水の姿がある。彼女は身体からだを伏せて気配を隠すと共に、その視界に二人の姿を捉えていた。

　全ては西野の指示である。

「アンタに話がある」

「何かしら？　一緒に文化祭を楽しみたいと言うなら、付き合ってもいいわよ？」

　時刻は午前十一時を過ぎた頃合い。いよいよ陽ひも高いところまで昇り、校内から届けられる喧けん噪そうも勢いを増してきた。屋上に立っていても、同校の生徒や文化祭にやってきた地域住民の声が、グラウンドや窓ガラスを越えて校舎の内側から響く。

「ところでアイツはどうした？　姿が見えないが」

「アイツ？　誰のことかしら」

「アンタに世話を頼んだロックのお姫様だ」

「あぁ、アレなら貴方あなたのクラスで貴方を待っているわね」

「それならいい」

「良い客寄せパンダね」

　クツクツと小さく笑みを浮かべるローズ。これがまた趣味の悪い笑い方だとは、西にし野のの胸の内に浮かんだ寸感である。彼自身もまた碌ろくな趣味の持ち主ではないのだが、自分の事となると、これがなかなか見えてこないものである。

「パンダで寄った客など碌なもんじゃない」

「それならさっさと帰ってもらったほうが良いわね」

「そうするつもりだ」

「教室に戻りましょう？」

「ただし、その前に一つ、確認したいことがある」

「何かしら？」

　二人の間で淡々と交わされるやり取りを目の当たりにして、志し水みずは驚きを隠し切れなかった。今この瞬間、彼女は初めて西野とローズの間に、本当の意味で交流があったのだと理解した。

　学園カーストこそ人間関係を計る主たる指標と定める彼女だから、親しげに言葉を交わす二人の姿は、まるで異物。有り得ない光景だった。

　ただ、そうして驚きから瞳ひとみこそ開かれても、声が発せられることはなかった。西野が指示したとおり、黙って事の成り行きを見つめている。フツメンが金髪ロリ美少女にタメ口を利く姿が、前者の指示に対して、相応の説得力を与えていた。

　彼女は給水塔の上に身を隠したまま、ギュッと拳を握にぎり、早く話を進めなさいよと、胸中に苛いら立だちを募らせる。

　そんな委員長の焦りが通じたのか、西野が問題の核心に向けて一歩を踏み込んだ。

「どうして二年Ａ組の売上金を盗んだ？」

「っ……」

　何気ない調子で呟つぶやかれた問い掛かけだった。

　だが、問われた側にとっては、完全に想定外の質問だった。ローズはこれに一瞬、続く言葉を詰まらせた。僅か一瞬、されど一瞬。これまで流りゆう暢ちように軽口を叩たたいては返していたおかげで、その間隔は顕著なものとして、彼女を見つめる者たちに当人の動揺を伝えた。

「どうした？」

「……いえ、別に」

　西野の発言を受けては、志水もまた驚きよう愕がくしていた。

　流石さすがに表現がストレート過ぎたようだ。ちょっとアンタ、なに勝手なこと言ってくれちゃってるのよ。もう少し言い方っていうものがあるでしょう。そうした突つっ込みが、今まさに声となって発せられようとした。

　しかし、それは更なる驚きを持って喉のど元もとに引っ込む。

「ついでに言えば、どうして俺の机を刻んでくれた？」

「っ……」

　先程にも増して、際立つほどの反応がローズから返った。ビクリと震えた肩の様子は、数メートルを離れて、志し水みずにまで伝わるほど。西にし野のからの問い掛かけは、彼以外の両名にとって、完全な不意打ちだった。

「あぁ、そう言えば大便も入れられていたな。やたらと臭におってくれたおかげで、当日は松まつ浦うらさんがとても可哀そうなことになっていた」

　え、ちょっと、なにそれどういうこと。机を刻むって、もしかして数日前のホームルームの話？　っていうか、どうしてそこでローズちゃんが出てくるの？　委員長の脳内では湯水の如ごとく疑問が溢あふれる。

「アンタならマーキスに手間を掛けるまでもない。この場で始末してやる」

　一歩、西野がローズに向かい歩む。

　その表情は普段と変わらない、不機嫌そうな仏頂面である。

「ちょ、ちょっと、待ってくれないかしら？」

　途端、大いに慌て始めるのがローズである。

　狼ろう狽ばいも顕あらわに言い訳を並べ始めた。

「待って欲しいわ。机を刻むって、ど、どういうことかしら？」

「金を盗んだことは認めるのか？」

「っ……」

　学内にありながら、いつになく強気の西野だ。

　本人曰いわく、商売用というやつである。

「もう一度だけ尋ねる。共にアンタの仕業だな？」

　フツメンは改めて、凄すごみを利かせるよう意識して言い放った。

　当人的にはヤクザ映画や不良漫画のそれを倣ならい、相手を威圧すべく眉間にシワなど寄せてのこと。ただ、傍はたから見れば粋がるフツメン以外の何物でもない。だからこそ、本来であればこれを見て笑うことはあっても、恐れることなど何も無い。

　だが、ローズは素直に全てを吐露した。

　その唇はよく見ると、プルプルと小刻みに震えていた。

　どうやら本心から恐怖している様子だった。

「まさか彼女が貴方あなたに相談するなんて、こちらも想定外かしら」

「やはりか……」

　忌々しげに西野は語る。

「以前にも言った筈はずだ。俺はアンタみたいな人間が大嫌いだと」

「ええ、以前にも聞いたわね」

　ローズは観念した様子で言葉を続ける。

「となると、あぁ、もう私の想おもいは貴方に届いてしまったかしら？」

「当然だ。わざわざ学内で俺の立場を貶おとしめてまで、これを囲って好きなように使おうなど、また回りくどいことを考えたものだ。反へ吐どが出る。もう少し真っ当な考えは出てこないのか？　これならまだフランシスカの方がマシだ」

「……え？」

　ローズの表情が一瞬、酷ひどく間抜けなものとなった。

「違うのか？」

「え、あ、えぇ、まあ、そうよ？　よく分かったわね？」

「その人を馬ば鹿かにした態度、フランシスカに似ているな」

「あら、それは心外ね」

「股またが緩いという意味ではどっちも同じだろうに」

「股が緩い？　それは聞き捨てならないのだけれど」

「はっ、言っていろ」

　早々、踵きびすを返す西にし野の。

　弁明を始めたローズの物言いに対して、彼は一言として聞く耳を持たなかった。フツメンの中でのローズとは、イケメンが相手なら簡単に股を開く程度のビッチ。世の中、だいたいそんなものだが、童貞はこれを許せなかった。

　相手はその程度の女なのだと、自分で自分に対して言い訳を連ねて、必死に我慢である。そうすることで、異性に対する理想とか、幻想とか、その手の類たぐいの希望を必死に守っているのだ。世のフツメン以下に備わる、重要な精神防衛機能の一つである。

「そういう訳だ。あとは勝手にやってくれ」

　志し水みずまでちゃんと届くよう、西野は声も大きく言い放つ。

　そうかと思えば、これ以上は付き合っていられないとばかり、早歩きで屋上を後にした。パタン、軽い音と共に出入り口のドアが開いては閉まる。その足音は校舎の内側に遠とお退のいて、すぐに聞こえなくなった。

「…………」

　喋しやべる者がいなくなり、屋上は急に静かになった。

　文化祭の喧けん噪そうが妙に遠く聞こえる。

　一方的に声を掛かけられた志水は、返事をするタイミングを逃した。一連の出来事を覗のぞき見ていた後ろめたさもあり、西野の退場を受けて硬直だ。私はこれからどうすればいいのよ、とマジ焦り。

　すると、そんな彼女の焦燥を殊更に掻かき立てる光景が、視線の先で始まった。

「まったく、驚かせないで欲しいわね」

　西野がいなくなり、身体からだの強こわばりを解いたローズ。

　彼女はふぅと、大きな溜ため息いきを一つ吐ついた。

「勝手に勘違いしてくれて、本当、そういう愚鈍なところも魅力的なのよね。どうしてこんなまわりくどいことをって、そんなの貴方あなたを私のモノにする為ために決まっているじゃない。そうでなければ、こんな場所に長居しないわよ」

　凛りんとしていた表情が一変、蕩とろけたアイスのように崩れる。

　デロデロだ。

　ニヘラと緩んだ顔に浮かぶのは、彼女らしくない悦よろこびの笑み。普段から釣り目がちな眦まなじりが、今この瞬間に限っては下がる。だらしなく半開きとなった口元からは、真っ白な尖とがった犬歯がチラリと覗のぞく。

　視線は西にし野のが出ていったドアを見つめて揺るぎない。

「それにしても、彼、怒った顔も最高に格かつ好こいいわよね。なんで西野君ってあんなに格好いいのかしら？　この世のモノとは思えないわ。彼以上に格好いい男なんて、この世界に存在しないわよね」

　腕組みなどして、ウンウンと頻しきりに頷うなずいて見せる。

　その意識は既に自分の世界に旅立っているように思えた。

「いけないわ。西野君のことを考えていると、どうにも濡ぬれてきてしまう。もう駄目、駄目よ、堪たまらない。あああもう、西野君、なんて素敵なの。永遠に見つめていたい。西野君、愛している。西野君、私は貴方あなたのことが大好き」

　不意に動いた右腕が、スカートの下に向かう。大胆にも裾すそを捲まくり上あげて、下着の中に手を突つっ込む。左の手は平へい坦たんな胸元に当てられて、制服の生地越しに乳首をクリクリと激しく捏こねくりまわし始める。

「もしも貴方が普通の人間だったのなら、全てをこの手で攫さらってしまえたのに。あぁ、どうして、どうして貴方は、こんなにも強力なのかしら。こんなまわりくどいこと、私だって辛つらいわ。とてもとても辛い。早く貴方と一つになりたいのに」

　ローズは瞬く間に高まり、ハァハァと呼吸を荒あらくし始める。

　おかげで困惑せざるを得ないのが志し水みずである。

　ちょっとこの子、いきなり何を始めているのよ。っていうか、本当に西野のことが好きなの？　マジで？　あんなフツメンのどこが格好いいの？　頭の中とか弄いじくりまわされちゃってるんじゃないの？

　湧わいて出る疑問は止とめ処どない。

　ただ、そうした疑問を向けるべき相手は、今まさにオナニーの真っ最中だ。どうやらローズは汁気の多い女らしい。数メートルを隔てても、グチュグチュと水っぽい音が委員長の下まで聞こえてくる。

　同性の下の音など、聞いていて気持ちの良いものではない。志水は堪らず顔をしかめる。また要らぬ知識が増えてしまったと。

「もしも私と貴方が、互いに普通の学生として、この場で出会っていたら。そう思うだけで、やりきれない想おもいが溢あふれてくるわ、西野君。貴方がノーマルでなければ、私は今すぐにでも、この愛を伝えることができたのにっ……」

　独り言に乗せられるよう、段々と勢いを増すオナニー。

「西野君の唾だ液えき、唾液を舐なめたいわっ！」

　彼女はスカートのポケットからビニール袋を取り出した。その中には串くしと割わり箸ばしが、それぞれ一本づつ収められていた。つい昨日、フツメンと屋台をまわった際に、それとなく回収した彼女の宝物である。

　そのうちの一本、フランクフルトの串くしを手早く取り出す。

　おもむろにこれを自らの口へ。

「西にし野の君っ、西野君っ、西野君っ！　西野君の味がするわぁっ！」

　ペロペロだ。シャブシャブだ。

　まるでそれが意中の相手の男根だとでも言わんばかり。串に舌を這はわせる。口に含む。ちゅうちゅうと音を立てて吸う。木の繊維に染み込んだ、彼女にしか分からないラブ成分を、必死に腔こう内ないに取り込む。

　昨日採集してから、使用せずに取っておいた貴重な二本の内の一本である。何か良いことがあったら舐なめようと、大切にポケットへ保管していた次第である。当然、取得から一度も洗浄などしていない。

「うそ……」

　一連の光景を目の当たりにした志し水みずは絶句。学園のアイドルが見せる痴態に、視線は釘くぎ付づけだった。彼女にとっては現実を疑いたくなる光景だ。

　どうやらローズは志水の存在に気付いていないようで、行為は瞬く間にエスカレート。いよいよ本格的に出て行けなくなった委員長だ。

「本当だったら、もっと沢山、もっと色々、西野君が手に入る筈はずだったのに。本当、あの志し水みずという子は邪魔にもほどがあるわね。以前の日曜もそう。こんなことなら先に殺しておくべきだったわ。今となっては下手に動くと西にし野の君に気付かれてしまうし」












　悶もだえながらローズは続ける。

「そう、駄目なのよ。気付かれては駄目だわ。今の彼が私を受け入れることは有り得ないもの。だからこそ根回しは確実に、正確に、完かん璧べきに。彼が気付いた時には、既に身も心も何もかも、全てが私の虜とりこになっている。そうでなければ」

　執しつ拗ようなまでに串くしを舌ベラで舐なめながら、金髪ロリータは語る。

　独白することで、自らの意志をより強固なものとするように。

「西野君は私のモノ。私だけのモノ。誰にも渡さないわよぉ……」

　手の動きが激しくなっていく。

　お股またの具合がよりジューシーになっていく。

「あぁ、なんて刺激的な愛なのかしら。最高よ西野君。貴方あなただけよ、私の心を高鳴らせてくれる存在は。絶対に貴方を私のモノにしてみせるっ！　身も心も私に依存させてみせるっ！　貴方は私が養ってみせるのだから！　飲食から排はい泄せつまで、全て、全てをっ！」

　機械的に素早く上下する腕。

　一心不乱に快楽を貪むさぼる、どこまでも動物的な動きだ。

「その為ためには、あの子が邪魔なのよ。そう、邪魔なのよっ……」

　とても物騒な呟つぶやきだった。

　呟かれた側は堪たまったものでない。

「っ……」

　質量すら伴って思えるほどの害意を向けられて、志水は身を強こわばらせる。すると寝転んだ先、その足がコンクリート片に触れた。給水塔の端にあったそれは、カツンと乾いた音を立てて下に落ちた。

　風化からヒビ割れて、砕け浮いた床板の一片である。

「……誰かいるの？」

　当然、ローズはこれに反応した。

「ねぇ、そこに誰かいるのかしら？」

　声の調子は普段の彼女と何ら変わらない。

　むしろ穏やか。

　それが志水には何よりも恐ろしかった。

　女の深みを知った女、志水知ち佳か子こ、十六歳。

　覚悟を決めて身体からだを起こし、給水塔の上に立つ。

「わ、私だけどっ！」

　ヤケクソ気味な叫び声が、屋上に響き渡った。





　　◇　◆　◇






　志し水みずが撒まいて西にし野のが発芽させた面倒事が、今まさにＢ棟の屋上で育つ。

　給水塔から身を下ろした彼女は、幾らばかりかを歩んで、ローズと正面から向かい合う位置に落ち着いた。両者の間には二、三メートルの間隔がある。

　前者としては、これ以上近づきたくない距離感である。逆に後者としては、即座にも間合いを詰めて、首を掻かける間合いである。

「あら、志水さん」

「ど、どうも……」

　やっほー、ローズちゃん、と気軽に声を掛かけられたのは昨日までの志水。今し方、目の当たりにした痴態は、彼女の中にあった学園のアイドルに対するイメージを完全に過去のものとしていた。

「いやらしいわね。人の情事を覗のぞいていたなんて」

　ローズはしれっと、事も無げに言ってみせる。

「いや、あの、それは……」

　腕の動きこそ中断されたものの、スカートの中からは溢あふれ出した滴がポタリポタリと、不規則に垂れて足下に斑はん点てんを作る。やはり汁の量が多い。指の動きこそ止まっても、想おもい人への愛が止とめ処どない金髪ロリータである。

　おかげで志水は、これにどう対処したものか、焦りに焦る。

「…………」

「…………」

　互いに見つめ合う。

　色々と確認したい事柄がある志水だが、上う手まく口が動かない。聞きたいことは沢山あった筈はずなのに、いざオナニー少女を前にしてみれば、その突出した存在感に気け圧おされて、自おのずと萎い縮しゆくしてしまう。

　一方でローズは何ら構った様子もなく、スラスラと語ってみせる。

「何か用かしら？」

　それまで延々と舐なめていた西野印の串くしを口から離す。

　ツゥと伝う唾だ液えきが、その先端と彼女の舌との間で橋を作った。

「え、あ、いや、それはその……」

「今の私は西野君を想ってオナニーするのに忙しいの」

「っ……」

　なにを言っているんだ、この女は。

　思わず漏れそうになった台詞せりふを、志水は寸前で飲み込んだ。咄とつ嗟さに突つっ込みを堪こらえた自分を、彼女は胸の内で誉ほめてやる。よくぞ我慢したと。それと同時に意識を改める。まさか真っ当に相手などしてはいられないと。

　優先すべきは昨日の売上金の行方、そう念頭に置いて彼女は口を開く。

「さっきの話って本当なの？　ロ、ローズちゃん」

「さっき？」

「ローズちゃんが、その、わ、私のロッカーに盗んだ売上金を、入れて……」

「あぁ……」

　そんなことかと言わんばかり、冷めた態度で彼女は応じる。

「それがなに？」

　そこには愛想の欠片かけらも見られない。普段の彼女とは別人のようだ。穏やかな内にも快活とした、それでいて優しさの感じられる振る舞いは、どこへともなく消えていた。そして、表情が冷めたものであれば、声色も抑揚のない淡々としたもの。

　志し水みずの知るローズらしからぬ、酷ひどく突つき放した物言いだった。

　ただ、これもまたローズ・レープマンという人間の一面である。

「な、何ってっ、そんなっ……」

　できれば否定して欲しかった問い掛かけを全肯定されて、志水は言葉を上う手まく続けられない。学園のアイドルで、皆が憧あこがれる美少女。それが彼女にとってのローズ像だった。出会った当初から、少なからず憧れていた少女だった。

　けれど、その像は彼女の想おもいを裏切って、ガラガラと崩れた。

「貴方あなたがどこまでを知っているのか、どこまでを理解しているのか、私は把握していないわ。けれど、たとえどこまで至っていたとしても、一つ確実な返事を私は貴方に、この場で伝えておくわね」

「……えっと、な、な、なに？」

　口元が震えている志水。

　声が引ひき攣つっている志水。

　完全に腰が引けていた。

「もしも私の恋路を邪魔するなら、容よう赦しやしないわよ？」

「っ……」

　真顔で語るローズを正面に見つめて、志水は返事が浮かばない。まさか邪魔する気など無かった。そんな恋、欲しく無いから、見たくないから、さっさと持って行って下さい。それが本心。

　志水は意識の高い女だ。冴さえないフツメン野郎など眼中にない。

「ねぇ、貴方も西にし野の君に惚ほれているのかしら？　教えてちょうだい？」

「ほっ!?」

　言葉を返せない志水へ、何を勘違いしたのか、ローズから投げ掛けられたのは素すっ頓とん狂きような質問だった。問われた側にしてみれば、それだけは何が起こっても絶対に有り得ないと誓う展開である。

「ほ、惚れてる訳がないでしょっ!?　やめてよっ！　気持悪いっ！」

　未いまだ夏服の制服から覗のぞく二の腕に、ブツブツと鳥肌が立つ。

　どうやら本当に、心の底から西にし野のが嫌いなようだ。先週頭から事ある毎ごとにいちゃもんを付けているのも、決して格好だけではない。もし仮に結婚するなら、自分より語学力に秀でた、包容力のある、年収一千万以上。そう心に決めているモテカワ系女子の委員長である。

　まさか西野など、冗談でも不快だとは切なる訴えだ。

「貴方あなた、男を見る目がないわね」

「……無くていいよ、私は」

「もう少し人を見る目を磨いたらどうかしら？」

　これにローズは心底有り得ないと言わんばかりの態度を示した。西野の他に男は存在しないと、言外に語っていると思えるほど。まるで汚物でも見るような視線を志し水みずに向ける。本当に貴方は同じ人間なのかと。

「い、いいんです。私は、それでもぜんぜんっ」

「男を見る目がない女は、社会に出てから苦労するわよ？」

「だから大丈夫だからっ！　わ、私のことは気にしないでっ！」

　本心から哀れみの目を向けるローズ。

　かくして志水は諦観の念。コイツにはこれ以上、何を言ったところで無駄だと理解する。恋は盲目。自らも過去に覚えのある話ながら、ここまでは酷ひどくなかった筈はずだと自身を振り返る。流石さすがに西野はないだろうと委員長は思う。

　僅かばかりの対話を経て、志水は一つの結論に至った。

　ローズ・レープマンはブサ専だと。

　故に自然と、彼女の意識は自らが優先する事柄に移る。今は男女の好いた嫌ったを語っている場合ではなかった。それよりも大切な、絶対に解決しなければならない問題が、この委員長にはあるのだ。

　当初の目的を果たすべく、志水は強引に話題を変えに掛かかる。

「あの、と、ところでローズさん、一ついい？」

「なにかしら？」

「お金を返してもらえないかな？　犯人、ローズさんなんだよね？」

　引ひき攣つった愛想笑いは、これ以上は深入りしてなるものかという意思の表れ。極めて他人行儀を意識しつつの声色は、一刻も早く屋上から逃げ出したいという思いから。敬称をちゃんからさんに変えて、十分に距離を取っての交渉開始だ。

　志水の中では既に、ローズの××××認定が完了していた。

「利息はどれくらい必要かしら？」

「い、要らないよ、そんなの」

「そう？　随分と謙虚じゃない」

「普通だからっ！」

　いよいよ我慢も辛つらくなってきたのか、声を荒あららげる志水。

　これに返すローズは淡々と。

「なら後日返すわ。現金はあまり持ち歩かない主義なの」

「え？　で、でも、盗んだ分だったら……」

「全てトイレに流してしまったわ。下水を漁あさる覚悟があるなら止めないけれど」

「そ、そうなんだ……」

　もう勘弁してよ、言わんばかりの態度に頷うなずく。当面は志し水みずが立て替える羽目になりそうだった。千客万来であった二年Ａ組のコスプレ喫茶であるから、半日分の売り上げであっても、彼女にとっては大きな痛手である。

　当然、不満も溜たまる。

　このブサ専女、どうしてくれようかしら、ふつふつと沸き上がる思い。

「私からも伝えたいことがあるわ」

「……なに？」

「もしも私の想おもいを西にし野の君にバラしたら、貴方あなたを殺すから」

「バ、バラさないからっ！　大丈夫だからっ！」

　股こ間かんから愛液を垂らしながら殺すと言われても、なんら凄すごみが感じられない。どちらかというと××××具合が極きわまって見える。絶対にお近づきになりたくない感じ。下しもの汁を飛ばすわよ、とか脅されたらどうしようとは、志水の懸念点その一。

「そう？　なら良いけれど」

「それよりも、ちゃ、ちゃんと返して下さいねっ!?」

「ええ。彼にバレてしまった以上、続ける必要はないわ」

「っていうか、どうして売上金を盗んだり……」

「西野君には私さえいればいいの。私だけが彼の全てを受け止めることができる。彼の居場所は私の隣だけ。けれど、まさかここまで酷ひどいとは思わなかったわ。本当、醜い生き物よね、貴方たちって。まさか何の確認もなく、彼に濡ぬれ衣ぎぬを着せるなんて」

「そ、それはっ」

　身に覚えのありすぎる志水だから、返答に窮する。

　今現在であっても、一連の騒動をどのように西野へ責任転嫁するか、その一点に意識を注力して止やまない委員長だ。まさかローズが盗んだと説明しても、それを信じる生徒はこの学園に一人としていないだろう。

　真実を知ったところで、これを解決する術すべは別に必要だった。

「まあ、おかげで彼の意識を私へ向けることができたのだけれど。でも、それも昨日の今日で破は綻たんしてしまったかしら？　せっかく上う手まくいきそうだったのに。本当、貴方という人間は邪魔よね。刻んで豚の餌えさにしてしまいたいわぁ」

「っ……」

　ギロリと鋭い眼まな差ざしで志水を見抜くローズ。

「あと半月もあれば、彼の心は私に添ってくれたのに」

　ギリリと音を鳴らすほどに、歯を食いしばってみせる。

　声に出したとおり、心底から委員長のことを憎んでいるようだ。

「本当、これからどうしようかしら……」

「そ、そんなことっ、私に言われたって……」

「あ、そうだわ！」

「今度は何よっ!?」

「ねぇ、志し水みずさん。私と西にし野の君のこと、応援してくれないかしら？　日本人女性というのは、友人知人の恋愛をマネージメントするのが好きなのでしょう？　事情を知る貴方あなたの存在は、私にとって非常に都合が良いわ」

「なっ……」

　まさかの提案だった。

　思わず一歩を後あと退ずさる志水。

「まさか、断ったりしないわよね？」

「いや、その、そ、それはっ……」

「貴方のクラスの売上金、私であればどのようにすることも可能なのよ？」

「っ……」

　ニィと良い笑みを浮かべて、学園カースト最上位は志水に迫る。

　一歩を踏み出す。

　下着から引き抜かれた手は、未いまだお汁がポタリ、ポタリ。

　迫られる側は、これに抗あらがう術すべを持たなかった。

　精神的にも社会的にも、完全に圧倒されていた。

「……わ、分かった、わよ」

「ふふ、物わかりが良い子は好きよ？」

　今この瞬間、ローズ・レープマンの恋愛を成就させる為ため、クラスの垣根を越えてローズ・志水連合が結成された。

　先んじて場を去った西野には、まさか夢にも思わない話だ。





　　◇　◆　◇






　同日、午後六時。

　二日間に渡り開催された津つ沼ぬま高こう校こうの文化祭が終わった。学外来場者が校内から一掃されたことで、以降は後夜祭となる。グラウンドの一角には数メートル四方の規模で木材が積まれて、これに火が灯ともりキャンプファイヤーが始まる。

　響くのは定番のフォークダンス曲から、落ち着いた調子の流行歌謡まで。周囲を囲う生徒たちは、楽しそうに笑みを浮かべながら、これに合わせて身体からだを揺らす。男女に分かれて輪を作り、その二つが重なり合い手と手を取り合う光景は、この世の充実の最たるもの。

　その誰も彼もは顔面偏差値に優れた、学園カースト上位の生徒たち。男女のペアを取っ替え引っ替えして進められるダンスは、中位以下の生徒が混じっては大変だ。そういった者たちは後夜祭の主役、カースト上位の周りを囲い、これを眺めるのが務め。

　稀まれに自重を忘れた中位から下位カーストの生徒がこれに紛れては、向こう数ヶ月、陰口を叩たたかれたり、あるいは苛いじめにまで発展したりする。特に女子生徒に対して、このフィルターは強く作用する。

　当然、西にし野のの姿はそこにない。

　カースト最下層に存在する彼は、中位から下位に紛れて、上位たちの踊る姿を眺めることすら許されない。一度は現場を訪れながら、周囲から向けられる訝いぶかしげな眼まな差ざしを受けて、早々に場を退散していた。

　そんな彼は後夜祭の最中、それでも学校に未練タラタラ、すぐに帰宅することも憚はばかられて校内を彷徨さまよっていた。やがて最後に辿たどり着いたのは、人の居なくなった二年Ａ組の教室である。文化祭の開催期間中、一度として足を踏み入れることが叶かなわなかった場所でもある。

「……大したものだ」

　夜の陰りを落とした教室。

　綺き麗れいに装飾された即席の喫茶店を眺めて、彼は少なからず感動したように呟つぶやく。

「また来年が楽しみだな」

　西野もまさか、今の状況を良しとはしない。翌年こそは自分もまた、この場に立ってやると決意を固める。一生に一度しか得られない高校生活、一つとは言わず、二つ、三つと華やかな想おもい出でを作る為ため、彼は決意も新たに目標を掲げた。

　全ては幸せな、満ち足りた最後を迎える為に。

「…………」

　そして、だからこそ今の彼には一つ、やるべきことがあった。

　ホールを後にして、バックルームに向かう。

　部屋の四方を囲うものとは別に用意されたセパレータ。その先に設けられたのが簡易的な調理スペースである。日中帯はこの場所で紅茶の出し入れや、洗い物の搬入搬出が、クラスメイトの手により行われていた。

「…………」

　これを眺めて、何気なくズボンのポケットに手を突つっ込む。

　再びそれが取り出されたとき、彼の右手には志し水みずが紛失したものと同じデザインの封筒が摘つままれていた。中に収められているのは、失われた額と同額の売上金である。わざわざ銀行まで赴き、千円札や小銭で用意したものだ。

　これを彼は数多あまた積まれた段ボールの間に差し入れる。

　彼のリア充計画には、円満な学内環境が必ひつ須すだった。

　今後の活動方針として、学外に重きを置いたとしても、それは決して変わらない。また、学外で力を付けた暁には、いつか返り咲いてやろうとも考えていた。なので二年Ａ組の面倒事は、彼としても解決しなければならない課題だった。

「……後はあの女の口止めか。まったく、手間ばかり増やしてくれる」

　忌々しげに呟つぶやいて、彼は踵きびすを返す。

　バックルームを後にする。

　すると彼がホールへ戻った直後、他に教室を訪れる者の姿があった。

「西にし野の？　お前、こんなところで何してるんだ？」

「あぁ、竹たけ内うち君か」

　クラスでも評判のイケメンがそこにいた。

　しかも何な故ぜか一人だ。

「おい、何してるんだよ？」

「文化祭期間中は中には入れなかったんだ。明日には片付けられてしまうのだから、せめて一度くらい、これを拝んでみたかったとは、同じクラスメイトなのだから当然の欲求だとは思わないか？」

「……ああそう」

「そういう竹内君こそ、どうしたんだ？」

「別に、俺は……」

　竹内君の手にはつい今し方、西野が段ボールの間に挟んだものと同一柄の封筒が握にぎられていた。自然とフツメンの意識はそちらに向かう。相手の視線が自身の手元に移ったことを理解して、イケメンは咄とつ嗟さ、これをズボンのポケットに隠した。

　一連の動きは至極自然なもの。

「そのまあなんだ、俺も似たようなものだ。気にするなよな」

　西野はすぐに竹内君の意図に気付いた。

　同時に親近感を感じて、少し嬉うれしくなった。

「……そうか」

「ほら、どっか行けよ」

　強引に西野を教室から追い出そうとするイケメン。

「まあ、多い分には問題ないだろう」

「あぁ？　なに言ってんだ？　コラッ」

「なんでもない。気にするな」

「っていうか、まだその喋しやべり方かたしてるの？　ウザいんだけど」

「気に障ったなら謝罪する。すまなかった」

「だからそれを止やめろって言ってんだよっ！」

　割と本気で苛いらつきはじめた竹内君だ。

　これに構わず、西野は淡々と受け答えをして足を動かす。

　廊下に通じる出入り口に向かう。












「じゃあな、竹たけ内うち君」

「あーあー、さっさと帰れよ。男に挨あい拶さつされたところで嬉うれしくねぇし」

「こっちも男に挨拶したところで楽しくはないな」

「あぁ？　おいコラ、テメェ舐なめてんのかっ!?」

　声に怒気を混じらせる竹内君。

　ここいらが引き際だと考えて、西にし野のは教室を後にする。本来の引き際が数日前、とうの昔に過ぎているとは気付いていない。

　ガラガラ、ピシャリ。

　物静かな放課後の廊下に、ドアの閉まる音が大きく響く。

「……やるじゃないか、竹内君」

　小さな声で呟つぶやいて、気分良く帰路に着く西野だった。





〈後片付け〉




　文化祭を終えて同じ週の木曜日。

　祝日の月曜を文化祭で、火曜水曜を代休で過ごした生徒たちが登校する、少し歪いびつな週初め。土曜休みを目前に控えて、生徒のみならず職員さえも少なからず気分の浮いて思える同日、津つ沼ぬま高こう校こうの第一体育館には全校生徒が集められていた。

　文化祭が明けて翌登校日に、催しを振り返って各部門別に表彰を行うのが、同校における数年前からの恒例行事だった。なんでも今の校長の着任以降、そのようにカリキュラムが変更されたらしい。

　これを終えて、続く午前中を片付けに費やすのが、津沼高校における文化祭の在り方だった。当然、贅ぜい沢たくな時間の使い方をしている分だけ、そのしわ寄せは他に及ぶ。具体的には文化祭開催月の特定曜日に授業が一時間増だ。

　ただ、この点に対して反感を持つ生徒は、ごく少数のカースト下層に限られる。

「それでは、売上部門の発表を行います」

　生徒会の手により司会は進行される。

　いよいよ目玉である、出し物の売上表彰となった。体育館での集会としては、珍しくも興奮した面持ちで続く言葉を待つ生徒一同。これがあるからと、文化祭に気合いを入れているクラスや部活動も決して珍しくない。

　発表はクラスの催し、部活動の催しを隔てずに行われた。

　第五位から始まって、三年Ａ組だの陸上部男子だの、当日に優良な成果を挙げた団体が、次々と名を呼ばれる。これに応じて代表者が舞台に上がると共に、賞状やご褒美を拍手の只ただ中なかで受け取ってゆく。

　ちなみに五位と四位は学食のチケット、三位は図書カードがそれぞれ、クラス全員に配布された。個々人に行き渡る額は小さいものの、総額はそれなりのものである。財源は校長のポケットマネーだ。

「それでは、第二位の発表ですっ！」

　司会を担当するのは生徒会で書記の役柄にある二年の女子生徒。

　顔面偏差値上位、学園カースト上位。

　小動物系でブイブイ言わせるボブカットな少女の声が響く。

「二位は、二年Ｂ組のお化け屋敷ですっ！」

　ローズ・レープマンが籍を置くクラスだった。

　売上の理由は言わずもがな。金髪碧へき眼がんロリータが扮ふんするお化けに化かされたい男子生徒が大挙した結果だった。文化祭期間中に撮影された彼女のお化け姿は、イベント後もそれなりのお値段で取引されているという。

「代表者は前に出てきて下さい」

　生徒会書記の言葉に従い、壇上に上がる代表者。

　本来ならクラスの委員長が対応するところ、クラスメイトに背中を押される形でローズが上る羽目となっていた。その姿を目の当たりにして、体育館の随所から声が上がる。美しきロリータの姿を眺めて、誰もが良い笑顔だ。ニコニコだ。

　これに渋い顔をする者がいるとすれば、それは二年Ａ組の若干二名。

「皆、あの子の本性を知らないから……」

　つい先日、その本性とやらを知ってしまった志し水みずである。壇上で朗らかな笑みを浮かべる金髪ロリータ。その姿を見つめる表情は厳しい。笑顔の裏に潜んだ異常性を思い起こして、自おのずと愚痴がこぼれていた。

　他方、これは彼女の策に見事ハマった西にし野のも同様だ。

「…………」

　口にすることはなくても、この糞くそビッチが、胸の内で忌々しげに呟つぶやいた。

　生徒会長の手により表彰状と、ご褒美として人数分のクオカードが授与される。これを受け取ったローズは、恭しくも礼を返した。長く艶つややかな金髪がサラサラと背を滑る様子を眺めて、こいつは堪たまらないとばかり、男子生徒の間からは声が漏れた。

　ややあって彼女が壇上を去れば、残すは一位の発表。

　ボブカット書記は気分を盛り上げて、司会進行を続ける。

「いよいよ、売上第一位の発表ですっ！」

　生徒一同も体育座りでこれを期待して待つ。

　続けられた表彰は、西野に言わせて当然の結果。

「今年の津沼高祭売上一位は、二年Ａ組のコスプレ喫茶店ですっ！」

　可愛かわいらしい、けれども勢いのある声が体育館内に響き渡る。

　発表を耳にした途端、二年Ａ組が誇る剽ひよう軽きん者ものが立ち上がった。

　そして、何事かと周囲の意識が向かう先、誰にも率先して声を上げた。

「よっしゃぁああああああああ！」

　体育館へ入場してから、この瞬間を今か今かと窺うかがっていた剽軽者である。こうした機会にクラスを牽けん引いんするのが、彼の仕事だった。目立てるところで目立っておかなければ、いつかはクラス内での発言権を失ってしまう。

　故にタイミングは完かん璧べき。

　彼もまた自分のクラスが一位になると信じて止やまなかった様子だ。

　すると、その後に続いて二年Ａ組のイケメン男子が、同じように声を上げる。これが伝でん播ぱして、歓喜は他のクラスメイトまで伝わった。最後は誰も彼もがスタンディングオベーション。ちゃっかり西野も参加だ。一体感というやつを享受である。

「マジやったよっ！　委員長、凄すごいじゃんっ！」

　竹たけ内うち君が志水を誉ほめる。

　その顔には満面の笑み。

「そんなっ！　それもこれも、クラスの皆が協力してくれたからっ」

「いいや、委員長がいなかったら、絶対にここまでこれなかったって！」

「そ、そうかな……？」

「そうに決まってるだろ!?　ほら、表彰を受けてこないと」

「ええ、わ、分かってるわ」

　学年一のイケメン、竹たけ内うち君に促されて志し水みずは壇上に向かう。

　全校生徒が注目するなか、表彰は行われる。生徒会長から表彰状とクラス全員分の電子マネーが授与される。学生時分においては決して安くない額である。これを目指して頑張るクラスや部活動も少なくない。

　そうした背景も手伝って、表彰は毎年盛り上がりを見せる。

　今年もまた例外ではなかった。

　賞状とご褒美を受け取った志水がクラスの列に戻る。そこで彼女は同性のクラスメイトからもみくちゃにされた。満面の笑みを浮かべて、とても嬉うれしそうに、今この瞬間、青春を謳おう歌かだろうか。

　その姿を目の当たりにしたことで、西にし野のもまた自らの内にやる気を滾たぎらせる。いつか自分もまた、同じ高みへ至ってやるのだと。学園カースト最下位の分際で、志だけは大きいフツメンである。

　それからしばらく、喧けん噪そうが収まるのを待って、表彰は次の項目へ。

「次は広告賞の発表となります」

　書記により新たな賞の名前が読み上げられる。

　最近、リッチな大学生の彼氏ができたと喜ぶ彼女のテンションは高い。

「どれだけ優れた催しであっても、それを来場客に知ってもらえなければ、決して大賞に輝くことはできません。これは文化祭において、各クラスや各部活動の催しが期間中に行った、広告に対する表彰となります！」

　声高らかに言い放つ。

　しかし、既に目玉を終えた生徒一同にとっては、消化試合のようなものだろうか。特に一番大きな賞を手に入れた二年Ａ組の面々には、早く教室に帰って祝いたいという雰囲気がありありと感じられる。

「今年の広告賞は……」

　広告賞は毎年一つだけ選ばれるようだ。

　逆に言えば、それほど凝った広告が行われないというのが事実。

「えっと……」

　今晩も大学生の彼氏と、高級ホテルで生中セックス予定のボブカット書記が続ける。

　ちょっとかわいこぶって続ける。

「またしても二年Ａ組のコスプレ喫茶ですっ！」

「え？　マジで？」

　これには同クラスの剽ひよう軽きん者ものも素で驚いた。剽軽発言を忘れるほどだった。何な故ぜならば、広告に関してはそれほど力を入れていなかった同クラスである。それは教室の装飾に凝る余り、他に手を出している余裕がなかったからだ。

　おかげで表彰は想定外のことだった。

「評価のポイントとしては、アイディア、技術力、それに努力といった広告全体に対する総合評価となります。ウェブサイトと二次元コードを利用した販促サイトを非常に高いレベルで仕上げた点が評価されました」

　ちなみに同校の文化祭において、催しを評価するのが教師である点は、生徒の皆が知っている。このシステムもまた校長の提案によるものだった。おかげで生徒に限らず教師もまた、文化祭を楽しみにしている者が多いという。

「それでは代表者の方、舞台上へお願いします」

「え、えっと？」

　ボブカット書記から呼ばれて、志し水みずは慌てた。

　とりわけ拘こだわったつもりもないから当然だ。

　ウェブサイトなんて知らないわよ。胸の内に呟つぶやきながら、それでも彼女は壇上に向かわなければならない。何な故ぜならば彼女こそ二年Ａ組の代表、クラス委員長であるからだ。周囲もまた、流石さすがは志水さん！　声も大きく囃はやし立てる。

　クラスメイトから追い立てられるよう、彼女は壇上に向かった。

　そうした委員長の陰で、一人こっそりと達成感を得ているヤツがいる。他の誰でもない、ウェブサイトで二次元コードしたフツメンである。昨年の文化祭を仕事で休んだ彼だから、まさか広告賞などあるとは露知らず。予期せぬご褒美に頬ほおが緩む。

「……やったかっ」

　一人呟いては、グッと拳など握にぎっていた。

　めっちゃ嬉うれしそうだった。





　　◇　◆　◇






「いや本当、委員長ってば凄すごいよなっ！」

　体育館での表彰を終えて、二年Ａ組の面々は教室に戻ってきた。クラス一丸となって取り組んだ文化祭の成功だ。まさか嬉しくない者はない。誰も彼もが笑みを浮かべて、嬉しそうに先の表彰を語らい合っている。

「だ、だから、それもこれも皆が協力してくれたから……」

　ただ、志水の表情はどうにも優れない。

　憧あこがれの竹たけ内うち君から語り掛かけられるも、上う手まく答えられないほど。

「だったら素直に喜んでいいじゃん？　な？」

「でも、あのっ……」

　だからこそ彼は彼女をリードして、彼女が直面する問題を解決するべく、すぐ傍かたわらに寄り添う。件くだんの売上金を巡るあれこれだ。それが自らの役目に他ならないと、使命感めいたものを胸のうちに抱えている竹たけ内うち君。その為ための仕込みも済ませてある。












　ただ、当の彼女が悩んでいるのは、彼が危き惧ぐする問題とは異なる。

　そして、そんな彼女の悩みのタネが、まるで時機を合わせたよう声を発した。

「竹内君の言うとおり、素直に喜んでいいと思うがな」

　いつの間に現れたのか、教室、コスプレ喫茶、ホールの中央。

　西にし野のである。

　ちゃっかりと談笑の輪に混じろうとしている。

「っ……」

　文化祭最終日の出来事を思い起こし、咄とつ嗟さに身を固くする志し水みずだ。

　秘所を顕あらわ、せせら笑う金髪碧へき眼がん美少女の姿は、未いまだ記憶に新しい。

「……どうした？」

　調子でも悪いのかと問い返す西野。

　これに速攻で竹内君が待ったを掛かけた。

「いや、お前こそどうしただろ？　なんだよおい」

　ここはお前が出てくるシーンじゃないと。

　コミュ強にはコミュ強にだけ理解可能なシーンというものがある。それを破ったフツメン西野に対して、イケメン竹内君は、待ったを掛けるのが自らの仕事だと判断した。日々をシーンの定義とその適応に生きる彼らにとって、これは大切なルールである。

　何より相手は志し水みず委員長。

　ここ最近は西にし野のに引ひっ掻かき回まわされて、残念な点が露見すること度々であるが、それでも周囲から見れば、学年を代表する美少女である。更には今回の文化祭の成功も然しかり、能力的にも高いものを持っている。

「いや、どうしたという訳でもないが？」

　一方でこれに応じる西野はどうしたものか。

　淡々と素すっ頓とん狂きような返事を口にする。

「ほら、こっちはいいから。委員長が緊張してるだろ？」

「あ、あぁ……」

　まさか、コミュ強リア充に敵かなう筈はずもなく、コミュ障リア貧は早々に、委員長の前から身を引く運びとなった。竹たけ内うち君の活躍により、無事に志水の心の平穏は守られた。その実態はいずれにせよ。

「あ、ありがとう、竹内君」

「いやいや、当然だろ」

　当然として排除された側はどうしたものか。

　けれど西野の耳までは届かない。

「けど、流石さすがは委員長だな。俺たちに内緒で広告までしてたなんて」

「え？」

　体育館での表彰を思い返して、竹内君が語ってみせた。

　そうこうするうちに彼女の周りには、クラスのカースト上位が集まり始める。今この瞬間、教室の主人公は志水知ち佳か子こで間違いなかった。カースト上位は当然のこと、カースト中位から下位までもが、彼女を見つめて笑顔なのだ。

「あ、いや、あの……」

　委員長もこれには少なからず気後れする。

　もしくは昨日のあれこれがなければ、素直に胸を張はったかも知れない。

「んじゃ、さっさと片付けを始めるかっ！」

　恐縮する志水を前に、竹内君が音頭を取って片付けが始められた。

　準備に時間が掛かけられている分だけ、片付けにも時間を要する。クラスの皆々は真面目まじめに取りかかる。設営をしたのも彼ら彼女らであるから、見積もられる作業がどの程度であるかは、おおよそ把握できているようだった。

　頑張らないと午前中で終わらないのだ。

　体育館での表彰も手伝い、作業は勢いを持って進められた。

　そうした最さ中なかのこと、不意に見つかったのが件くだんの封筒である。

「ちょっと委員長、これ見てもらってもいい？」

　カースト中位のモブ系女子生徒が志水を呼ぶ。

「ん？　なに？」

「これって、もしかして初日の売上だったりしない？」

「……え？」

　まさかそんな筈はずは無い。

　全てを理解する志し水みずだから、これには大層のこと驚いた。しかし、モブ少女の手にする封筒は、たしかに彼女も見覚えのあるものだ。しかも封を開けてみると、収められていたのは一円として額の違わない、失われた筈の売上金であった。

　当然、一日目の午前の分である。

「そ、そんなっ……」

　戦おののく志水。

　すると、そんな彼女に他よ所そからも声が掛かかる。

「委員長、こっちもちょっと見てもらいたいものがあるんだけど……」

「え？　あ、な、なに？　なにかしら？」

　彼女を呼びつけたのは、また別のカースト中位のモブ少女。そして、その手に握にぎられているのは、こちらもまた封筒である。しかも同様に見覚えのあるものだった。というより、今まさに確認したものと完全に同じ作りをしている。

　学校の名の入れられた封筒であって、職員室の棚から調達することができる。

「うそっ……」

　慌てて中を確認してみれば、そこには先の封筒に収められていた額と、全く同額の金銭が収まっている。違いがあるとすれば、こちらはわざわざ千円札の束で大きな額を作っている点か。

「なんで、ちょっと……」

　これはどうしたことかと、続く言葉の出てこない二年Ａ組の委員長だった。

　同じ封筒が二つ。

　西にし野のが横着した為ために、色々と面倒なことになりそうな気配だった。
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　同日の昼休み、二年Ａ組ではクラス会議が開催された。

　場所は教室に併設されたコスプレ部屋改め教育準備室である。参加メンバーは同クラスにおいてカースト上位に位置する生徒数名。文化祭でコスプレ喫茶を開くに差し当たり、中心的な役割を担った者たちである。

　それと西野。

「……とりあえず、このお金の行く先を考えましょう」

　一つ机を囲う様に集つどった面々。視線が向かう先は一人の例外なく、卓上に載せられた二つの封筒である。共に同じデザインの封筒、更に同額の金銭が入れられている。本来であれば、決して有り得ないものだ。

「どっちか一つが偽物ってことだよな？」

　志し水みずに惚ほれるイケメン男子生徒、鈴すず木き君が問い掛かける。

「え、えぇ……まぁ、そうなるわね……」

　志水委員長は、これが共に偽物であることを理解している。本物はブサ専××××の金髪ロリに半額を奪われたまま、未いまだ彼女の鞄かばんの中にそっと仕し舞まわれている。

　まさか首を横に振ることはできなくて、さて、どうしたものか。難しい表情で彼女が悩んでいると、これに先んじて口を開く者があった。委員長のすぐ隣に立ったクラスのナンバーワンイケメン、竹たけ内うち君だ。

「……まあ、別に多い分にはいいんじゃね？」

「え？　で、でも……」

「それもこれも委員長の人徳ってやつだろ？　だったら、わざわざ騒ぎ立てて、話を面倒にすることもないでしょ。元々、売上は打ち上げに使う予定だったんだから、そのグレードを一つあげればいいだけの話じゃん？」

　彼はクールに言ってのける。その軽い感じの語り調子は、教室で友人と言葉を交わす際と何ら変わらない。

「あー、たしかに俺も竹っちの意見に賛成かな？」

　そう間を置くことなく鈴木君が頷うなずいた。

　これ応じて、他のクラスメイトもまた口々に言葉を重ね始める。

「なんつーか、竹内は落ち着いてるよな」「マジで惚れそうなんですけどー！」「っていうか、私なんてもう惚れちゃってるしー？」「あ、ちょい待ってよ、それ言うなら私だってもう惚れてるからっ！」「あーもー、そういうキザなのが似合うの、マジで嫉しつ妬とするわー」「今度、俺も真ま似ねしてみよっと」「止やめとけって、無残なことになるだけだろ」

　途端に場の雰囲気が明るくなる二年Ａ組だった。

　同クラスに育はぐくまれるのは、竹内君を中心としたカースト上位の確かな結束である。各人による自らの顔面偏差値を省みた慎みある行動と、これを前提とした他者に対する最大限の思いやりとが、居心地の良い健やかな空間を形成していた。

　当然、顔面偏差値に劣るブサメンやフツメン、デブやハゲやブス。あるいはコミュニケーション能力に劣るボッチが混じっては、決して実現できない。これらが混じっては、どれだけ相手を慈しんでも、そこに健やかさは成立し得ない。

　故に立ち入ることは決して許されない。

　カースト上位にのみ許された、圧倒的な朗らかさ。

　あはははは。

　うふふふふ。

　その調和を乱す者がいるとしたら、他の誰でもない。

「であれば、俺がここにいる必要はなさそうだな」

　絶賛カースト最底辺を飾る男、西にし野の五ご郷きようである。

　話が綺き麗れいに纏まとまりかかったところで、空気を読めないヤツが口を開いた結果、周囲から一斉にジロリと、やっかみの視線が向けられた。どうしてお前が偉そうなんだよと。せっかく竹たけ内うち君がシーンの旋律を正してくれたのに、お前はなんてことをするんだよと。

　しかし、皆の思いはフツメンに通じない。まるで伝わらない。

「万事平和に終えられてなによりだ」

　妙に勿もつ体たいぶった物言いは、ひとえに胸の内を満たす圧倒的な充足感が所以ゆえんだ。封筒が二つ一度に発見された際には、どうなるかと不安であった彼だが、無事に事が執り成されたことで、自らの行いに満足感を得た様子だった。

「ではな」

　彼は自分勝手に言いたいことを言って、その場を後にする。

　精一杯シニカルを決めて、部屋の出入り口に向かう。

　当然、皆々から向けられる視線は辛しん辣らつだ。どうしてお前が格好つけているんだよ、と言わんばかりの表情が並んでいる。当然、挨あい拶さつの一つも返らない。皆々は廊下に向かうフツメンを無言で見送る。さっさと消えろと言外に訴える。

　ただ、今回はそんな汚物野郎に対して、声を掛かける者がいた。

「おい、西野」

「……なんだ？」

　竹内君だった。

　呼ばれてフツメンは振り返る。

　イケメンを振り返る。

「お前、今日の打ち上げはどうするんだ？」

「打ち上げ？」

　本日、二年Ａ組の面々は、クラス全員で文化祭の打ち上げを行う予定だった。他のクラスでも大半は同様である。特に今朝の場で表彰のあったクラスは、盛大に行うのが津つ沼ぬま高こう校こうにおける慣例であった。

　ボッチの西野としては初耳である。

　何な故ぜならば、意図して彼には伝えられていなかった。

　本日の放課後、クラスメイト全員で近所のカラオケのパーティールームを借り、そこで騒ぐ予定だった。事前連絡により集計された出欠情報によると、欠席者はゼロ。教師こそ参加しないが、クラス行事そのもの。

「来るのか？」

　問われて、西野は考える。

　自分が行っても良いものか。

　結論は三秒で出た。

「悪いが、今日は体調が優れない。休ませてもらう」

「……そうか、ならいいが」

「それじゃあな」

　再び歩みを取り戻し、虚弱野郎はコスプレ部屋を出ていった。

　どれだけ空気が読めない彼であっても、流石さすがにそれくらいは理解できた。自分が行ったところで、場の雰囲気を悪くするだけと。それになにより、周りをクラスメイトに囲まれて、一人で杯さかずきを重ねるカラオケのフリードリンクは、想像しただけで寂しそうだった。

　だから、フツメンは決めた。今まさに決めた。

　今晩はマーキスに愚痴でもこぼしながら、口に合う酒を浴びるように飲もうと。というのも、こうして直前になって聞かされた打ち上げの話は、思ったよりも強烈に、彼の心を揺さぶっていた。

　パタンと小さな音を立てて、コスプレ部屋のドアが閉じられる。

　薄い扉越し、足音は早々に遠とお退のいて、気配もまた感じられなくなった。

　これを確認して、鈴すず木き君が口を開く。

「んだよアイツっ、マジでうざくねっ!?」

　酷ひどく憤慨した様子だ。

「せっかく竹たけっちが誘ってやったって言うのによ！」

「まあ、西にし野のには西野の予定があるんだろう？　いちいち怒るなよ」

「けどよぉっ……」

　誘った本人に窘たしなめられて、ぶぅと膨れる鈴木君。

　ただ、それも志し水みずの言葉を受けて早々、大人しく矛を収める。

「別に彼がどうだっていいじゃない。無理強いは良くないわ」

「ま、まぁ、委員長がそう言うならいいけどさ……」

　とても現金な男だった。それもこれも志水に惚ほれているからだ。志水の気を引くために、数ヶ月ほど付き合った彼女とも別れて、現在はフリーを絶賛アピール中となる。おかげで上も下も飢えに飢えている鈴木君だ。

「さて、俺たちも教室に戻ろう」

　最終的には竹たけ内うち君の提案どおり、相談の場は解散となった。

　二年Ａ組のリア充軍団は、打ち上げのグレードアップという結論を伴い、いざ自分たちの教室に凱がい旋せんを決めるのだった。
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　その日、六時間目の授業を終えてから、放課後のホームルームが始まるまでの僅かな隙すき間ま時間でのこと。体育館裏で向かい合う女子生徒二名の姿があった。

　ローズと志水である。

　前者が後者を呼び出した次第である。文化祭の騒動に発して、ローズと連絡先の交換を余儀なくさせられた志し水みずは、彼女にアドレスから電話番号まで全て押さえられていた。

「……え、えっと、なにかしら？　ローズさん」

　口元は完全に引ひき攣つっている。

　顔に浮かんだ表情は、完全に××××を眺めるそれだ。

「早速だけれど、協力してもらえないかしら？　志水さん」

「…………」

　これにローズはニィと笑みを浮かべて問い掛かける。どれだけ忌き諱きされても、なんら動じた様子は見られない。まるでこっちが本性だと言わんばかり、とても堂々とした振る舞いだった。逆に清すが々すがしさすら感じる。

　こっちもこっちで小悪魔的な妖よう艶えんさが可愛かわいいじゃない、とは志水の胸の内に生まれた嫉しつ妬と心しんである。アジア人の限界と、欧米人が秘めたる無限の可能性が、今まさに両者の間で明確な差異となり、亀き裂れつを大きくさせていた。

「……嫌だって言ったら、どうするつもり？」

「そんなに余よ所その学校に転校したいの？　ご両親が大変じゃないかしら？　あぁ、そう言えば貴方あなたは片親だったわよね。ただでさえ苦労を掛けているお父さんに、これ以上、自分勝手な思いで無理をさせるなんて、本当、酷ひどい子よねぇ？」

「なっ、なんでっ……」

　ローズは顔に笑みを浮かべたまま、しれっと語ってみせる。

　自おのずと口の端が釣り上がり、殊更に笑顔が強調された。事情を知らない生徒が目撃したのなら、ローズちゃんマジ可愛い、などと感想を漏らしたかも知れない。しかしながら志水は、その先に愛らしさとは似ても似つかないものが控えていることを理解していた。

「どうしてローズさんが私の家のことっ……」

「約束したでしょう？　私の恋を応援してくれるって」

「でも、きょ、今日はクラスの打ち上げがあるからっ」

「そう言えば、私のクラスでもそんな話が出ていたわね」

「そ、そうでしょう？　だったらローズさんもそっちに参加しないと」

「それなら私のクラスと貴方のクラス、合同で打ち上げをするというのはどうかしら？　もしも場所がないというのなら、私の方で幾らでも都合を付けるわ。丸投げしてくれても構わないのだから」

「え？　いやでも、そんなの私の一存で決められることじゃないしっ」

「誰だったら決められるのかしら？」

「そ、そんなこと聞かれたって……」

　グイグイと押されてばかりの志水。相手が自分よりカースト上位に位置するため、強く出ることができないでいる。下手に逆らっては、自身もまたどこぞのフツメンと同じように、学内での身分を落としかねない。そう正しく理解しているからだ。

　伊だ達てに長いこと顔面偏差値や肩書き、社会的地位に従って生きていない。

「好きな者同士で行う打ち上げではないのでしょう？　クラス全体で行うというのであれば、規模は大きければ大きい方が、これを主催する側も誇れるのではないかしら？」

　一方で彼女に言葉を投げ掛かけるのは、海千山千、津つ沼ぬま高こう校こうにおいて誰よりも人というものに慣れた存在である。十代後半の少女を手玉に取るのは容易なことだった。

「貴方あなたに損はないわ。むしろ功績となるのではないかしら？」

「な、なによ、それ……」

「二クラス合同、八十名近い生徒を動員する打ち上げよ？　この学園の歴史を紐ひも解といても、そうそうないイベントじゃないかしら？　その経験は今後、貴方の進退を決定する際にも、有用な実績になるとは考えられないかしら？」

「…………」

　ローズからの提案。

　それは東とう京きよう外がい国こく語ご大だい学がくへの進学を目指す志し水みずにとって、非常に魅力的だった。学力の如何いかんによっては推薦入試も視野に入れている彼女だから、この高校三年間では他の誰にも増して貪どん欲よくに経験を求める必要がある。

　参加者を検閲した上で行われる少数精鋭でのお楽しみ会でないのなら、クラス全体を巻き込んで行われるイベントなら、その時点で既に秩序など必要ない。参加者の顔面偏差値による足切りは存在しない。

　求められるのは純粋な動員人数。

　成果という数字のみ。

　成績。

　リア充の通信簿。

　これを正しく理解する志水だから、ローズの提案は一考に値した。具体的な数字という成果は、想像以上に意味がある。たとえ嘘うそであったとしても、これを提示することで変わる世界は、決して少なくない。彼女はそれを知っていた。

「たしかに、それはそうかも知れないけど……」

　打算計算の末、頷うなずいてしまう委員長。この時点で既に彼女はローズの毒牙に掛かったも同然だった。目の前にぶら下げられた餌えさは、十分に魅力的なものだった。志水の心はローズが想定した以上に脆もろかった。柔やわかった。

　こんなのが西にし野の君の隣に居たなんて、とは××××女の心中に呟つぶやかれた愚痴だ。

「連絡を取ってもらえないかしら？　こっちは生徒を教室に留とどめておくわ。そっちの都合が取れ次第に合流して向かいましょう？　私のクラスと貴方のクラスは、表彰でワンツーフィニッシュを決めているのだから、話題も合わせやすいでしょう」

「……た、たしかに、そう言えばそうだったのよね」

　明後日あさつてな方向から持って来られた、自身には何ら関係のない事実を、けれど、自分の都合の良いように認識してしまう志水は、まだまだ頭の中が大人になりきれていない、目先の欲望に踊らされる女の子だった。

　おかげでローズに為なす術すべもなく拿だ捕ほされてしまう。

「どうかしら？　協力してもらえる？」

「わ、分かったわ。相談してみる」

「そう？　ありがとう。とても助かるわ」

　志し水みずが頷うなずいたのを確認して、ローズはニンマリと満面の笑みを浮かべた。

　ただ、そうして委員長の返事に満足する彼女は知らない。

　肝心の西にし野のが、文化祭の打ち上げに参加する予定がないという事実を。
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　同日の午後七時、西野は電車を幾本か乗り継いで、六ろつ本ぽん木ぎに所在する行きつけのバーにいた。雑居ビルの地下、二十数坪ばかりのスペースに構えられた手狭い店舗には、開店から間もないこともあって、他に客の姿は見られない。

　そこで彼はカウンターに突つっ伏して、好きなようにお酒を飲んでいる。

　既にダブルを五杯目。

「……おい、随分と飲むじゃねぇか」

「なに、たまには飲みたくなるもんだ」

「微妙に呂ろ律れつが怪しいんだが、アンタ、本当に大丈夫か？」

「だいじょうぶだ。きにするな」

　決してお酒に強い西野ではないから、いよいよ立ち振る舞いも怪しさを醸してきた。カウンターに肘を突いて身を擡もたげる姿は、軽く払った程度で、早々に突っ伏してしまいそうな危うさを感じさせる。

「繰り返し伝えるが、フライトは明後日あさつてだ。向こうで現地の協力者と共に事へ当たってもらう。状況によっては、その場の判断で動く可能性もある訳だが……なぁ、本当に大丈夫か？　なんなら明日もう一度、改めて連絡を入れることにするが」

「くどい男だな？　了解したと伝えただろう？」

「俺はアンタの腕を疑うことは決してしない。全幅の信頼を置いている。だが、その酷ひどく凡庸なアルコール代謝が気掛かりでならない。せめてそこのジャーキーでも摘つまんでくれ。チーズでもいい」

「はっ、俺が凡庸？　どこがだ？」

「…………」

　先週より頭出しを受けていたお仕事。その期日がいよいよ近づいてきたので、本日、同所にて詳細な打ち合わせが二人の間で行われていた。西野のズボンのポケットには、マーキスから渡された現地行きの航空券が、無造作に突っ込まれている。

　それが小一時間ほど前の出来事。

　そして、一連のやり取りを終えたことで、いよいよ酒の勢いを増した西野が、少しばかり羽目を外して絶賛泥酔中。どうやら今日は徹底的に飲むと決めた様子だった。当人にとっても未知の領域へと至りつつある。

「……本当に大丈夫か？」

「ああ、だいじょうぶだ。きにするな」

「そうは見えないんだがな。今回はチケットに加えて実弾まで渡しているんだ。まさか帰り道で落としたりしないでくれよ？　そうなったら俺もアンタも飯の食い上げだ」

「誰がおとすかあほーが」

「いや、アンタが落としそうだって言ってんだよ」

「どこがそんなにしんぱいだ？」

「全部だ」

　答えるマーキスは気が気でない。

「そもそも普段は使わない癖して定期的に頼むよな？　何か理由でもあるのか？」

「アンタが知るひつよーはない」

「言えないことなら無理には聞かないが……」

　ただ、とマーキスは続ける。

「今回の一件、上からの圧力が強い。フランシスカのヤツを幾度となくフッた手前、少なからず面倒があるだろう。特にアンタ個人に対して、何かしらのアプローチがあると考えるべきなんだが、そこのところは理解しているか？」

「ふん、たあいない。とーぜんだ」

　ここまで酔っ払った西にし野のを眺めるのは、マーキスも初めてだった。数年の付き合いながら、フツメンが同所で酒に酔った様子を見せるのはこれが初めてだ。普段は一、二杯、多くても三杯程度を引っかけるくらいで済ませていた。

　だからこそ彼は焦る。

　下手に暴れられては、店が吹き飛ぶどころの騒動ではない。

　近隣一帯が焼け野原となってもお釣りが来るだろうとは、この黒人バーテンが最も気に掛かけている事柄である。彼であっても西野が本気で荒あらぶる姿は見たことがなかった。答えは当人のみぞ知るところ。

　そこでマーキスはベッドで異性を扱う以上の繊細さを伴って彼と受け答え。

「車を呼ぶか？」

「いい」

「……本当にいいのか？」

「くどいな。殺すぞ？」

「わ、分かった。オーケー、殺すな。ちゃんと分かったから」

　竹たけ内うち君から聞かされた文化祭の打ち上げを知らせる案内が、この傍はた迷めい惑わくな酔っ払いを生み出していた。どうやら西野本人が受け止めていた以上に、打ち上げに誘われていなかった事実は、彼のメンタルの深い部分に影響を与えていたようだ。

　お酒に酔ったことで、それがようやく表層まで浮かんだのだろう。

　だからこそ、彼は言う。

「おかわり」

「……いや、まだ半分ほど残ってるんだが」

　真顔で答えるマーキス。

　事実、グラスには碌ろくに氷も溶けていない一杯。

　これに構わず西にし野のは続ける。

「氷の具合が悪い。新しいのに替えろ」

「アンタ、本当に大丈夫か？」

「大丈夫だ。いいから早く替えろ」

　ダンッとグラスをカウンターに叩たたき付ける。

　普段からシニカルを気取っている手前、非常にらしくない振る舞いだ。

「わ、分かった。サービスだ。今日のところは俺の奢おごりだ」

「……そうか？」

「あぁ、そうだ。そうなんだ」

「なんだ、そう、か。うん。そうか……うん、うん」

「なんだよ、おい」

「いや、なんでもない。しかしまあ、なんだ、……悪くない店だ」

「…………」

　滅めつ多たにないお褒めの言葉を頂いて、店長は返す言葉もない。この酔っ払いは態度がコロコロと変わるタイプのようである。また面倒な酔い方をしてくれる、とはマーキスの心中に呟つぶやかれた素直な思いだった。

　十六歳という歳としの割には酒を飲み慣れている。けれど、自制心が強いのか、飲のみ潰つぶれた経験は碌にないようだった。おかげで自分の限界を知らず、ある一線を越えてしまうと、もう手がつけられなくなる、そんな典型が今まさに。

「どーした？」

「いや、どうもしない。今後とも贔ひい屓きしてくれよ、とは言えるが」

「現状、俺はアンタのところ以外で仕事を受ける気はない」

「……そうなのか？」

　過去に聞いたことのない呟きを耳にして、マーキスは瞳ひとみを見開く。

　どうやら酔っ払いの発言であっても、衝撃的な事実であったらしい。

「ここ最近、アンタの知らない仕事で留守を作ったことがあったか？」

「それを俺に聞かれても、とんと見当が付かないんだがな」

　ここぞとばかり、つい先日に学んで間もない慣用句を披露するマーキス。見掛けによらず勤勉なこのバーテンは、日常会話で困らないまでに日本語を学んで以降も、日々の幾らかをその学習に向けている。












「……そうだな」

「あ、あぁ、理解してもらえたのなら嬉うれしいが」

　マジかよ、などと言外に戦おののきつつも返答するマーキス。

　これに西にし野のは適当な返事をして、グラスを手にする。

「他に信用できるヤツもいない。それに焦って稼ぐひつよーもないしな」

　グイと勢い良く傾けると、半分ほど残っていた薄い琥こ珀はく色いろの液体は、一息に彼の口の中に消えた。碌ろくに氷も溶けていないほぼストレートが、腔こう内ないから食道を伝い胃に落ちるまで、ジンワリとした熱感を粘膜に伝えるよう染みる。

「…………」

「だから、ほら、お替わりをよこせ」

　全ては酔っ払いの戯ざれ言ごとだった。

　ただ、それは存外のこと、同店の店主に響いた模様だ。

　再びグラスをカウンターの向こう側に押し出したフツメン。

　これにマーキスは少しばかり間を置いて答える。

「……分かった。ただ、ちょっと待ってろ」

「なぜだ？」

「店の看板を返してくる」

「あぁ？」

「客が来ても迷惑だろう？」

「なんだ、随分と気が利くじゃないか。マーキスのくせに」

「たまにはそういう日もある」

　カウンターからホールに出ると、マーキスは店の外に掛かけられていた看板を裏返しにした。今の今までオープンとなっていた看板がクローズへ。珍しくもその顔には笑みが浮かんでいた。ほんの僅かばかりだが、たしかに頬ほおが緩んでいた。

　出会ってから初めて、西にし野のの人間らしいところを見たバーテンだった。





【書き下ろし】〈打ち上げ〉




　西野がマーキスのバーに向かった一方で、クラスメイトと夜の街に繰り出したのがローズである。事前に志し水みずと示し合わせたとおり、文化祭の打ち上げは二年Ａ組と二年Ｂ組、両クラス合同で行われる運びとなった。

　場所は都内の繁華街に所在するカラオケのパーティールームだ。

　二、三十名ほどが収容可能な部屋を幾つか借り切り、それぞれ好き勝手に入り浸っての開催となった。

　すると各々の部屋に集まる生徒には、ある種の共通の特徴が生まれる。すなわち学園カーストにおける、上位、中位、下位といった塩あん梅ばいだ。

　特に本日はクラス行事と称しても差し支えない規模であり、中位以下の参加者が七割を占める。その動きは自おのずと難民の体をなして、特定のカーストが特定の部屋に固まり、人口密度に偏りが生まれたりする。

　そうした只ただ中なかで、ローズは忙せわしなく各部屋を行ったり来たりしていた。

「あ、あれ？　ローズちゃん、こんなところでどうしたの？」

　部屋に一歩を踏み込んだ直後、彼女は見知らぬ男子生徒に声を掛けられた。

　声を掛けた側は、予期せず現れた彼女の姿にビックリである。何な故ぜならば同所は、下位も下位、いわゆるキモオタ層を封印する為ために設けられた部屋である。流れている曲もアニソンやアイドルグループのそれが大半を占める。

　男女比も男子が九に対して女子が一という、圧倒的な男子率。おかげで本日、同所では新たな姫の発生が観測されていた。生まれて初めて経験する複数の異性からのチヤホヤは、年若い少女の精神をいとも容易に姫化させる。

「西にし野の君を見なかったかしら？」

「え、あ、西野？　そう言えば見てないけど……」

　受け答えをするのは、出入り口付近に座っていた男子生徒。

　そうしたローズの急な登場を受けて、新生から間もない姫の精神が、元の性情を取り戻す。あれ、私ってそんなに可愛かわいくない。見目麗しい金髪ロリータと比較して、同所で発生した姫は外観に劣る。お腹なかも少し出ている。

　これは姫の誕生を祝う男子生徒たちも同様である。両者の外見を見比べて、己が忠誠を誓うべき姫の存在に疑問を持つ。自分のことは棚に上げて疑念を持つ。なんていうか、こうしてみると不細工じゃね？　っていうか、十代で腹とか出てるしヤバくね？

　同時にアイドルソングを熱唱していた複数名の男子生徒たちが、気恥ずかしさから声量をミュート。少しばかり場が静かになったことで、部屋に居合わせた生徒は皆が、出入り口に立ったローズの言葉に耳を傾ける運びとなった。

「そうなの？　どこへ行ったのかしら？」

「あ、いや、それはちょっと……」

　ここで姫の近くに腰掛けていた男子生徒数名に動きがあった。

　今の今まで姫の新生をヨイショしていた層である。

　彼らは咄とつ嗟さに腰を上げて、部屋に席を空けた。放課後のカラオケルームという、普段と比較して刺激的な環境が手伝ってのアクション。少しばかり勇気を出してのお誘い。もしかしたら、ローズちゃんと一緒にアニソンを歌えるかも知れない。

　そんな思いと共にお声掛け。

「あの、ロ、ローズちゃんっ！　もも、もしよかったら……」「ローズちゃんって、アニソン好きだったりする？」「ローズちゃんってテレビに映ってるアイドルなんかより、よっぽど可愛いよねっ！」「あの、も、もも、も、この、マ、マイクどうぞっ」「ここ、あ、空いてるんでどうっすかっ!?」

　幾名もの男子生徒から、お誘いの言葉が連なる。

　しかしながら、今のローズはそれどころではなかった。

「ごめんなさい？　ちょっと急いでいるの」

「あっ……」

　室内を舐なめるように視線で一巡。そこに想おもい人の不在を確認した彼女は、挨あい拶さつも早々に隔離部屋を後にする。一言の断りと共に、ドアがパタンと閉じられる。応じて部屋には静けさが戻った。

　ローズの登場により、姫の発生は防がれた。

　それが良いことなのか、悪いことなのか、答えは誰にも分からない。

　一方で西にし野のを探す彼女は、廊下を駆け足で移動する。次なる部屋に向かい、階段を上ってフロアを移動する。そうして辿たどり着いた先は、今し方に訪れた隔離部屋より、ワンランク上の層が集まる部屋である。

　部屋に足を踏み入れて交わされるやり取りは、先ほどと大差ないものだ。

　結果的に同所でもまた、彼女は西野の存在を確認することができなかった。

「どこにいるのかしら……」

　想おもい人の姿を脳裏に描いては、その所在に頭を悩ませる。

　困った顔で廊下を歩む。

　すると角を一つ曲がったところで、彼女は見知った相手を見つけた。

「あら、志し水みずさん。丁度いいところに」

「っ……」

　二年Ａ組の委員長、志水知ち佳か子こである。

　満面の笑みを浮かべて歩み寄るローズに対して、捕ほ捉そくされた側はしょっぱい顔である。今の今まで笑顔であった表情も、自らの行く先に金髪ロリの姿を確認して、まるで畜生の糞ふんでも踏みつけたようだ。

「こんなところで奇遇ね」

「え、ええ、奇遇かな……」

　委員長としては、トイレに立った直後の出来事であった。

　そんな彼女にローズは問い掛かける。

「ところで志水さん、西野君を知らないかしら？」

「え……」

「色々と見て回っているのだけれど、姿が見られないの。同じクラスでしょう？　何か知っていたりしないかしら？」

「あ、いや、み、見てないわね。どこにいるのかしら？」

「たしか、ここの会場は二時間しか押さえていないのよね？　もう開始から三十分くらい過ぎてしまっているから、とても焦っているの」

「う、うん」

「もしも見かけたら、私が探していたと伝えてもらえないかしら？　メールを送っても、まるで返事がなくて、とても困っていたの」

「ええ、ちゃんと伝えておくわ、ローズさん」

「ありがとう。それじゃあ頼んだわね？」

「…………」

　言葉を交わしていたのも僅かな間である。

　ローズはすぐに志水の下を離れて、他の部屋に向かっていった。

　その姿を見送る委員長は、内心大慌てである。

　何な故ぜならば、問題のフツメンは今回の打ち上げに参加していない。本日の昼休み、竹たけ内うち君からのお誘いにノーと答えて、一人で帰宅してしまった。

　そして、これを委員長は事前に知っていた。

「っ……」

　もしもこの事実を知られたら、どうなるか。

　そう考えたとき、志し水みずは全身に鳥肌が立つのを感じた。

　これはいかん、と。

　尿意すら喪失した委員長は、大慌てで踵きびすを返した。

　その足が向かった先は、つい今し方まで滞在していた部屋である。今回の打ち上げにおいて、どの部屋よりも雰囲気が良いと評判の、上位も上位、カースト最上位の生徒だけが集まった一室である。

　余よ所その部屋とは異なり、人口密度も抑えられている。中規模のパーティールームに十数名ばかり。男女比は男子四に対して女子六。イケメンと可愛かわいい女子以外は顔を覗のぞかせることすら許されないお部屋となる。

　ローズからの追及が及ぶ前に、同所の面々に口裏合わせをと考えた彼女だった。

「っ……」

　だが、その部屋に飛び込んだ直後、志水は目撃してしまった。

　自分より一足先に同所を訪れるローズの姿を。

　室内には当然、クラスナンバーワンイケメンである竹内君の姿がある。座しているのは部屋で最も奥まった場所だ。世間的に考えると、いわゆる上座と呼ばれる位置取りとなる。その左側には、二年Ｂ組でローズの次に可愛らしい女子生徒が腰掛ける。

　そんな彼と、部屋の出入り口付近に立つローズとの間で、会話が交わされていた。

「ローズちゃん、ここ空いてるけど座らない？」

　竹内君が自らの右隣を指し示して言う。

　そこは部屋を出る直前まで、志水が座っていた場所であり、今は空席だ。

　他の女子たちも、流石さすがに今回の打ち上げで、彼女の席を奪うことはしなかった。コスプレ喫茶成功の立役者である志水の立場は、今回の一件により、更に上位のカーストへと至っていた。当面は何をせずとも安泰である。

　しかし、どれだけ高い位置にあっても、敵かなわない相手はいる。

「結構よ。それよりも一つ尋ねたいのだけれど」

「ん？　なになに？　俺でよかったら何でも聞いてよ」

「西にし野の君を見なかったかしら？」

「え？　西野？」

「ええ、どこを探しても見当たらないのだけれど」

「それはそうでしょ。だって西野のヤツ、参加してないよ？」

「え？」

「え？　違った？」

　竹たけ内うち君の視線がローズから、その背後に立った志し水みずに移る。

「委員長、アイツから何か話とか聞いてる？　昼休みに確認したときは参加しないって言ってたような気がするんだけど、もしかして、あの後で何かあったとか？」

「っ……」

　ひくりとローズの口元が震えた。

　憤ふん怒ぬである。

「いいえ、気にしないで。教えてくれてありがとう」

　少しばかり声のトーンを落としたローズ。

　その身が背後を振り返る。

　すると彼女の正面には、委員長の姿がある。

「志水さん、知っていたのね……」

「っ……」

　志水は思った。これはヤバイと。

　気付けば自おのずと、彼女の足は動いていた。

「ト、トイレを探してたら、フロアを一周しちゃったっ……」

　あははと軽く笑いながら、脱だつ兎とのごとく部屋を後にする。

　それはもう見事なターンであった。

　キュッと靴裏で音が立つほど、スカートを大きく翻しての撤退。

「っ……」

　間髪を容いれず、これを追い掛かけるようにローズが駆け出した。

　部屋のドアノブを握にぎり潰つぶさん勢いだ。

「失礼するわねっ！」

　バタンと後ろ手にドアを閉めての疾走である。

　室内に居合わせた面々は、なにあれ、言わんばかりの表情だ。竹内君としては、是が非でもご一緒したかったローズだが、声を掛ける間もない出来事であった。

　部屋を後にした直後、ローズの意識は廊下を巡る。

　目玉は標的の姿を追いかける。

　すると、彼女の立つ場所から数メートルの地点に、非常階段を目指す志水の姿があった。それはもう全力疾走である。スカート姿であることも忘れて、やたらと綺き麗れいなフォームでの逃走だ。

「あの小娘、絶対に逃がさないわっ」

　ギリリと歯を食いしばり、ローズは廊下のタイルを凹くぼませる勢いで床を蹴けった。





　　◇　◆　◇






　志し水みずは走った。それはもう力の限り走った。

　廊下から屋外に通じるドアを越えた先、非常階段を三段飛ばしで駆け下りる。四階から地上階を目指して大急ぎである。

　これを追い掛かけるのがローズだ。

「待ちなさいっ！」

　その肉体は人類を凌りよう駕がする圧倒的な身体能力を持つ。

　彼女は委員長が敷地外を目指していると即座に理解して、四階フロアから地上に向かい飛び降りた。非常階段の壁を飛び越えて、身体からだが空中に舞う。スカートが大きくめくり上がり、パンツが丸見えになるも、まるで構った様子はない。

「ひっ……」

　志水の視界にローズの姿が映った。

　上のフロアから地上に向かい、落下していく金髪ロリータの姿だ。

　傍はた目め完全に飛び降り自殺である。

　これを目の当たりにして、彼女は全身を震わせた。

　咄とつ嗟さに非常階段の壁越し、下の様子を窺うかがう。するとそこには、見事に着地したローズの姿があった。これといって怪け我がをした様子も見られない。それどころか、なんら動じた様子もなく、ジッと頭上に志水を睨にらみつけていた。

　その歩みが上階を目指すよう、非常階段に向かう。

「じょ、冗談じゃないわっ！　なんなのよ、あの子っ」

　まるで得体の知れない化物にでも追われているような気分の委員長だった。

　まさか非常階段は使えない。彼女は二階に到着した直後、再びフロア内に戻った。手狭い廊下を駆け足で進み、偶然から到着した階下行きのエレベータに飛び乗る。ハァハァと息を荒あらくする志水に、居合わせた客は奇異の視線を向ける。

　ただ、今の委員長にはこれを取り繕う余裕もなかった。

　ややあって、エレベータが一階フロアに到着。

「っ……」

　彼女はエントランスを駆け足で通り抜けて、正面玄関から外を目指す。

　パーティールームに置き忘れた荷物だとか、竹たけ内うち君の隣にゲットした本日の席だとか、全ては頭の中から飛んでいた。今の彼女の脳裏を占めているのは、得体の知れない金髪ロリから逃れること。

「待ちなさいっ！」

　出口を目前に控えて、背後からローズの声が上がった。

　委員長が肩越しに後ろを振り返ると、そこには十数メートルの距離を隔てて、彼女に向かい迫る相手の姿があった。しかもあろうことか、彼女は今まさに隣を過ぎんとする店員から、お盆の上に乗っていたフォークとナイフを攫さらう。

「このっ」

　そして、腕を振るうこと一いつ閃せん、二閃。

　手にした食器具を撃ち放った。

「ひっ……」

　ガツンガツンと音を立てて、尖とがった先端が委員長の足元に突つき刺さる。

　一連のやり取りは、完全にアクション映画のそれだ。

　居合わせた他のお客さんも唖あ然ぜんである。

　だがしかし、それでも志し水みずの足は止まらない。

「ま、待つ訳ないでしょっ!?」

　唸うなるように呟つぶやいて、店内を後にする。

　すると同店に面した路上は、仕事帰りのサラリーマンや夜遊びに興じる学生、飲食店のキャッチ、更にはこれから夜の仕事に向かう人々によって賑にぎわっていた。普通に歩んでいても、肩がぶつかりそうになるほどだ。

　その光景に勝機を見み出いだした委員長は、路上にひしめき合う通行人たちの間へ、その身をねじ込むよう駆け込んでいった。大して背丈が大きい訳でもない彼女だから、大勢の大人に紛れてしまえば、その姿はすぐに見えなくなった。

　追って追えないことはないだろうが、悪目立ちすることは間違いない。更に言えば、今日この瞬間こそ逃したとしても、どうせ明日になれば学校で顔を合わせる羽目となる二人。そのように考えて、ローズは追及を止やめた。

　とはいえ、それと腹の虫が治まるか否かは別問題である。

「くっ、逃したわ……」

　忌々しげに呟く金髪ロリータだった。
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　ローズから逃走するもしばらく、委員長は打ち上げの会場に戻った。

　何な故ぜかと言えば、そこに荷物を忘れていたからだ。

　忘れていたことを思い出したからだ。

　ポケットに入っていた端末でクラスメイトに連絡を取ることしばらく。彼女は友人の口から、ローズが一足先に帰宅したことを聞いた。おかげでこれ幸い、再び文化祭の打ち上げに参加、無事に竹たけ内うち君の隣に収まった。

　天敵が去った会場で、志水はこれでもかとはっちゃけて、今という瞬間を楽しんだ。すぐ隣には竹内君の姿もある。二年Ａ組と二年Ｂ組、二クラス合同での打ち上げでは、間違いなく彼女こそが主人公であった。

　一方で委員長を追い立てたローズは、一人で西にし野の宅を訪れた。

　二人だけの打ち上げも、それはそれで悪くないわよね。そんな前向きな姿勢が、彼女の歩みをフツメンが住まうボロアパートに向かわせていた。しかしながら、部屋には鍵かぎが掛かかっており、室内に人の気配も感じられない。

　そこでローズは西にし野の宅を離れて、六ろつ本ぽん木ぎのバーに向かうことにした。仕事の最中はどうだか知らないが、少なくとも日常生活において、フツメンの行動範囲は狭い。それこそ自宅か学校かマーキスのところか、その三択である。

　フランシスカからも、そのように報告がなされていた。

　時刻は午後九時を過ぎたあたり。居酒屋やバーは書き入れ時である。しかしながら、軒先には閉店を示す案内がされていた。ドア越しに店内の様子を窺うかがうも、そこに人の姿は確認できない。明かりも落とされており、完全に名実ともに閉店の体ていである。

「…………」

　おかげでローズの機嫌は急転直下である。

　使えないバーテンね、とは心の内で吐かれたマーキスへの愚痴だ。

　彼女には知る余地もないことだが、同店のバーテンは、酔よい潰つぶれた西野を自宅に送る道中にある。わざわざ自身の車を出してまでの送迎だ。もしも西野宅より先に同店を訪れていたのなら、未来は少し変わっていたかも知れない。

　酔い潰れた西野など、彼女にとってはこれ以上無いご馳ち走そうである。

　その介抱を承ったローズが、意識も覚おぼ束つかないフツメンにどのようなことをするのか。その手の設定は、彼女が就寝前に繰り広げる妄想のなかでも、過去に幾度となく繰り返されてきたシチュエーションである。

「……本当、うまくいかないものね」

　ボソリと呟つぶやいて、ローズは自宅に戻ることに決めた。

　マーキスの店を後にする。

　タクシーを拾おうかとも考えたが、少し歩きたい気分だった彼女は、二、三駅ばかり歩いて夜風に当たることにした。徒歩で数十分ばかり。人気も少なくなった夜の都内をゆっくりと歩いていく。高ぶった気分が、段々と落ち着きを取り戻してゆく。

　やがて辿たどり着いたターミナル駅。

　その駅ホームでの出来事であった。

　電車から排出される下車客の姿のなかに、彼女は見知った相手を見つけた。

　志し水みずである。

　どうやら彼女も帰宅の途中にあるようだった。文化祭の打ち上げを終えて、自宅に向かっているのだろう。時間的に考えて、二次会も楽しんでのご帰宅だ。しかもなにやら端末を眺めて、ニヤニヤと嬉うれしそうに笑みなど浮かべているではないか。

　歩きスマホの最中とあって、ローズの存在に気づいた様子はない。

「…………」

　その姿を目の当たりにして、金髪ロリの嗜し虐ぎやく心に火がついた。

　彼女は電車への乗車を止やめて、委員長の背後に近づく。

　そして、おもむろに相手の肩に手を載せた。

「志し水みずさん、こんなところで会うなんて偶然じゃない」

「っ!?」

　予期せぬ声掛けを受けて、委員長の顔が強こわ張ばった。

　驚きから震えた手元では、端末が飛び跳ねる。その勢いからフラップが閉じるほど。あわや足元に落としそうになった委員長である。

　端末から上げられた視線が捉えたのは、紛まがう方かたなき津つ沼ぬま高こう校こうのトップカースト。今の今までＳＮＳを眺めてニヤついていた表情が、途端に真っ青となる。

　竹たけ内うち君と共に過ごした文化祭の打ち上げ。そこで得た楽しみや喜びといった感情が、ローズの存在を目の当たりにしたことで、一瞬にして消きえ失うせる志水だった。

「ロ、ローズさん、どうして……」

「嬉うれしそうな顔をしていたけれど、何か良いことでもあったのかしらぁ？」

「…………」

　委員長は咄とつ嗟さに周囲を見渡した。

　周囲は繁華街の通りにも増して、人が溢あふれかえっている。同所を走り回ることは困難を極めるだろう。更に肩まで掴つかまれてしまったとなると、これを振り切って逃げることは不可能であった。

「ねぇ、志水さん。ちょっと私に付き合ってもらえないかしら？」

「いや、あ、あの、もう夜も遅いからっ……」

「まさか断ったりしないわよねぇ？」

「…………」

　肩に載せられた手が、まるで万力のように志水の肉を掴み上げる。

　その人間離れした握力に、彼女は抗あらがう術すべを持たなかった。

　そんなこんなで同日、彼女は駅構内に配置されたベンチに腰掛けて、延々とローズから愚痴と西にし野のへの賛美を聞かされる羽目になった。

　自宅に帰ったのは、それから日が変わってしばらくしてのこと。終電を目の前に乗り過ごさせられて、徒歩での帰宅と相成る委員長だった。












【書き下ろし】〈ローズと写真〉




　その日、ローズは自宅のリビングで幸福の只ただ中なかにあった。

「あぁ、西にし野の君っ……」

　ソファーに腰掛けた彼女は、その手に端末を握にぎり恍こう惚こつの表情だ。ディスプレイには余よ所そから届けられたメールの文面が表示されている。気になる差出人は、端末に記載されたアドレス帳の登録名に従うと、マイダーリン。

　西野がローズに恋人の紹介を求めたのが本日の放課後の出来事。

　そんな前者に対して、後者が架空の知人を紹介してからしばらく。

　小一時間前に送り出した初めましてのメッセージに、つい今し方返事を受け取った次第だった。やり取り一通目ながら、彼女のもとに戻ってきたのは四桁けた近い文字の並び。現代日本の常識に照らし合わせれば、キモいどころの話ではない。身の危険を感じる文量だ。

　しかしながら、ローズはこれが嬉うれしかった。

　相手からの愛が重ければ重いほど、彼女の心は悦よろこんだ。

　おかげで一人、自宅のリビングでソファーの上に悶もだえている。

「やっぱり素敵だわ、西野君。今すぐにでも貴方あなたの全てを奪ってしまいたい」

　その腰が妙にクネクネと動き回っているのは興奮が所以ゆえんである。端末のディスプレイに表示された本文を眺めてはクネクネ、眺めてはクネクネ、文章の向こう側に意中の相手の姿を想像して、延々と悶もだえ楽しんでいる。

　西にし野のから送られてきた文章は、季節の挨あい拶さつに始まり、生まれや年齢、趣味といった自己紹介から、ローズとの関係、年収、学歴、更には相手母国への渡航履歴に至るまでが、事細かに記載されていた。まるで履歴書やお見合い資料のようなメールだった。

　女性経験が皆無のフツメン童貞が一生懸命になった成果である。

「次はどうしようかしら……」

　ハァハァと呼吸も荒あらく、返事の内容に思考を巡らせる。

　すると続く文面は、そう考えることなく思いついた。

「……西野君の写真、絶対に欲しいわよね」

　これまでにもフランシスカを経由して、幾十枚と西野の写真を手に入れている彼女だ。寝室の壁にはそうして得た写真が、所狭しと貼はり付つけられている。しかしながら、その全ては隠し撮りである。どれも西野という存在を測る為ために撮影されたものであった。

　だからこそ、彼女は求めていた。

　本人が自ら望んで撮影した一枚を。

「ふふふ。うふふふふふ」

　ニヤニヤと気持ちの悪い笑みを浮かべながら、ローズは端末を操作する。

　意中の相手のキメにキメた一枚を催促するようお返事を書く。

　それは彼という存在に倒錯する彼女にとって、心躍る作文であった。





　　◇　◆　◇






　翌日の土曜日、ローズの端末に連絡が入った。

　それは西野の外出を示すものである。フランシスカの調査が入って以降、彼の日常は彼女たちの監視の下にあった。自宅内こそ立ち入っていないものの、住居近隣や通学路、学内などに仕掛けられた機器が、二十四時間態勢で監視を行っている。

　それら監視端末より発せられたアラートは、外出の一報である。より具体的には西野宅の屋外、玄関ドア付近に向けて設置されたカメラからの映像が、彼女の端末に届けられていた。再生ボタンを押すと、録画された映像が画面に映し出される。

　自宅の玄関ドアに鍵かぎを掛かけて、同所を後にするフツメンの姿だ。

「いよいよ、お買い物かしら」

　昨日受けたメールの文面を思い起こして、ローズの頬ほおが緩む。なんでも、めかし込んでくるので、写メは待っていて欲しいとのこと。果たして彼がどのようなおめかしを実現するのか、今から楽しみでならない彼女だった。

「…………」

　だからだろうか、気付けば彼女の身体からだは動いていた。

　部屋着から外着に着替える。

　髪を巻いてジャケットの下に隠し、茶色いウィッグを被かぶる。服は地味なズボンスタイル。更にマスクを着用の上、伊だ達てメガネを掛かけたなら完成だ。普段は目立って止やまない彼女も、だいぶ落ち着いた姿となった。

「……これも調査よ。そう、対象の調査なのだから」

　そう言い訳するよう呟つぶやいて、彼女は自宅を後にした。
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　自宅マンションを発たったローズが向かったのは、都内の百貨店だった。

　それも西にし野のが服を買いに出掛けた先と同じ店舗である。

　昨日の夜、本日の買い出しをメールの返事から確認していた彼女は、事前に人を使い西野の行方を追っていた。決して安くない出費となったが、その甲か斐いあって彼に気付かれることなく、本日の買い物の現場を特定することができた。

　そんなこんなで訪れた先、ローズの視線の先にはフツメンの姿がある。

「……どうしてクラスメイトが一緒なのよ」

　ただし、その隣には二年Ａ組の生徒の姿があった。

　内一名は彼女もまた、何度か言葉を交わした覚えのある相手だ。

「できればキートンで揃そろえたいんですが、採寸してもらえませんか？」「……よろしいのですか？」「ええ、買うのはこちらの彼なんですが、どうしても必要なようでして」「本当にご購入の意志があるのですか？」「ああ、それで頼む」

　居合わせた店員を交えて、ああだこうだと賑にぎやかにしていた。

　どうやら学友に服を選んでもらっているらしい。

　その様子を目の当たりにして、ローズは憤慨も一ひと入しおである。どうせなら西野が自分で選んだ一張羅を写真に収めて欲しかった彼女である。しかしながら、そうした主義主張を訴えることはできない。彼女は物陰に身を潜めて、事の成り行きを窺うかがった。

　するとこれがどうしたことか、状況は大きく転んだ。

　何な故ぜか百貨店の従業員たちが、西野の為ために動き始めたではないか。

　その様子を眺めてはローズも戸惑った。

　しかしながら、結果的に良い写真が撮れるのなら、それはそれで彼女にとっても益えきのある話である。また、真剣な表情で写真撮影に臨むフツメンの姿もまた、ローズにとっては好ましいものであった。

　そして、そろそろ日も暮れようという頃合い、ローズの端末が震えた。

　結果として送られてきたのは、想像した以上のクオリティで撮影された一枚。

「あぁ、西野君。なんて素敵なのかしら……」

　端末の画面に映し出された写真を目の当たりにして、恍こう惚こつの表情となる。

　そこには七五三さながら、全身写真に収まる西野の姿があった。スーツを着用の上、店内の壁により掛かかり、腕など組んで格好つけている。本人たっての希望により強行されたポージングだった。おかげで最高に似合っていなかった。

　しかしながら、その道数十年を誇る洗練された撮影スタッフと、彼を着付けた被服のプロたちの尽力により、辛うじて体裁を保っている。もしも被写体が竹たけ内うち君であったのなら、それなりに価値のある一枚になっていたことだろう。

　お陰でローズは大歓喜である。

　百貨店の上層階に設けられた写真店、その店頭から直線距離で十数メートルほど。ガラス張ばりの店内を覗のぞき窺うかがえる地点は、声を上げれば届くほどの距離感で、彼女は西にし野のからの返信を確認していた。

　フツメンが端末を操作している姿を眺めて、その直後の着信であった。

　一方で写真店内では、無事にメールを送信した西野に動きがあった。

　居合わせた従業員に頭を下げて、感謝の言葉を述べると共に、撮影に掛かった費用の支払いを済ませる。そして、同所を訪れた際と同様、手ぶらで店舗を後にした。用件は済んだと言わんばかり、真まっ直すぐエントランスに向かい歩んでいく。

「っ……」

　ここでローズは気づいた。

　撮影に使われた衣装は、未いまだ写真店に放置されたままである。

　写真を手に入れたのなら、撮影に使われた衣装まで欲しくなるのがコレクターの性さがだ。そして昨今の彼女は、西野に対して並々ならぬ独占欲を湛たたえていた。抜け毛の一本さえ、その収集に労力を惜しまなかった。

　結果的に彼女は、いつの間にやら同所に突撃していた。

「ちょっといいかしらぁ？」

「はい？　なんでしょうか」

　声を掛けられたのは、同百貨店でスーツオブスーツの異名を取る人物。メンズ向けフロアでスーツの販売を生業とする男、佐さ々さ木きだった。他の従業員と共に、撮影の後片付けをしている真っ最中の出来事である。

「ここで撮影をしていたお客について聞きたいのだけれど」

「……なんだい？　お嬢ちゃん」

　佐々木は思った。また変な子供が来たぞ、と。

　その小さな背丈のおかげで、一見しては高校生とも思えない外見のローズである。彼もまた例外ではなく、小学生ほどだろうと相手を判断していた。周囲に居合わせた従業員たちも、これは同様である。

「さっきのお客が着ていたスーツ、売ってもらえないかしら？」

「え……」

　佐々木の想像したとおり、やってきたのは変な子供だった。

　しかも先程の少年以上に変なことを言っている。

「これでお願いできないかしら？」

　ローズは懐ふところから小切手を一枚切り出すと、そこにサラサラとペンを走らせた。何事かと従業員一同から視線が集まる。これになんら臆おくすることなく記載された額は、一の後にゼロが六つばかり続いて百万円。

「……お嬢ちゃん、ごっこ遊びなら余よ所そでやってもらえないかな」

　辟へき易えきした様子でスーツオブスーツ佐さ々さ木きは呟つぶやいた。

　もしも彼がロリコンであったのなら、少しは違った未来が見られたのだろう。だが、残念ながら彼は巨乳好きである。自宅の端末にはスーツを着用した巨乳ＡＶ女優の動画が、これでもかと詰め込まれている。

　ムチムチな肉体がタイトなスーツに包まれているのが堪たまらないらしい。

「あら、失礼な店員ね」

「ちょ、ちょっと待って下さい佐々木さん、これ本物っスよ」

　そんな彼に背後から声が掛かかった。

　声を上げたのは年若い男性だ。

　こちらの百貨店では金融関連の窓口をしている。何な故ぜにそのような人物がいるのかといえば、西にし野のが持ち込んだ札束を処理するためである。撮影の出来映えに満足したフツメンは、現金預け払い機から下ろした分を全額、景気良く彼らに納めていた。

「は？」

　これには佐々木も驚いた。

　年若い男はローズのもとへ歩み寄ると共に、笑顔を浮かべて問い掛ける。

「お嬢ちゃん、これはどこで拾ったのかな？」

　そうして語りかける彼は、紛まがいのないロリコンだった。

　更にイケメン。

　おかげで距離が近い。

　しかしながら、ローズの好みとは違った。

「失礼な男ね。私の所有物に決まっているでしょう？」

　甚はなはだ不服そうな表情となり、近づいてきた男に顔をしかめる。

　これ以上近づいてくるなと言わんばかりだ。

「それともこれでは不服かしら？」

　不機嫌そうに呟いて、ローズはもう一枚小切手を切った。

　先ほどと同じ額の記入された紙切れが、佐々木に向かい放ほうられる。ひらひらと宙を舞ったそれは、すっと流れるようにして彼の足元に落ちた。ピカピカに磨かれた靴と床との間へ、滑り込むように入っていった。

　皆々がその様子に気を取られているうちに彼女は動いた。

「それじゃあ、もらっていくわね」

　ローズは佐々木の脇わき、衣装棚に掛けられていたスーツを手に取る。つい先程まで西野が着用していた服で間違いない。端末の画面で繰り返し確認していた彼女だから、まさか間違えることもない。

　当然、スーツを愛する男、スーツオブスーツ佐さ々さ木きは慌てた。

「あ、お、おいっ！」

　まさか持っていかせる訳にはいかなかった。

　何な故ぜならば彼女が購入の意志を見せたスーツは、彼にとってスーツであって、スーツではない代物だからだ。写真撮影に向けて大急ぎで手直しを行ったため、とてもではないが実用には耐えない。

　小切手が本物であろうと、偽物であろうと、満足に着ることもできない撮影道具を、スーツとして売ることにプライドが許さない彼である。まず着るヤツの身体からだを測らせろとは、声にならない叫びである。

　だが、止められて待つようなローズではない。

「それじゃあ失礼するわね」

　佐々木は咄とつ嗟さに腕を伸ばした。

　これをひらりと躱かわして、彼女は写真店を飛び出した。

　他から声を掛かけられるも構った様子はない。

　そして、駆け足で百貨店を後にする。

　こうして彼女は意中の相手の写真と、その撮影に使われた衣装を手に入れた。

　メールに添付されて届けられた写真は、後日、値の張はる光沢紙に印刷された上、額縁に入れられて、彼女の自室の壁に飾られる運びとなった。その隣には百貨店から奪うように持ち帰ったスーツが、マネキンに着せられて鎮座する。

　まだ見ぬイタリア美少女を夢見る西にし野のにとっては、夢にも思わない光景である。





〈あとがき〉




　唐突ではございますが、本作の作者はデビュー間もないペーペーでございます。ここ二、三年ほどで何冊か本を出させて頂き、ようやっとラノベ作家という仕事に慣れ始めた、そんな新入社員さながらの立場にございます。

　なのでこうして、初めて本を出させて頂く出版社さまで経験する、最初一発目のあとがきというのは、それはもう緊張します。本業では社畜などしているのですが、先輩からの引き継ぎで初めて顔合わせをする、上得意さまとの打ち合わせさながらでございます。

　あるいは学生の時分を思い起こしますと、中学校や高校に進学して間もない部活動の顔合わせ。ずらりと並んだ先輩の前で行う自己紹介及び一発芸、みたいな気分で、こちらのあとがきに臨んでおります。

　おかげで何を書いたらいいのか、それはもう悩んでおりました。

　謝辞は絶対に書かなければとか、イラストを担当して下さっている「またのんき▼」先生のキャラクターデザインが最高なので是非とも話題に挙げたいとか、他よ所その出版社さまで刊行している作品の紹介ってしても大丈夫なのかなとか、頭の中はそんな感じです。

　結果的にどうなるのかと申し上げますと、右で挙げさせて頂いた内容を書かせて頂くと、うまい具合に担当さまから頂ちよう戴だいした二ページというノルマが埋まりまして、ミッションコンプリートでございます。

　というわけで、本作の一番の見所はやはり、またのんき▼先生のイラストでございます。タイトルにも記載のある主人公の「西にし野の」少年。その困難極きわまる造形に真正面から臨んで下さった先生には、感謝の気持ちで一杯でございます。

　また、そうした彼の隣に並ぶのは、極上の金髪ロリータ「ローズ」を筆頭として、魅力的なキャラクターたちでございます。デザインを頂戴してからというもの、担当さまから新しいイラストが送られてくるたびに、それはもう心を躍らせておりました。

　またのんき▼先生、素晴らしいイラストを誠にありがとうございます。

　そして、こちらの流れで謝辞へと移らせて頂きましては、至らない私を事細かにサポートして下さった担当編集さま。本作に素晴らしいご解説を下さった平ひら坂さか読よみ先生。非常に格かつ好こいいカバーをデザインして下さいましたデザイン担当さま。大量の誤字脱字を微に入り細に入り丁寧にご指摘下さった校正さま。営業さまを筆頭として、各所でご助力下さった関係者の皆さま。本作を扱って下さる全国の書店さま。本当にありがとうございます。

　そして何よりも、本作を手にとって下さった読者の皆さまには、心より御礼を申し上げたく存じます。皆さまのおかげで、本作は書籍として日の目を見ることができました。

　おかげさまで続く三巻も、この夏に発売が決まりまして、とても嬉うれしく感じております。より良いものをお届けできるよう、粉骨砕身の覚悟で頑張りたいと思います。

　カクヨム発、ＭＦ文庫Ｊの『西野』を何卒よろしくお願いいたします。






















特別付録　書き下ろし短編〈ある日のバーでの出来事（西野とお酒）〉







〈ある日のバーでの出来事（西野とお酒）〉

　午後六時を少しばかり回った頃合い。六本木の繁華街、その外れに位置する雑居ビルの地下、二十数坪ばかりのスペースに設けられた手狭いバーでのこと。一列に並んだカウンター席の中程に腰掛けるローズの姿があった。

「ねぇ、貴方に聞きたいことがあるのだけれど」

「なんだ？」

　カウンター越し、彼女は同店のマスター兼バーテンを務めるマーキスに言った。

「彼が飲んでいるお酒、あれはどういった銘柄なのかしら？」

「あぁ、あれか」

「ええ、あれよ」

　彼とは西野を指しての言葉だろう。

　チラリと背後の棚を振り返ったマーキスは、一本のボトルを眺めて言葉を続けた。そこには半分ほどに嵩を減らしたウィスキーの瓶が陳列されている。

「モノはアードベッグなんだが、八十年代の操業停止以前の樽で、如何せん数が少ない」

「そんなに希少なのかしら？」

「オークションで見かけたら落とすようにしている。後は店舗数の多い大手の古物商だな。定期的に連絡を入れて、各店の在庫を確認するようにしている」

「それはまた随分と贅沢なものを飲んでいるのね」

「いや、あれで意外と舌が肥えている」

「……そうなの？」

「以前、そこいらで売られている十年を出したら、一口目で気づかれた」

「…………」

　てっきり雰囲気を出す為に、無理をして飲み慣れない酒を飲んでいるとばかり考えていたローズである。おかげで少なからず驚く羽目となった。もしも竹内君や委員長が耳にしていたら、まず間違いなくイラッとしていたことだろう。

「その時は仕事の話で顔を合わせていたんだが、見事に断られたな」

「随分と扱いが難しいエージェンなのね」

「だが、それだけの価値はある」

「……そう」

　なんと答えたものか、悩むような素振りを見せるローズ。そんな彼女に対して、会話の場を繋ぐ為か、マーキスは珍しくも多弁に言葉を続けてみせた。

「こんなことなら、もっと安い酒を飲ませておけばよかったと、今でも後悔している」

「どういうことかしら？」

　そうこうしていると、店のドアに付けられた鐘がカランコロンと鳴った。

　姿を現したのは、今まさに話題に挙がっていた人物である。

「……なんだ、アンタもいたのか」

　西野である。

　ローズをひと目見て、落胆した様子でため息混じりに語ってみせた。

「第一声から随分なご挨拶じゃないかしら？」

「まあいい、取り急ぎ一杯もらおうか」

「ああ」

　フツメンはローズから一つ席を空けてカウンターに腰掛けた。注文を受けたマーキスは、慣れた手つきで酒を作り始める。

「随分と希少なお酒なのだそうね」

「……悪いか？」

「そんなことはないわよ？　酒は古酒女は年増、とはよく言った言葉だと思うわ」

「なるほど？　アンタの口から言われると、なかなか説得力がある。同意見だ」

「ふふふ、その言葉をちゃんと覚えておいて欲しいものね」

「まさか、フランシスカから何か言われて来たのか？　依頼ならばマーキスを……」

「いいえ、違うわ」

「……だったら何だ？」

「ただお酒を飲みに来ただけよ？　貴方の楽しみを奪うつもりなんて毛頭ないわ」

「…………」

　グラスをクイと呷るローズの顔には、ニヤニヤと厭らしい笑みが浮かんでいた。
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